
Ｍ-
工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2025年3月

令和7年　3月　 日 滋賀県立大学財務課
S =図面リスト NOSCALE

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事 00
会社
株式 総合設備コンサルタント

M-12

D0　給排水衛生設備　1階平面詳細図（撤去・管更生・改修後）

図面リスト

縮尺

M-04

M-11

M-10

M-09

NOSCALE共通　特記仕様書1

M-08

　D0　管理棟

NOSCALE共通　給排水衛生設備　衛生器具リスト

共通特記

1/100B0　換気設備　2階平面詳細図（撤去・改修後）M-07

1/50B0　換気設備　1階平面詳細図（撤去・改修後）M-06

1/50D0　給排水衛生設備　2階平面詳細図（撤去・改修後）M-05

1/50

図面名称

M-01

番号

滋賀県立大学工学部棟他トイレ改修工事

　D3　研究C棟

1/50

1/50

D3　給排水衛生設備　2階平面詳細図（撤去・管更生・改修後）

D3　給排水衛生設備　3階平面詳細図（撤去・管更生・改修後）

D3　給排水衛生設備　1階平面詳細図（撤去・管更生・改修後） 1/50､100

1/50D3　換気設備　1階平面詳細図（撤去・改修後）

1/50D3　換気設備　2階平面詳細図（撤去・改修後）

1/50D3　換気設備　3階平面詳細図（撤去・改修後）M-13

機械設備工事特記仕様書2

機械設備工事特記仕様書3

NOSCALE

NOSCALEM-02

M-03



Ｍ-
工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2025年3月

令和7年　3月　 日 滋賀県立大学財務課
S =機械設備工事特記仕様書2 NOSCALE

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事 01
会社
株式 総合設備コンサルタント

施工後確認試験　※行う（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築改修工事標準仕様書（建

　　　　　　　　○行わない

６）次のアスベスト含有資機材は関係法令に従い適切に処理する。

当該施設の定める保安規定を（※適用　○準用）し、電気保安技術者が保安業務を行う。

標準仕様書又は改修標準仕様書に規定する電気保安技術者をおくものとする。

　有資格者によるものとすること。

2. 石綿の事前調査は、建築物石綿含有建材調査者講習登録規程に規程する建築物石綿含有建材調査者等

　督署及び県（大津市内は大津市）に報告するとともに、発注者に書面で報告すること。

　等の事前踏査を実施したときは、その結果を工事開始前までに石綿事前調査報告システムにより労働基準監

5. 工事に係る部分の床面積の合計が80㎡以上の建築物の解体工事、請負金額100万円以上の建築物の改修工事

4. 事前調査結果を作業場に備え付け、事前調査結果及び作業内容等を掲示すること。

3. 事前調査結果は書面で発注者に説明すること。

●風量調整（測定共）　〇室内気流及びじんあいの測定

〇室内気流及びじんあいの測定

項　目

ス

ガ

設

備

ピ ッ ト 内 施 工 法

地下配管の接合方法

負 担 金○

○

○

ガ ス の 種 類○

配 管 材 料

（図面特記部分は除く）

○

〇都市ガス発熱量　４５，０００ＫＪ／ｍ3（Ｎ）　〇液化石油ガス（※５０ｋｇ　〇２０ｋｇ）

［屋内］　※配管用炭素鋼鋼管（白）　〇ポリエチレン被覆鋼管（ピット内）

［屋外］　※ポリエチレン管

〇ネジ工法　　　　　　　　　　　　〇ＳＧＭ工法　　　　　　〇ＰＥ管工法

※溶接工法

〇要（〇本工事　　〇別途工事）　　　〇不要

　　　　　　　　　　　　　〇配管用炭素鋼鋼管（白）

　　　　（地中配管）　　　※リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

　　　　　　　　　　　　　〇

３）　屋外汚水・雑排水管　※硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

　　　　　　　　　　　　　〇コンクリート管

４）　通気菅　　　　　　　※配管用炭素鋼鋼管（白）

　　　　（地中配管）　　　※リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

５）　ポンプアップ排水管（汚水・雑排水）※硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＡ）

　　　　　　　　　　　　（湧水）　　　　※配管用炭素鋼鋼管（白）

　　　　配管は硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）とする。）

６）　衛生器具との接続管　　　　　※リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

〇要（〇本工事　　〇別途工事）　　　〇不要

　　名称：

　　　　　　　　　　　　　　（樹脂製小口径桝との接続には、変換ソケットを使用する）

　　　（ただし汚水・雑排水槽内は硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＦＶＤ）、屋外の地中

〇中央式　　●局所式

１）　膨張管・補給水管の保温は冷温水管に準ずる。

　　　　　　呼び径７５Ｓｕ以上　溶接接合、ハウジング形管接手による接合又はフランジ接合

　　　　　　呼び径６０Ｓｕ以下　拡管式

　　　　　ステンレス鋼管の接合は以下による。

〇銅管（壁又は床埋設をする場合は、保温付被覆銅管を使用してもよい。）

〇ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３０４）　　〇ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３１６）

２）　ガス湯沸器の排気筒の隠蔽箇所の保温は、標準仕様書第２編第３章３．１．５の表２．３．５による。

屋外露出管の保温を　※施工する（給水管の保温仕様に準ずる）　〇施工しない

消火用呼水タンクの保温を　※施工しない　〇施工する（膨張タンクによる）

消火用充水タンクの保温を　※施工する（膨張タンクによる）　〇施工しない

２）　地中配管（屋内及び屋外）　　　※消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）

１）　一般配管　　〇配管用炭素鋼鋼管（白）　　〇圧力配管用炭素鋼鋼管（白）　　〇図示

〇屋内消火栓　　〇スプリンクラー　　〇泡消火　　　〇不活性ガス消火

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　接手は圧送排水鋼管用可とう接手（JPF MDJ 003）による。

〇連結送水管　　〇連結散水　　〇フード等用簡易自動消火装置　　〇屋外消火栓　〇消防用水

　　　　　　　　　　　　　〇

２）　屋内雑排水管　　　　※排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

　　　　（地中配管）　　　※リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

１）　屋内汚水管　　　　　※排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

２）　雑排水　　※直放流下水管　　〇浄化槽　　〇別途桝（建築工事）

４）　湧水ポンプアップ　〇直放流下水管　　〇雨水側溝（建築工事）　　〇雨水桝（建築工事）

３）　雨水ポンプアップ　〇直放流下水管　　〇雨水側溝（建築工事）　　〇雨水桝（建築工事）

６）　暗渠内（ピット内を含む）の空調用ドレン菅は保温（〇有　※無）とする。

（図面特記部分は除く）

● 配管材料

○

備

設

水

排

加 入 金 等

備

設

給

湯 ○

（図面特記部分は除く）

●

保 温○

備

設

消

火

給 湯 方 式

配 管 材 料

○

（図面特記部分は除く）

配 管 材 料

保 温○

○ 消 火 設 備 の 種 類

フ ロ ン の 回 収 等

気放出をしない処理を行うこと。また、施工に当たっては特定フロンを使用した材料、工法を用いないこと。

冷媒にフロンを使用している機器の撤去においては、フロン排出抑制法に基づきフロンガスを全量回収し、大○

施工に際し、施工手引き書である機械設備工事施工監理チェックリスト（滋賀県土木交通部建築課　令和元年

1. 大気汚染防止法、労働安全衛生法、石綿障害予防規則、その他石綿処理に関する諸法令に基づき実施する

　こと。

石綿含有建材の事前調査○

○

度版）に従う。

施工監理チェックリスト

施 工 基 準

その他関係諸法規に基づき完全に施工する。

本図は、工事の大要を示すものであるから、詳細位置等については監督職員と打合せの上、その指示に従い

必要な関係諸官庁への申請手続き等は、全て受注者の負担とする。

施工する。

●

○ 浴室・厨房（多湿箇所）の外気取入ダクトの保温　　　　　　　　　　　　　　※要　　〇不要

外気取入ダクトの保温（空調を行っている室について）　　　　　　　　　　　※要　　〇不要

全熱交換器までの外気取入ダクトの保温（空調を行っている室について）　　　※要　　〇不要

全熱交換器以降の外気取入ダクトの保温（空調を行っている室について）　　　〇要　　※不要

上記以外で外気取入ダクトに保温を行う室：　※図示による

保温を行う場合の仕様は標準仕様書第２編第３章第１節による。

保 温

○

備

設

煙

排 〇廊下　　〇事務室　　〇図示　　　　　最大面積　　　ｍ2排 煙 対 象 部 分

ダ ク ト の 種 別

ダ ク ト の 工 法

○

○

〇高圧１ダクト　　〇高圧２ダクト

※アングルフランジ工法

○ ダ ク ト の 材 料

○

２）　排煙口の開放　〇手動（〇機械式　〇電動式）　〇煙感知器連動

３）　復帰装置　　　〇手元復帰式（〇手動式　〇電気式）　　　〇遠方復帰式

４）　ダンパー本体及び操作箱との渡り配線は本工事とし、それ以降の制御配管配線は別途工事

　　　とする。

●

備

設

給

水

●

●

（図面特記部分は除く）

　　　　　　呼び径６０Ｓｕ以下　拡管式

　　　　　　呼び径７５Ｓｕ以上　溶接接合、ハウジング形管接手による接合又はフランジ接合

　　　　　ステンレス鋼管の接合は以下による。

○

○

○

○

●

備

設

水

排

○

※亜鉛鉄板製　　　　〇普通鋼板製

１）　形状　　　　　〇スリットフェース形　　　〇パネル形　　　〇ダンパー形排 煙 口

１）　洗面器の取付高さ（床面より前縁上端まで）は次による。ただし、身体障害者用器具は除く。

　　　洗面器　※８００　　〇７５０

衛

生

器

具

設

備

取 付 高 さ

〇水道直結方式　　　●ポンプ直送方式（小型給水ポンプユニット）　　　〇高置タンク方式

　　　　　　〇水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

　　　　　　〇ナイロンコーティング鋼管（ピット水槽内部）

（地中配管）〇水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

　　　　　　〇ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３１６）

　　　　　　〇硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ、ＳＧＰ－ＦＶＤ）

２）屋外配管〇水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

　　　　　　〇水道用ポリエチレン二層管（呼び径５０以下）

　　　　　　〇水道配水用ポリエチレン管（ＪＷＷＡ　Ｋ　１４４）（呼び径７５以上）

　　　　　　〇ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３１６）

　　　　　　〇硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ、ＳＧＰ－ＦＶＤ）

給 水 方 式

配 管 材 料

飲料水系統の弁類は厚生労働省基準に準じた鉛レスとする。

※合成樹脂製　〇ステンレス製

特記なき場合、寸法は７０×７０×１３００Ｈ、取付け高さは約６００Ｈとする。

１）　一般敷地　　　　　※３００ｍｍ　　　〇

２）　構内車両通路　　　※６００ｍｍ　　　〇

〇要（〇本工事　　〇別途工事）　　　〇不要

　　名称：

弁 類

水 栓 柱

管 の 埋 設 深 さ

加 入 金 等

排水方式

放流先

汚水と雑排水　　　　　　屋内　　●分流式　　〇合流式

汚水・雑排水と雨水　　　屋外　　●分流式　　〇合流式

○ 保 温 廊下及び暗渠内の保温　〇要（図示）　　　※不要

備

設

換

気

ダ ク ト の 種 別

ダ ク ト の 工 法 〇アングルフランジ工法　　　　●コーナーボルト工法

※低圧ダクト　　〇高圧１ダクト　　〇高圧２ダクト●

●

● ダ ク ト の 分 岐 方 法 給気用ダクト　　〇割込み工法　　〇直付け工法

排気用ダクト　　●割込み工法　　〇直付け工法

○

○

厨房用のダクトは亜鉛鉄板製とし、板厚は次による。

材質は次による。

　※ステンレス鋼板（補強共）

ダクトの長辺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　板厚

４５０ｍｍ以下　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．６ｍｍ

４５０ｍｍを超え１２００ｍｍ以下　　　　　　　　　０．８ｍｍ

１２００ｍｍを超え１８００ｍｍ以下　　　　　　　　１．０ｍｍ

１８００ｍｍを超えるもの　　　　　　　　　　　　　１．２ｍｍ

厨房用ダクトの板厚

排 気 フ ー ド 排気フードの補強、支持金物、接合剤等は、亜鉛鉄板製ダクトの当該事項によるものとし、

１）屋内配管〇ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３０４）（※一般系統　　　〇飲料水系統）

〇水道直結増圧方式（水道用直結加圧形ポンプユニット）

　　　　　　〇硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＡ、ＳＧＰ－ＦＶＡ）(※一般系統〇雑用水系統)

１）　汚水　　　※直放流下水管　　〇浄化槽

ポンプ排水　　〇有り（〇汚物　〇雑排水　　〇雨水　〇湧水　　〇浄化槽２次側）　●無し

○

○

●

その他の管を地中配管する場合は、山砂等で管の周囲を埋め戻した後、掘削土の中の良質土を使用

する。

ただし、地中配管の排水用塩ビライニング鋼管は、防食措置を行う。

１）　標準仕様書において、ロックウール保温材、グラスウール保温材及びポリスチレンフォーム

　　　保温材が併記されている箇所は、いずれかを使用する。

２）　屋外露出配管（冷媒管を除く）の保温外装材は次による。

　　　※溶融アルミニウム・亜鉛鉄板　〇ステンレス鋼板

３）　屋内露出配管（冷媒管を除く）の保温外装材は、原則、合成樹脂製カバー１とする。

４）　弁・ストレーナなどの金属製カバー外装及びタンク類の保温外装材の種別は、次による。

　　　※溶融アルミニウム・亜鉛鉄板　〇カラー亜鉛鋼板　〇ステンレス鋼板

５）　車庫に露出のダクト及び配管の保温は、機械室による。

６）　各場所に露出の保温を施さないダクト及び配管の塗装は以下による。

　　　・外壁廻り　　※要　　〇不要　　　　　　〇書庫、倉庫　　〇要　　※不要

　　　・屋上階　　　〇要　　※不要　　　　　　〇機械室　　　　〇要　　※不要

　　　・車庫　　　　〇要　　※不要　　　　　　〇一般居室　　　※要　　〇不要

　　　・廊下　　　　〇要　〇不要　〇図示　　　〇　　　　室　　〇要　　※不要

７）　合成樹脂製支持受　　　※硬質ウレタンフォームに準ずるもの

　　　　　　　　　　　　　　〇ビーズ法ポリスチレンフォームに準ずるもの

機器に表示する内容は監督職員の指示による。

●

○ ステンレス製ダクトの板厚

● 吹出口及び吸込口ボックス

ステンレス製ダクトの板厚は、JIS A 4009 2017による。

ボックスの材質について、特記がない場合は亜鉛鉄板製とする。ただし、グラスウール製とする場合

はJIS A 4009（空気調和及び換気用ダクトの構成部材）によるものとし、厚さ０．６ｍｍ

以上の亜鉛鉄板で補強を施したものとする。

ボックスの吊りは３点支持を標準とし、重量物及びこれによらない場合は、監督職員と協議する。

なお大温度差空調等の場合は吹出口ボックス内に露出となる吊りボルトに結露対策を施すこと。

地中配管の埋戻し土

埋設配管の防食処理

保 温 及 び 塗 装

機 器 名 称 等 の 表 示

○ 開放形膨張タンク等 開放形膨張タンク、補給水タンク及び消火用充水タンクの材質は次による。

※鋼板製　　〇ステンレス鋼板製

○ 電線及び電線管ボックス 電線及び電線管等については標準仕様書第４編第１章第５節による。

ＰＦ管で配管する場合は、ボックスを使用する。

● 容 量 等 の 表 示 機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

ただし、電動機の出力、燃料消費量及び圧力損失は表示された数値以下とする。

● 誘 導 電 動 機 電動機出力が０．７５ｋＷ以上の低圧三相かご形誘導電動機の規格は、JIS C 4213（低圧三相

かご形誘導電動機－低圧トップランナーモータ）による。

○ ス リ ー ブ

標準仕様書第２編第２章第７節２．７．３又は改修標準仕様書第２編第２章第５節２．５．３による。

第２編第２章第５節２．５．１（１２）による。

● 鋼 材 工 事

● は つ り 及 び 穴 開 け

● インサート及びアンカー

柱、梁及び耐震壁以外の箇所で、開口補強が不要、かつ、スリーブ径が２００φ以下の部分に

前に仮枠を必ず取り除く。

機器付属金属及び配管、ダクトの支持金物は標準仕様書第２編第４章第６節又は改修標準仕様書

第２編第７章第５節による。

はつり及び穴開けを行う場合は、改修標準仕様書第２編第４章による。

あと施工アンカー等を行う場合は、改修標準仕様書第２編第５章による。

性能確認試験　　〇行う（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の建築改修工事監理指針（下巻）

　　　　　　　　　　　　令和元年版）第８章１２節８．１２．７）による。

　　　　　　　　※行わない

　　　　　　　　　　　　築工事編）（平成３１年版）第８章１２節８．１２．７）によるものとし、重要

　　　　　　　　　　　　機器を取り付けるあと施工アンカーについて行う。

標準仕様書第１編第１章第７節１．７．４又は改修標準仕様書第１編第１章第８節１．８．５によるほか

被覆管を地中配管する場合は、標準仕様書第２編第２章第７節２．７．１（５）又は改修標準仕様書

する場合は、紙製仮枠を使用してもよい。その場合は、変形防止の措置を講じ、かつ配管施工

１）　消音内貼り部分の外部保温は　　　〇要　　※不要

２）　チャンバーの寸法は、外形寸法を示す。

　　　（但し、ダクト及び消音エルボは、内形寸法を示す。）

○ 復帰方式は　　　※遠隔復帰式

　　　　　　　　〇手動復帰式

○ 消 音 内 貼 ダクト及びチャンバー、消音エルボの内貼り（箇所図示）は次による。

防 煙 ダ ン パ ー 及 び

防 火 防 煙 ダ ン パ ー

（図面特記部分は除く）

○

○

〇平面図　　〇図示　　〇

（　　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

防 火 区 画

天 井 仕 上 区 分

○ ※新設　　　〇改設

　〇ファンコイル・ダクト併用方式　〇個別方式

空

気

備

設

和

調

〇既設

　〇ファンコイル・ダクト併用方式　〇個別方式

時期

冬期

夏期

○

〇〇〇〇室一般事務室

屋内（調整目標値）
屋外（　　〇〇　　市）場所

温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ） 温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ） 湿度（ＲＨ）温度（ＤＢ）

〇〇．〇℃

　〇．〇℃

〇〇．〇％

〇〇．〇％

２８℃

１９℃ 〇〇％

〇〇％

〇〇℃

〇〇℃４５％

４０％

○

○

○

○

○

○

○

○

方 式

設計時の温湿度条件

○

ダ ク ト の 種 別

ダ ク ト の 工 法

ダ ク ト の 分 岐 方 法

※低圧ダクト　　〇高圧１ダクト　　〇高圧２ダクト

〇アングルフランジ工法　　　　〇コーナーボルト工法

〇割込み工法　　〇直付け工法

配 管 材 料

　　　　　　呼び径６０Ｓｕ以下　拡管式

　　　　　　呼び径７５Ｓｕ以上　溶接接合、ハウジング形管接手による接合又はフランジ接合

標準仕様書又は改修標準仕様書の当該事項による。ただし、次の部分は本仕様とする。保 温 及 び 塗 装

（図面特記部分は除く）

［屋内］

単独配管の場合

集合配管の場合

［屋外］

単独配管の場合

集合配管の場合

〇溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ－亜鉛鉄板　　　〇ステンレス鋼板　　　　〇図示

〇保温化粧ケース（〇樹脂製〇溶融ｱﾙﾐﾆｳﾑ－亜鉛鉄板製〇ステンレス鋼板製）

〇図示

※不要　〇要

※不要

隠ぺい部 露出部

〇保証化粧ケース（樹脂製）　〇合成樹脂カバー１　〇図示

〇図示

温度計は次による。

※工業用バイメタル式温度計　　〇ガラス製棒状温度計　　〇ガラス製二重管温度計

厚さ　　　※図示

〇設けない　　〇設ける（電源は熱源機器付属制御盤より取出し、配管配線共本工事に含む）

※ファン付　　〇ファンなし

煙道に８０φ以上のフランジ付きの検査口を設ける。

温 度 計

鋼 板 製 煙 道

ば い 煙 濃 度 計

ば い じ ん 量 測 定 口

１）　冷温水管・膨張管・エアー抜き管及び膨張タンクからボイラー等への補給水管

　　　　　　　　　　　　　※配管用炭素鋼鋼管（白）

２）　冷却水管　　　　　　※配管用炭素鋼鋼管（白）　〇硬質塩化ビニルライニング鋼管

３）　蒸気給水管　　　　　※配管用炭素鋼鋼管（黒）　〇圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）

４）　蒸気還管　　　　　　※圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）

５）　油管　　　　　　　　※配管用炭素鋼鋼管（黒）［トラフ内共］

６）　空調用給水管　　　　〇ステンレス鋼鋼管（ＳＵＳ３０４）

７）　空調用排水管　　　　〇配管用炭素鋼鋼管（白）

８）　冷媒管　　　　　　　※断熱材被覆銅管　　〇銅管　　〇鋼管

９）　パッケージ形空気調和機の２次側配線の仕様は製造者の標準仕様とする。

　　　　　　　　　　　　　〇硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＡ、ＳＧＰ－ＦＶＡ）

　　　　　　　　　　　　　〇ポリエチレン粉体ライニング鋼管（ＳＧＰ－ＰＡ、ＳＧＰ－ＦＰＡ）

　　　　　ステンレス鋼管の接合は以下による。

　　　（屋外地中配管）　　※硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

　〇全空気方式（〇中央　〇各階ユニット） 　〇全空気方式（〇中央　〇各階ユニット）

３）　点検口は内貼り仕様又は断熱戸とする。

○ 防火区画部に取り付ける吹出口、吸込口等で取付枠を必要とするものは鋼枠を使用する。取 付 枠

　　　　　　　　　　　　　〇リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

　　　（屋内地中配管）　　※リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

１）　パッケージ形空気調和機に用いる冷媒管の保温外装は次による。

　　　また、屋外における保温化粧ケースの下部カバーは　〇要　※不要　とし、竪管部には

　　　ずれ止め固定を施す。

２）　冷媒管における集合配管において、室外機との間が単独配管となった場合は、集合配管用

　　　保温外装と同材質にて外装を行う。テープ等での外装は行わない。

３）　エアー抜き管の保温厚は２０ｍｍとし、仕様は当該配管の項に準ずる。又、保温を行う範囲

　　　はエアー抜き弁までとする。

４）　油管の地中埋設管は標準仕様書第２編第２章第７節２．７．３（３）による。

５）　保温を施す膨張タンク等のふた及びネック部分の保温は　※要　〇不要とする。

〇場内指示の場所にたい積　　　○場内指示場所に敷きならし

　　　測定方法－第３部：アスベスト含有率のＸ線回析定量分析法」による。

ものとする。

当該建物において取得する、施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に委譲する○ 作 等権著

提出後、監督職員へ搬出場所での受入を証明する資料を提出する。

提出し、搬出場所について協議するものとし、必要に応じて設計変更の対象とする。

報告する。併せて、近隣の受入先を調査の上、搬出場所、受入条件等が確認できる資料を監督職員に

搬出場所、受入条件等は発注時点のものであるため、施工計画や実施工程により確認し、監督職員に

その他：

住所：

名称：

搬出場所 受入条件

受入可能な土質区分：

受入期間：

受入時間：

※場外指定場所に搬出（運搬及び処分費　※本工事　〇別途）建 設 発 生 土 の 処 理○

　　再生資源材　　　〇コンクリート　〇コンクリート２次製品　〇木材

　　その他発生材　　〇建設汚泥　〇廃プラスチック　〇保温材　〇衛生陶器

　　　　　　　　　　〇アスファルト・コンクリート

７）下記に示す発生材については工事補足説明事項による。

　　※JIS A 1481-2「建材製品中のアスベスト含有率測定方法－第２部：試料採取及びアスベスト

　　　〇ダクトパッキン　〇配管エルボ部保温材　〇煙道断熱材

５）分析調査結果については、監督職員に報告すること。

　　　調査費用　※本工事　　〇別途

　　　含有の有無を判定するための定性分析方法」又はJIS A 1481-3「建材中のアスベスト含有

４）アスベスト含有分析調査を行う場合の調査方法は以下による。

（試料数：　　）（試料数：　　） 　採取箇所は図示による

（試料数：　　）（試料数：　　） 　採取箇所は図示による

（試料数：　　）（試料数：　　） 　採取箇所は図示による

備考定量分析定性分析

　　分析対象資機材

煙道断熱材

３）次に示す部位のうち、アスベスト含有分析調査の判断は以下による。

　　アスベスト含有調査の実施　　〇なし　　〇あり

ダクトパッキン

配管エルボ部保温材

部位

〇含有をみなしとし調査は不要 〇含有を見なしとせず調査は必要

〇含有をみなしとし調査は不要 〇含有を見なしとせず調査は必要

〇含有をみなしとし調査は不要 〇含有を見なしとせず調査は必要ダクトパッキン

配管エルボ部保温材

アスベスト含有調査の判断部位

施工上 の留意事項等● イ　液化石油ガス設備工事を施工するものは、特定液化石油ガス設備工事事業者であること。

ロ　液化石油ガス設備工事の作業に従事する者は、液化石油ガス設備士であること。

ヘ　建物内埋設配管は全てスラブより吊るものとし、その要領は標準仕様書の屋内配管の支持

　要領に準ずる。

ニ　給水配管の接合剤は、上水道用の接合剤とする(継手指定品を除く)。

ホ　地中埋設の鋼管類は防食処置を行う。また、コンクリート貫通箇所はプラスチックテープ

　を巻きモルタル埋めする。

ト　暖房給湯設備における試運転用油量は、オイルストレージタンクの1/3以上とする。

チ　空気調和設備における仕切弁については、100Ａ以上はバタフライ弁(JIS10K)とする。

リ　コンクリート製排水桝、汚水桝、浄化槽と硬質塩化ビニル管の接続部は砂付き加工の

　工場製品を使用し、漏水防止を図る。

ヌ　機械設備工事内に含まれる電気設備工事は、電気設備工事の基準に基づき施工する。

ル　機器の据付、配管支持については、『建築設備耐震設計施工指針』を参考とする。

ヲ　風量調整ダンパー、防排煙ダンパー類は、全て工場製作品とし、(財)日本建築センターの

　防災認定マークを貼付されたものとする。

ワ　配管には空気だまりの無いように施工し、図示以外で施工必要箇所には自動空気抜き弁を

　取付ける。

カ　保温工事については、極力滋賀県保温保冷事業協同組合員等県内業者とする。

ヨ　当該工事において、既設配管、既設埋設配管があった場合は監督職員の指示により、迂回

　等の工事を行い、軽微なものは本工事内とする。また撤去工事は特に既設配管の行先を確認

　の上、安全に処理する。

タ　環境配慮の視点から、以下の材料の利用に努めること。

(1)グリーン購入法に基づくエコマーク商品

(2)建設リサイクル法により再資源化されたリサイクル製品、材料

(3)滋賀県リサイクル製品認定制度に基づく滋賀県リサイクル製品

　（参考URL http://www.pref.shiga.jp/d/haikibutsu/gomizero/h2112reeflet.pdf）

●

特定の施設 一般の施設

一般機器重要機器一般機器重要機器

２．０

２．０

１．５

１．５

１．５

１．０

１．０

１．５ １．０

１．０

０．６

１．０

１．５

１．０

１．５

１．５

２．０

１．５ １．０

１．５２．０

１．５ １．０

０．６１．０

１．５ １．０

０．６１．０

１．０ ０．６

０．４

０．６

０．６

１．０

機器種別

上層階・屋上・塔屋

機器

防振設備設置

水槽類

中間階

地階・１階

機器

防振設備設置

水槽類

機器

防振設備設置

水槽類

耐 震 措 置

〇風量調整（測定共）　〇水量調整（測定共）　　〇室内外空気の室温度測定

〇騒音の測定（測定箇所及び規制値は図示による）

〇騒音の測定（測定箇所及び規制値は図示による）

〇風量調整（測定共）

〇騒音の測定（測定箇所及び規制値は図示による）

〇飲料水の水質の測定

〇雑用水の水質の測定

　※平成１５年３月２５日付け厚生労働大臣告示１１９号第二の一の１の（４）による

　〇標準仕様書による

　※建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行規則 第四条の二による

２．０

設備機器の固定は、施設の分類並びに機器の種別、重要度及び接地階に応じて、次の設計用水平地

震力及び設計用鉛直地震力に対し、移動、転倒、損傷等が生じないように検討（計算等）を行い、

監督員の承諾を受ける。

　１）設計用水平地震力

　　　機器の重量［ｋＮ］（水槽類は満水時の液体重量を含む設備機器総重量）に、地域係数１．０

　　　及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

　　イ）設計用標準水平震度　　　　　※下表による　　〇図示による

　　　耐震安全性の分類が甲類の建物は特定の施設を、乙類の建物は一般の施設を適用する。

　　　屋外に設置する機器は建物の耐震安全性の分類に準じる。ただし、敷地内に甲類の建物と乙類

　　　の建物が混在する場合は、特定の施設を適用する。

　　　上層階・中間階の定義は次の通りとする。

　　　上層階：２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２層、１０～１２階建の場合は

　　　　　　　上層３層、１３階以上の場合は上層４階

　　　中間階：地下階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの

　　　重要機器は、図示による。

　２）設計用鉛直地震力

　　　設計用水平地震力の１／２とする。

　３）中央監視装置及び操作卓

　　　操作卓は本体を床又は壁にアンカーボルトで固定できるように固定金具を備えたものとし、

　　　卓上機器は、転倒防止用の措置を講じたものとする。

●

●

○

○

●

●

また各設備において。リサイクル材料が指定された場合、規格サイズがないものについては、

リサイクル材料を使用しなくてもよい。

水道直結部及び図面特記部の耐圧はＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ、その他はＪＩＳ又はＪＶ５Ｋとする。

鋼管用伸縮管接手は下記による。

※ベロース形　　〇スリーブ形

図中、フレキブルジョイントの略式記号は下記による。

ＦＪＢ：フレキシブルジョイント（ベロース形）　ＦＪＧ：フレキシブルジョイント（合成ゴム製）

配管の溶接接合は標準仕様書第２編第２章第５節２．５．１５又は改修標準仕様書第２編第２章第３節

２．３．１６による。

また、溶接部の非破壊検査は、

※適用しない　〇適用する（〇放射線透過検査　〇浸透探傷検査又は磁粉探傷検査）

既設配管を含む部分の試験　※要（試験項目は監督職員の指示による）

配 管 材 料 等

一 般 用 弁

伸 縮 管 接 手

フレキシブルジョイント

溶 接 接 合

既設配管接合部の試験

空 気 調 和 設 備○

● 換 気 設 備

○ 排 煙 設 備

○ 給 水 設 備

総

合

試

運

転

調

整

共

通

適

用

項

目

配管材料は標準仕様書第２編第２章第１節又は改修標準仕様書第２編第２章第１節による。

ハ　液化石油ガスの各種検査は、供給者または保安機関の検査を受け合格すること(記録紙お

　よび検査写真を提出すること)。

本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとする。

　　　　　　※Ｄ種、Ｅ種　　　　〇Ｆ種（高所作業車）

畳敷き休憩室

　　　　第３節２．３．２による。）

　　　（上記機器類の撤去は改修標準仕様書第３編第２章第４節２．４．２、２．４．３及び同第５編第２章

１）標準仕様書第１編第１章第３節１．３．９又は改修標準仕様書第１編第５章による。

養生を行う場合は、標準仕様書第１編第１章第３節１．３．１０又は改修標準仕様書第１編第３章による。

● 官公署その他への手続き

仕様書第１編第１章第１節第１．１．３による。

工事の施工に必要な官公署その他への手続きは、標準仕様書第１編第１章第１節１．１．３又は改修標準

屋内に仮設間仕切りを設ける場合は、改修標準仕様書第１編第２章第２節２．２．３による。

第２節２．２．１によるほか、足場の設置においては、「手すり先行工法による足場の組立て等に関す

※本工事で設ける場合は標準仕様書第２編第４章第１節４．１．１又は、改修標準仕様書第１編第２章

　　フロン系冷媒使用機器の撤去　　　　　　　　　●なし　　〇あり

　　運搬費　※本工事　　〇別途

　　積込み　※本工事　〇別途　　　　　処分費　※本工事　　〇別途

２）冷媒については関係法令に従い適切に破壊処分を行う（家電リサイクル法対象機器を除く）。

機器・配管・ダクト等の撤去後のアンカーボルトや釣りボルトについて、保守に支障が無いよう

に切断等の処理を行う

　　引渡しを要するもの　　　　　　　　　　　　　●なし　　〇あり（機器類・金属類等）

材 の 理処 等● 発 生

撤 去●

既存部分の養生　　※行う　〇行わない　養生の方法　※改修標準仕様書による　○（　　　　）

固定された備品、机、ロッカー等移動・復旧　○行う　数量等（　　　　）　　※行わない

● 養 生

仮 設 間 仕 切 り○

足 場 ・ 桟 橋 類

　外部足場　〇Ａ種（枠組足場）　〇Ｂ種（くさび式緊結足場）　〇Ｃ種（単管足場）

　　　　　　〇Ｇ種（枠組足場）

　内部足場　※Ａ種、Ｂ種、Ｃ種、Ｄ種　　〇Ｅ種（単管足場）　〇Ｆ種（くさび緊結式足場）

ついては図示による。

また足場の種別については次による。なお、単管足場、枠組足場を用いる場合における設置場所に

る基準」における２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行うこと。

別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。○

〇設ける（延べ　　　人・日）　※設けない

監督職員事務所の設置位置　　※構内　　〇既存建築物の一部　　〇構外

員導誘通交○

○設ける（規模：○10　○20　○35　○ 　）ｍ2 程度　※設けない

構内につくることが　※できる　　 ○できない

費用は本工事とする。放射線透過検査を用いる場合は監督職員と協議するものとし、費用は別途とする。

調査項目　改修対象建物及び同建物内設備配管・ダクト等・屋外埋設配管等埋設物

施工計画調査は、改修標準仕様書第１編第１章１．５．１による。

屋根

内壁・天井

床 合板張り又はビニル床シート張り

塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張り、調合ペイント塗り

合板又はせっこうボード張り、合成樹脂エマルションペイント塗り

　　仕上げの程度は、下表を標準とする。

職 務員 事 所督監○

仕上げ部位等

● 用 物仮 設事工

工事用電力・水その他○

受注者の負担とする。

本工事に必要な工事用電力・水等の費用及びそれらに関する官公署への諸手続き等の費用は、

査検壊破非●

地 中 埋 設 物 等〇

探査方法及び試験堀方法を監督職員と協議する。

標準仕様書又は改修標準仕様書によるほか、下記による。

調査方法　スケール・レベル・目視による他、監督職員との協議による。

調査範囲　本工事との取り合いのある範囲及び本工事の施工により影響が及ぶ範囲

事前調査の内容は次による。

工 調 査施●

の 保 安 責 任 者

工 事 用 電 力 設 備

技 能 士○

〇冷凍空気調和機器施工（チリングユニット、パッケージ形空気調和機の据付け及び整備）

〇配管（配管工事）　　〇建築板金（ダクト製作及び取付け）　　〇熱絶縁施工（保温工事）

適用する技能検定の職種及び作業の種別は以下による。

保安責任者は、適切な保安業務を行う。

電 気 保 安 技 術 者

○

○

工事用電力設備の保安責任者として、法令に基づく有資格者を定め、監督職員に報告する。

検査及び試験を行うべき機材等は、標準仕様書又は改修標準仕様書による。

ただし、これによらない場合は監督員との協議による。

機材の承諾に際しては、原則として機械設備工事機材承諾図様式集（令和元年版）による。

○ 安 程規保

○ 電 ※事業用電気工作物　　○一般用電気工作物作工 の 種物 類気

設 備 機 材 等●

機 材 の 承 諾

機材などの検査及び試験○

●

施工場所を鉄筋探査機（電磁波レーダー法）により探査し、鉄筋及び配管類の位置に墨出しを行うものとし、

はつり、穴開け及びあと施工アンカー等の施工にあたり、埋設物の事前調査を行う。

６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。

５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

４）法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること。

１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

３）安定的な供給が可能であること。

２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

含む）について事前調査を行う。既設構造物の位置及び既設埋設配管の経路等が不明な場合は、

施工前に、当該工事に係わる地中埋設物等（建物内又は既設コンクリート内の既設配管・配線も

但し別表１に示す設備機器等の製造者等は次の１）から６）の事項を満たすものとし、証明と

なる資料又は外部機関が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

監督職員事務所の備品等　　　※設ける　　　　　○設けない

事

項

通

共

般

一

項　目 特　記　事　項章

下記の項目は、●印のついたものを本工事に適用する。

下記の特記事項は、選択肢となっている場合は●印がついたものを本工事に適用する。ただし、●印のないものは※印を適用する。

工事項目に建築工事及び電気設備工事を含む場合、その工事は当該図面による。

機械設備工事特記仕様書２
工事種目（●印を適用し、各一式とする。）

工事種目 建物及び屋外

○

●

○

○

●

●

●

●

○

○

○

○

○

●

○

●

○

○

●

●

●

●

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

屋　 外

章 特　記　事　項項　目 章 特　記　事　項項　目章 特　記　事　項

空 気 調 和 設 備

換 気 設 備

排 煙 設 備

自 動 制 御 設 備

衛 生 器 具 設 備

給 水 設 備

排 水 設 備

給 湯 設 備

消 火 設 備

ガ ス 設 備

雨 水 利 用 設 備

浄 化 槽 設 備

厨 房 機 器 設 備

撤 去 工 事

建築工事

●

●

電気設備工事

●

○

○

○

一

般

共

通

項

事

煙道断熱材

D0棟 D3棟



Ｍ-
工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2025年3月

令和7年　3月　 日 滋賀県立大学財務課
S =機械設備工事特記仕様書3 NOSCALE

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事 02
会社
株式 総合設備コンサルタント

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ(SUS)

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ(ｺﾞﾑ)

防火･防煙･排煙ダンパー

ファンコイルユニット

自動制御機器

製 缶 類

吹出口・吸込口

放 熱 器

空 調 機

冷 却 塔

冷温水発生機

冷 凍 機

排 煙 機

全 熱 交 換 器

換 気 扇

送 風 機

浄 化 槽

ガスコック類

ガス集合装置

厨 房 機 器

給 湯 器

瞬 間 湯 沸 器

ボ イ ラ

消 火 栓 箱

衛 生 陶 器 類

グリストラップ

マンホール類

排 水 金 物 類

防 振 継 手

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

量 水 器

ポ ン プ

タ ン ク

弁 類

配 管 類

機 材 名

　本工事に使用する機器材料は、下記に指定する製造者のものを使用のこと。ただし、同等品を使用する場合には、建築

課所定の様式により承諾を得て使用のこと。

適用 製 造 業 者

使 用 機 材 製 造 者 指 定

消 火 装 置

細目

別表１＜機械＞

品目

ボ イ ラ ー 鋼製簡易ボイラー

鋳鉄製ボイラー

鋼製小型ボイラー

鋼製ボイラー

温 水 発 生 機 真空式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）

無圧式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）

冷 凍 機 チリングユニット

吸収冷温水機

吸収冷温水機ユニット

遠心冷凍機

冷却塔冷 却 塔

空 気 調 和 機 ユニット形空気調和機

ファンコイルユニット及びカセット形ファンコイルユニット

パッケージ形空気調和機

コンパクト形空気調和機

マルチパッケージ形空気調和機

ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機

空 気 清 浄 装 置 エアフィルター（パネル形、折込み形）

自動巻取形エアフィルター

電気集じん器

全熱交換器（回転形、静止形）全 熱 交 換 器

送 風 機 類 遠心送風機（多翼形送風機）

斜流送風機

軸流送風機

消音ボックス付送風機

ポ ン プ 類 横形遠心ポンプ

水中モーターポンプ（汚水用、雑排水用、汚物用）

立形遠心ポンプ

ダ ク ト 付 属 品

自 動 制 御

タ ン ク

厨 房 機 器

鋳 鉄 製 ふ た

衛生器具ユニット

風量ユニット（定風量、変風量）

自動制御システム

衛生器具ユニット

ＦＲＰ製パネルタンク

密閉形隔膜式膨張タンク（空調用・給湯用）

ステンレス鋼板製パネルタンク（溶接組立形）

ステンレス鋼板製パネルタンク（ボルト組立形）

スプリンクラー消火システム

不活性ガス消火システム

泡消火システム

ハロゲン化物消火システム

厨房システム

マンホールふた・弁桝ふた

機械設備工事特記仕様書３ 特　記　事　項項　目章特　記　事　項項　目章特　記　事　項項　目章

受 水 槽

●

●

●

●

●

●

●

●

TOTO LIXIL

TOTO LIXIL

テラル三菱 荏原

東芝三菱 ダイキン

有馬製作所空研工業協立エアテック



Ｍ-
工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2025年3月

令和7年　3月　 日 滋賀県立大学財務課
S =共通　給排水衛生設備　衛生器具リスト NOSCALE

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事 03
会社
株式 総合設備コンサルタント

20便器消毒ディスペンサー（サラヤ:SC-460C）便座消毒ディスペンサー

手すり（はね上げ型） T112HK6R はね上げ型、取付金具共

1

2階

LS351CM、スタンダード、ボウル2連+2連+1、陶器タイプボウル一体型洗面器（2連+2連+1）

1

1

車いす用傾斜型528×193×664

1

10

17

4

1

1

1

1

1

3

LM530

小便器（XPU22B）×3、ライニングパーツ（UAUN83RA1W＝3連用）、小便器用手すり（T115CU3R＃NW1）、ハイドロセラ・フロア（AB690BR＃HB4）×3

小便器（XPU22B）×2、ライニングパーツ（UAUN82RA1W＝2連用）、小便器用手すり（T115CU3R＃NW1）、ハイドロセラ・フロア（AB690BR＃HB4）×2

1

D3　研究C棟

女
子
便
所（

1-5）

人間文化学部棟群

2階

男
子
便
所（

1-2）

女
子
便
所（

1-1）

3階

1

女
子
便
所（

1-4）

1

1

4

1階

ｵｰﾙｼﾞｪﾝﾀﾞｰﾄｲﾚ（
1-1）

男
子
便
所（

1-3）

D0　管理棟

1

L=1800、陶器タイプ　自動水栓（REAH03B1RS26SK＝電気温水器付、AC100V電源、消費電力0.6kW）×2、水せっけん入れ（TS126AR）、ブラケット共、止水栓共、排水金具共

L=1900 +1900 +1550 、陶器タイプ　自動水栓（REAH03B1RS26SK＝電気温水器付、AC100V電源、消費電力0.6kW）×5、水せっけん入れ（TS126AR）、ブラケット共、止水栓共、排水金具共

男
子
便
所（

1-6）

LS351CM、スタンダード、ボウル2連、陶器タイプ

6

ボウル一体型洗面器（2連）

1

L=1110、陶器タイプ　自動水栓（REAH03B1RS26SK＝電気温水器付、AC100V電源、消費電力0.6kW）、水せっけん入れ（TS126AR）、ブラケット共、止水栓共、排水金具共LS351CM、スタンダード、ボウル、陶器タイプ

男
女
共
用
便
所（

2-7）

男
子
便
所（

2-3）

女
子
便
所（

2-4）

1階

合計付　属　品

L=1000、陶器タイプ　自動水栓（REAH03B1RS26SK＝電気温水器付、AC100V電源、消費電力0.6kW）、水せっけん入れ（TS126AR）、ブラケット共、止水栓共、排水金具共

L=1275、樹脂タイプ　自動水栓（REAH03B1RS26SK＝電気温水器付、AC100V電源、消費電力0.6kW）、水せっけん入れ（TS126AR）、ブラケット共、止水栓共、排水金具共

LS351CM、スタンダード、ボウル、陶器タイプ

L830CMRU、スタンダード、ボウル、樹脂タイプ

ボウル一体型洗面器（2連）

便座（TCF5514＝貯湯式、擬音装置、便蓋あり、AC100V電源、消費電力314W）、センサースイッチ（HE37）、SUS製棚付2連紙巻器（YH702）

便座（TCF5514Y＝貯湯式、擬音装置、便蓋なし、AC100V電源、消費電力314W）、センサースイッチ（HE37）、SUS製棚付2連紙巻器（YH702）

（新設）衛生器具リスト

器具取付部分の補強は建築工事とするが、補強の必要箇所及び採用メーカーの取付要領を建築工事施工業者へ提示し、調整を行うこと

ボウル一体型洗面器

3

器　具　名

洋風便器

洋風便器

ボウル一体型洗面器

壁掛小便器（3連）

フィッティングボード

色の選択が可能な器具類について、発注者と協議のうえで決定すること

壁掛小便器（2連）

4.

採用するメーカーの仕様書を電気設備施工業者へ提示し、電源供給（器具の位置）等の調整を行うこと

ライニング、カウンター等の詳細図寸法について、建築施工図を確認したうえで発注すること3.

リストに記載なき必要な付属品は標準品を設置すること2.

フック

洗面器用450×1000、取付金具共

1

品番は便宜上、TOTO（株）とする

化粧鏡

1.

注記事項

モップ掛けパネル

YKA41R

19

傾斜鏡

1

1

手すり（L型）

ボウル一体型洗面器

TOTO

T112CL9

掃除用流し

YKH22

YMK50K

1

全身用300×16×1500、取付金具共化粧鏡

参　考　品　番

EL80017

UTR422S

SK22A

L型、取付金具共

1

L=2180、陶器タイプ　自動水栓（REAH03B1RS26SK＝電気温水器付、AC100V電源、消費電力0.6kW）×2、水せっけん入れ（TS126AR）、ブラケット共、止水栓共、排水金具共

XPU22B（マイクロ波センサー）

横水栓（T23AEQ20C）、リムカバﾞｰ（TK22）、バックハンガー共、止水栓共、床排水金具共

XPU22B（マイクロ波センサー）

1

CFS498BMT（フラッシュタンク式） 1

LS351CM、スタンダード、ボウル2連、陶器タイプ

CFS498BMT（フラッシュタンク式）

L=1330、陶器タイプ　自動水栓（REAH03B1RS26SK＝電気温水器付、AC100V電源、消費電力0.6kW）、水せっけん入れ（TS126AR）、ブラケット共、止水栓共、排水金具共

5.

6.

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

3

1

1

1洗面器 L270CM、壁掛型 自動水栓（TLE33SB4A＝電気温水器付、AC100V電源、消費電力0.6kW）、水せっけん入れ（TS126AR）、ブラケット共、止水栓共、排水金具共 1

1

1

1

1

1

1

1

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ（
1-2）

1

1

1

1

1

1

1

2

1

2

1

3

3

1

1

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ（
1-1）

1

1

2

2

1

5

1

6

1

1

1

1

1

2

1

ボウル一体型洗面器 LS351CM、スタンダード、ボウル、陶器タイプ

1

1

YKA15Sベビーチェア 平壁設置タイプ 11

1



客員研究室

男子便所（2-3）

倉庫（2-3）

倉庫（2-1）
ホール（2-3）

PS

女子便所（2-4）

XK2 XK3

YK2

YK3

5,
76

0

5,760

(点検口)

☆

SK

25 空隙壁中

20 打込み

25 空隙壁中 20 空隙壁中

20 空隙壁中

20 空隙壁中

PS

20 20

20

40

20

25 20

25

25
25

32

40

(40)

(50)

(65)

(100)

(65 埋設)

(100 埋設)

(COA65)

(COA100)

(COA100)
(COA65)

(40)

(40)20

(40)

(65)

(100)

(50)
50

(80)

(80)

20 20 空隙壁中

65

(GV40)

(40 天井内)

(50 天井内)

(50)

2F（XK2、YK1）PSへ

☆

☆

柱

△ ▽

男子便所（2-3）

女子便所（2-4）

倉庫（2-3）

客員研究室

倉庫（2-1）
ホール（2-3）

PS

柱

5,760

5,
76

0

★

★

★

★

★

★

★
★

★

65

★

★

★ (点検口)

YK3

YK2

XK3XK2

65 65 65

100100 100 埋設

65 埋設

40

40 40

100

50

80

100

100

80

PS

ホール（2-3）
倉庫（2-1）

倉庫（2-3）

女子便所（2-4）

男子便所（2-3）

客員研究室

20 25

30

柱

5,760

5,
76

0

20 空隙壁中

(COA100)

(50)

(100)

(40)

2530

(50 天井内)

(65)

50

65

25

20

3020

20 空隙壁中

(65 埋設)

20 空隙壁中

20

(100 埋設)

(40) (50)

PS

(50)

(COA65)

25 空隙壁中

25

(65)

(40)

(100)

20

(40)

40

(点検口)

40

(80)

(COA65)

(80)

20 空隙壁中

(COA100)

20 空隙壁中

25 空隙壁中

YK3

YK2

XK3XK2

モップ掛けパネル

化粧鏡300×1500

化粧鏡300×1500

化粧鏡450×1000

化粧鏡450×1000×2枚

☆

☆

☆

(40 天井内)

2F（XK2、YK1）PSへ

▽△

名称 仕様 数量

洋風大便器

洗面器

洗浄弁、紙巻器共

2連カウンター型（陶器のみ）

1

小便器 1

1

床置型

撤去・処分

1

1

カウンター型（陶器のみ）、水栓共

男子便所（2-3）

洗浄弁、紙巻器共

D0　1階

注記）付属品共、場外搬出処分とする　　　　　　　　

注記）付属品共、場外搬出処分とする　　　　　　　　

洗面器

洋風大便器

数量仕様名称

撤去・処分女子便所（2-4）

D0　1階

掃除用流し 水栓共 1　　　和風便器の撤去、穴埋め補修は建築工事とする

1壁掛型

1手すり 小便器用

、水栓2個共

凡例

洗浄弁

水栓

掃除口

記　号 名　称 備　考

SGP-PA

DVLP

DVLP

SGP(黒)通気配管

汚水配管

雑排水配管

給水配管

線種記号

備　考名　称記　号

備　考名　称記　号

線種記号

給水配管

雑排水配管

汚水配管

通気配管 SGP(黒)

既：DVLP　新：FS-VP

既：DVLP　新：FS-VP

既：SGP-PA　新：HIVP

備　考名　称記　号

掃除口

水栓

洗浄弁

凡例

DVLP、管更生

DVLP、管更生

SGP(黒)通気配管

汚水配管

雑排水配管

線種記号

備　考名　称記　号

ＮＮ

ＮＮ ＮＮ

Ｍ-
工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2025年3月

令和7年　3月　 日 滋賀県立大学財務課
S =D0　給排水衛生設備　1階平面詳細図　(撤去・管更生・改修後) 1/50

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事 04
会社
株式 総合設備コンサルタント

２．細線は残置を示す

３．　　　は既設穴埋め箇所を示し、給水管は150ｄ×50φ、排水管は150ｄ×125φとする

１．太線は撤去を示す

注記

４．特記なき配管はピット内、暗渠内配管とする

５．☆は切断プラグ止め箇所を示す

２．細線は残置を示す

D0　給排水設備　1階平面図（撤去）　S=1/50

撤去 管更生

　　ただし、通気配管は雑排水・汚水管接続部で切断プラグ止めとし、管更生後に再接続すること

１．太線は新設を示す

　　特記なき給水配管のスラブ貫通部は既存穴利用とする

　　給水管は150ｄ×50φ、排水管は150ｄ×125φとする

３．特記なき配管はピット内、暗渠内配管とする

４．★は管更生時の切断プラグ止め箇所を示し、管更生後再接続すること

注記

注記

５．☆は既設配管の接続箇所を示す

３．　　　はダイアモンドカッター穴あけ箇所を示し、鉄筋探査を行い、鉄筋を切断しないこと

４．特記なき配管はピット内、暗渠内配管とする

　　鉄筋を切断した場合、鉄筋をはつり出し、新設鉄筋をフレア溶接（10D片面）とする

１．太線はライニング管更生を示し、掃除口は蓋の清掃とする ２．細線は既設を示す

改修後

D0　給排水設備　1階平面図（改修後）　S=1/50D0　給排水設備　1階平面図（管更生）　S=1/50



会議室

倉庫（2-4）

管理棟廊下（2F）

大学院研究室

EPS

PS

男女共用便所（2-7）

可動間仕切り

XK1 XK2

YK1

YK2

YK3

5,760

5,
76

0
5,

76
0

(COA65)

(COA50)

(COA100)

(80)

2F給湯室へ

(40)

(100)

(65)

2F給湯室へ

(25)

(32)

(20)

(25)

(100)

(50)

(20)

2F給湯室へ

(40)

(50)

(50)

(50)

(GV32)

(32)

(50)

PS

EPS

大学院研究室

管理棟廊下（2F）

男女共用便所（2-7）

倉庫（2-4）

会議室

可動間仕切り

5,760

(32)

YK3

YK2

YK1

XK2XK1

(50)

化粧鏡300×1500

(32)

(100)

(COA100)

2F給湯室へ

(80)

化粧鏡450×1000

(COA65)

(25)

(50)
(20)

2F給湯室へ

(40)

(COA50)

(20)

(50)

(25)

(40)

(50)

(65)

(100)

(GV32)

(50)

1

1

カウンター型（陶器のみ）、水栓共

洗浄弁、紙巻器共

注記）付属品共、場外搬出処分とする　　　　　　　　

洗面器

洋風大便器

数量仕様名称

撤去・処分男女共用便所（2-7）

D0　2階

凡例

洗浄弁

水栓

掃除口

記　号 名　称 備　考

SGP-PA

DVLP

DVLP

SGP(黒)通気配管

汚水配管

雑排水配管

給水配管

線種記号

備　考名　称記　号

備　考名　称記　号

線種記号

給水配管

雑排水配管

汚水配管

通気配管 SGP(黒)

既：DVLP　新：FS-VP

既：DVLP　新：FS-VP

既：SGP-PA　新：HIVP

備　考名　称記　号

掃除口

水栓

洗浄弁

凡例

Ｎ Ｎ

Ｍ-
工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2025年3月

令和7年　3月　 日 滋賀県立大学財務課
S =D0　給排水衛生設備　2階平面詳細図　(撤去・改修後) 1/50

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事 05
会社
株式 総合設備コンサルタント

３．　　　は既設穴埋め箇所を示し、給水管は150ｄ×50φ、排水管は150ｄ×125φとする

２．細線は残置を示す

１．太線は撤去を示す

注記

４．特記なき配管は天井内、空隙壁内とする

５．☆は切断プラグ止め箇所を示す

D0　給排水設備　2階平面図（撤去）　S=1/50

撤去

１．太線は新設を示す

　　特記なき給水配管のスラブ貫通部は既存穴利用とする

　　給水管は150ｄ×50φ、排水管は150ｄ×125φとする

注記

５．☆は既設配管の接続箇所を示す

３．　　　はダイアモンドカッター穴あけ箇所を示し、鉄筋探査を行い、鉄筋を切断しないこと

４．特記なき配管は天井内、空隙壁内とする

　　鉄筋を切断した場合、鉄筋をはつり出し、新設鉄筋をフレア溶接（10D片面）とする

２．細線は既設を示す

改修後

D0　給排水設備　2階平面図（改修後）　S=1/50



EA

EA

EA

EA EA

EA

EA

倉庫（2-2）

女子便所（2-4）

ホール（2-3）

倉庫（2-1）

客員教授室

PS

男子便所（2-3）

XK1 XK2 XK3

YK2

YK3

5,760 5,760

5,
76

0

VF

3

VF

1

(150φ)

(150φ)

(ボックス 650×500×650H)

150φ

(150φ)
VF

6

(150φ)

150φ
(排気ガラリ GR 500×500)

☆

☆

柱

風量調整ダンパー

CD

凡例

排気ダクト

逆流防止ダンパー

VD

備　考名　称記　号

排気ガラリ

吸込口

記　号 名　称 備　考

EA

FD 防火ダンパー

風量調整ダンパー

CD

凡例

排気ダクト

逆流防止ダンパー

VD

備　考名　称記　号

排気ガラリ

吸込口

記　号 名　称 備　考

EA

FD 防火ダンパー

EA

EA

EA

EA

EA
EA

EA

EA

EA

150φ

200φ

150φ

200φ

200φ

☆

(排気ガラリ GR 500×500)

150φ

(150φ)

150φ

(150φ)

(ボックス 650×500×650H)

(150φ)

PS

客員教授室

倉庫（2-1） ホール（2-3）

男子便所（2-3）

女子便所（2-4）

倉庫（2-2）

5,
76

0

5,7605,760

FE

6

(150φ)

200φ

VF

6

YK3

YK2

XK3XK2XK1

VD

CD

柱

Ｎ
Ｎ

注記）制気口・ﾎﾞｯｸｽ・ﾈｯｸの新設を行う 注記）制気口・ﾎﾞｯｸｽ・ﾈｯｸの新設を行う

男子便所（2-3）（新設）

HS 150×150 [EA 130 m³/h]
3

250×250×300H (保温なし)

女子便所（2-4）（新設）

HS 150×150 [EA 120 m³/h]
1

250×250×300H (保温なし)

Ｍ-
工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2025年3月

令和7年　3月　 日 滋賀県立大学財務課
S =D0　換気設備　1階平面詳細図　(撤去・改修後) 1/50

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事 06
会社
株式 総合設備コンサルタント

型　式：天井埋込形

設置室名

0.088換気扇 1-100

２．細線は残置を示す

３．特記なきダクトは天井内とする

２．細線は既設を示す

（φ-V）

１．太線は撤去を示す

注記

４．☆は切断箇所を示す

D0　換気設備　1階平面図（撤去）　S=1/50

撤去

備考

LS

３．特記なきダクトは天井内とする

台

機器仕様 数容量 始動

１．太線は新設を示す

注記

仕　様：150φ × 600㎥/h × 98Pa

D0　管理棟　1階　男子便所（2-3）　×1 11 消音ボックス付送風機

付属品：防振吊金具、他標準付属品一式

記号 機器名称

改修後

４．☆は接続箇所を示す

D0　換気設備　1階平面図（改修後）　S=1/50

動力

形状：380×380×263H　　　重量：6.3kg

型　式：消音型換気扇 型　式：天井埋込形

（撤去）換気機器リスト

仕　様：No.1 1/4 × 510㎥/h × 110Pa

VF-1 0.0881-100 LS 形状：474×474×247H　　　重量：10.0kg

　 注）送風機・換気扇共通事項

　 注）撤去送風機・換気扇共通事項

（台）方式（kW）（φ-V）

数始動容量電圧 備考設置室名

台動力

機器仕様機器名称記号

　　1.電気容量は参考値とし、記載以下とする 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4.その他はメーカー基準とする

　　2.ファンへの接続は、たわみ継手とする 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5.排気送風機、天井埋込型換気扇のスイッチは別途電気設備工事とする（配線、機器接続を含む）

　　3.機器表中記載の○○Paは機外静圧を示し、参考値とする 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

LS

1-100 D0　管理棟　1階　男子便所（2-3）　×1

　　1.付属品共、場外搬出処分とする

FE-6

（新設）換気機器リスト

0.088 品番：（参考）

電圧

（kW） 方式 （台）

VF-3

仕　様：150φ × 500㎥/h × 98Pa

D0　管理棟　1階　女子便所（2-4）　×11

BFS-50SUG2



EA

ポーチ

湯沸室（2-2）

階段（2-2）

PS

EPS

大学院研究室

管理棟廊下（2F）

倉庫
（2-4）

会議室

男女共用便所（2-7）

可動間仕切り

XK0 XK1 XK2 XK3

YK0

YK1

YK2

YK3

5,
76

0
5,

76
0

5,
76

0

5,7605,7605,760

VF

6

(排気ガラリ GR 1000×200)

(ボックス 500×1100×300H)

(100φ)

☆

100φ

風量調整ダンパー

CD

凡例

排気ダクト

逆流防止ダンパー

VD

備　考名　称記　号

排気ガラリ

吸込口

記　号 名　称 備　考

EA

FD 防火ダンパー

風量調整ダンパー

CD

凡例

排気ダクト

逆流防止ダンパー

VD

備　考名　称記　号

排気ガラリ

吸込口

記　号 名　称 備　考

EA

FD 防火ダンパー

EA

会議室

倉庫
（2-4）

管理棟廊下（2F）

大学院研究室

EPS

PS

階段（2-2）

湯沸室（2-2）

男女共用便所（2-7）

ポーチ
可動間仕切り

5,7605,7605,760

5,
76

0
5,

76
0

5,
76

0

(ボックス 500×1100×300H)

(排気ガラリ GR 1000×200)

VF

6

100φ

YK3

YK2

YK1

YK0

XK3XK2XK1XK0

(100φ)

☆

Ｎ Ｎ

Ｍ-
工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2025年3月

令和7年　3月　 日 滋賀県立大学財務課
S =D0　換気設備　2階平面詳細図　(撤去・改修後) 1/100

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事 07
会社
株式 総合設備コンサルタント

1 D0　管理棟　2階　男女共用便所（2-7）　×1

仕　様：150φ × 600㎥/h × 98Pa

VF-6

（台）方式（kW）

電圧

品番：（参考）VD-20ZC140.049

（新設）換気機器リスト

VF-6

　　1.付属品共、場外搬出処分とする

D0　管理棟　2階　男女共用便所（2-7）　×11-100LS

　　3.機器表中記載の○○Paは機外静圧を示し、参考値とする 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　2.ファンへの接続は、たわみ継手とする 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5.排気送風機、天井埋込型換気扇のスイッチは別途電気設備工事とする（配線、機器接続を含む）

　　1.電気容量は参考値とし、記載以下とする 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4.その他はメーカー基準とする

記号 機器名称 機器仕様

動力 台

設置室名 備考電圧 容量 始動 数

（φ-V） （kW） 方式 （台）

　 注）撤去送風機・換気扇共通事項

　 注）送風機・換気扇共通事項

仕　様：150φ × 140㎥/h × 130Pa

（撤去）換気機器リスト

型　式：天井埋込形形状：334×334×258H　　　重量：5.7kg

動力

D0　換気設備　2階平面図（改修後）　S=1/100

４．☆は接続箇所を示す

改修後

機器名称記号

付属品：防振吊金具、他標準付属品一式

換気扇 1

注記

１．太線は新設を示す

始動容量 数機器仕様

台

３．特記なきダクトは天井内とする

LS

備考

撤去

D0　換気設備　2階平面図（撤去）　S=1/100

４．☆は切断箇所を示す

注記

１．太線は撤去を示す

（φ-V）

２．細線は既設を示す

３．特記なきダクトは天井内とする

２．細線は残置を示す

1-100換気扇 0.088

設置室名

型　式：天井埋込形



20 空隙壁中

資料収集室（1-1）

回廊

実習室前通路

女子便所（1-1）

男子便所（1-2）

PS

ユーティリティ（1-1）

電気室

受水槽・ポンプ室

ホール（1-1）

XD1 XD2

YC2

YC3

7,
68

0

2,280

25

20

32

25

40 空隙壁中

25 空隙壁中

25

☆

☆

☆

☆

☆ ☆

☆

20 空隙壁中

20 空隙壁中

20 空隙壁中

20 空隙壁中

50 空隙壁中

32 空隙壁中

25 空隙壁中

25 空隙壁中

25 空隙壁中
25 空隙壁中

20 空隙壁中

20 空隙壁中

(20 打込み)

(65 天井内)

(GV65)

25

25

20 空隙壁中

20

50 50 50
40

25

32

20

20 20

(40)

(40)

(40)

(40)

80

80

80

(80)

(80) (50)

(50)

50 80

(40)

(40)

(40)

20

32

40

20

20

20 空隙壁中

(100)

(80)

(100)

(80)

(COA100)

(COA80)

(COA65)

(COA100) (COA100)
(COA100) (COA100)

(COA65)

(80)

(50) (50)

(50)

(50)

(40)

(40)

(50)

(100)

(100) (100) (100) (65)
(65)

(100)

40

80

25 空隙壁中

20 空隙壁中

☆

65

☆

(50),(80),(100),(65)

△

1

2壁掛型

和風大便器 3洗浄弁、紙巻器共

　　　和風便器の撤去、穴埋め補修は建築工事とする

女子便所（1-1） 撤去・処分

名称 仕様 数量

、水栓5個共

洋風大便器

洗面器

注記）付属品共、場外搬出処分とする　　　　　　　　

洗浄弁、紙巻器共

男子便所（1-2）

5連カウンター型（陶器のみ）

3

1

撤去・処分

数量仕様名称

D3　1階 D3　1階

、水栓2個共

洋風大便器 洗浄弁、紙巻器共 1

小便器 1床置型

洗浄弁、紙巻器共 1和風大便器

注記）付属品共、場外搬出処分とする　　　　　　　　

小便器用手すり

12連カウンター型（陶器のみ）洗面器

　　　和風便器の撤去、穴埋め補修は建築工事とする

注記）付属品共、場外搬出処分とする　　　　　　　　

1水栓共掃除用流し

数量仕様名称

撤去・処分

D3　1階

ユーティリティ（1-1）

凡例

洗浄弁

水栓

掃除口

記　号 名　称 備　考

SGP-PA

DVLP

DVLP

SGP(黒)通気配管

汚水配管

雑排水配管

給水配管

線種記号

備　考名　称記　号

備　考名　称記　号

線種記号

給水配管

雑排水配管

汚水配管

通気配管 SGP(黒)

既：DVLP　新：FS-VP

既：DVLP　新：FS-VP

既：SGP-PA　新：HIVP

備　考名　称記　号

掃除口

水栓

洗浄弁

凡例

DVLP、管更生

DVLP、管更生

SGP(黒)通気配管

汚水配管

雑排水配管

線種記号

備　考名　称記　号

★

★

★

★

★

★

★

XD1

★
★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★
★

★

★

100

YC3

YC2

XD3XD2XD0

資料収集室（1-1）

電気室

★

★
PS

回廊

ユーティリティ（1-1）

受水槽・ポンプ室

ホール（1-1）

女子便所（1-1）

★

100

実習室前通路

男子便所（1-2）

80

100
80

100 100
80

40

40

40

80 80

80
50

50

40

40

80

40 40

65

65

65

65 65

100 100
65

65

100

100

100

100

100

100

100

100 80

100

100

100

2,2807,680 7,680

7,
68

0

100 埋設

100 埋設

80 埋設

80 埋設

80,100

20 空隙壁中

20 空隙壁中

25 空隙壁中

25 空隙壁中

☆

☆

20 空隙壁中

女子便所（1-1）

男子便所（1-2）

(点検口)

☆

25 空隙壁中

40

25 空隙壁中

20 空隙壁中

25 空隙壁中

YC3

YC2

XD2XD1

回廊

ユーティリティ（1-1）

ホール（1-1）

(100)

化粧鏡450×1000×2枚

2,280

7,
68

0

受水槽・ポンプ室

ホール（1-1）

ユーティリティ（1-1）

PS

男子便所（1-2）

女子便所（1-1）

資料収集室（1-1）実習室前通路

回廊

電気室

(COA100)

モップ掛けパネル

化粧鏡450×1000×4枚

化粧鏡300×1500

化粧鏡300×1500

化粧鏡450×1000

25 空隙壁中

30

☆

☆
☆

☆

☆

20 空隙壁中

20 空隙壁中

20 空隙壁中

20 空隙壁中

25 空隙壁中

25 空隙壁中

(COA65)

(COA80)

(COA100)

(20 打込み)

20 空隙壁中

20 空隙壁中

(COA100)
(COA100) (COA100)

(COA65)

20

30

25

30

30

30

20

25

25

20

40 50

25

30

20

25

20 25
25

30

30

30 25

20

20

75

75

75

50
75

65

(40)

(40)

(40)

(40)

(80) (80)

(80)

(50)

(50)

75

(40)

(40)

(80)

(100)

(80)

(40)

(40)

(50)

(50)

(50)(50)

(50)

(40)

(65)

(100)

(100)

(100)

(80) (100) (100) (65)

(GV50)

(65 天井内)

☆

△

(50),(80),(100),(65)

Ｎ Ｎ Ｎ

Ｍ-
工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2025年3月

令和7年　3月　 日 滋賀県立大学財務課
S =D3　給排水衛生設備　1階平面詳細図　(撤去・管更生・改修後) 1/50､100

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事 08
会社
株式 総合設備コンサルタント

５．☆は切断プラグ止め箇所を示す

４．特記なき配管はピット内、暗渠内配管とする

注記

１．太線は撤去を示す

D3　給排水設備　1階平面図（管更生）　S=1/100 D3　給排水設備　1階平面図（改修後）　S=1/50

改修後

２．細線は既設を示す１．太線はライニング管更生を示し、掃除口は蓋の清掃とする

　　鉄筋を切断した場合、鉄筋をはつり出し、新設鉄筋をフレア溶接（10D片面）とする

４．特記なき配管はピット内、暗渠内配管とする

３．　　　はダイアモンドカッター穴あけ箇所を示し、鉄筋探査を行い、鉄筋を切断しないこと

５．☆は既設配管の接続箇所を示す

注記

注記

４．★は管更生時の切断プラグ止め箇所を示し、管更生後再接続すること

３．特記なき配管はピット内、暗渠内配管とする

　　給水管は150ｄ×50φ、排水管は150ｄ×125φとする

　　特記なき給水配管のスラブ貫通部は既存穴利用とする

１．太線は新設を示す

　　ただし、通気配管は雑排水・汚水管接続部で切断プラグ止めとし、管更生後に再接続すること

管更生撤去

D3　給排水設備　1階平面図（撤去）　S=1/50

２．細線は残置を示す２．細線は残置を示す

３．　　　は既設穴埋め箇所を示し、給水管は150ｄ×50φ、排水管は150ｄ×125φとする



(20)

女子便所（1-4）

研究室（C-2）

コピー室（1-1）

男子便所（1-3）
身障者便所（1-1）

PS

C棟廊下（2F）

7,
68

0

2,2807,680

ユーティリティ（1-2）

XD0 XD1 XD2

YC2

YC3

50

25

(50)

15

押込式操作弁撤去

(50),(80),(100),(50)

☆65

(40)

☆

☆

25 32 40 65 65

(32)
(25)

(GV65)(40)

25 25

20

20 打込み

20

20 25

25

32 32 40

20

20

25

65

20

80 80

☆

☆

☆ ☆

(80)

(50)

(50) (50) (50)

(50)(40)

(50)

(40)

(80)

(COA50)

(COA100) (COA75)

(COA65)

(COA100)

(COA100)

(COA100)

(100)

(80)

(100)

(100)

(100)

(65)

(COA50)

(50)

(65)

(40)
40 ☆

80

(50)

(40)

☆

(50),(80),(100),(65)

壁掛型 1

　　　和風便器の撤去、穴埋め補修は建築工事とする

1

1

床置型小便器

1洗浄弁、紙巻器共洋風大便器

名称 仕様 数量

撤去・処分

1

1洗浄弁、紙巻器共

注記）付属品共、場外搬出処分とする　　　　　　　　

洗面器

洋風大便器

、水栓2個共

数量仕様名称

撤去・処分

洗浄弁、紙巻器共和風大便器

D3　2階 D3　2階

女子便所（1-4） 男子便所（1-3）

2 洗浄弁、紙巻器共

1

小便器用手すり

1カウンター型（陶器のみ）、水栓共洗面器

1

1

注記）付属品共、場外搬出処分とする　　　　　　　　

　　　和風便器の撤去、穴埋め補修は建築工事とする

注記）付属品共、場外搬出処分とする　　　　　　　　

洗面器

洋風大便器

数量仕様名称

撤去・処分

手すり

D3　2階

身障者便所（1-1）

壁掛型、水栓共

水平可動型2連カウンター型（陶器のみ）

凡例

洗浄弁

水栓

掃除口

記　号 名　称 備　考

SGP-PA

DVLP

DVLP

SGP(黒)通気配管

汚水配管

雑排水配管

給水配管

線種記号

備　考名　称記　号

備　考名　称記　号

線種記号

給水配管

雑排水配管

汚水配管

通気配管 SGP(黒)

既：DVLP　新：FS-VP

既：DVLP　新：FS-VP

既：SGP-PA　新：HIVP

備　考名　称記　号

掃除口

水栓

洗浄弁

凡例

DVLP、管更生

DVLP、管更生

SGP(黒)通気配管

汚水配管

雑排水配管

線種記号

備　考名　称記　号

研究室（C-2）

女子便所（1-4）

ユーティリティ（1-2）

コピー室（1-1）

男子便所（1-3） 身障者便所（1-1）

PS

7,
68

0

7,680 2,280

C棟廊下（2F）

★

★

★

★

★

★

★
★

★

★ ★

★

★

★

XD1

YC3

YC2

XD2XD0

★

★

★
★

★

80

40

50

40

100

65

65

65

100

100

40

50

50

50

5050 50

100100100100

50

80

65

100 100 100 100

80
100

100

100

100

80,100

80,100

7,
68

0

7,680 2,280

C棟廊下（2F）

PS

ｵｰﾙｼﾞｪﾝﾀﾞｰﾄｲﾚ（1-1）

男子便所（1-3）

コピー室（1-1）

ユーティリティ（1-2）
研究室（C-2）

女子便所（1-4）

25

☆

(50)

8080

(40)

(65)

(25)

20

化粧鏡300×1500

25

(20)

20

20

20

25 30

30

(COA100)

30

傾斜鏡

65

化粧鏡300×1500

化粧鏡300×1500

(32)

(GV65)

モップ掛けパネル

80(COA50)

L型手すり
ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ

化粧鏡450×1000×2枚

化粧鏡450×1000

はね上げ手すり

☆

☆

YC3

YC2

XD2XD1XD0

20

☆
☆

☆

☆

25

ﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ
ﾌｯｸ

50

25 3030 40 65 ☆

(40)25 25

30

40

40

40

(COA100)

(COA65)

(COA100) (COA75)

(COA100)

(COA50)

(50) (50)

(40)

(50)

(50)

(50)

(40)

(50)

(80)

(100)

(80)

(50)

(65)

(100)

(40)
(50)

(100)

(100)

(40)

(80)

☆

(50),(80),(100),(50)

(50),(80),(100),(65)

Ｎ Ｎ Ｎ

撤去・処分

名称 仕様 数量

掃除用流し 水栓共 1

注記）付属品共、場外搬出処分とする　　　　　　　　

D3　2階

ユーティリティ（1-2）

Ｍ-
工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2025年3月

令和7年　3月　 日 滋賀県立大学財務課
S =D3　給排水衛生設備　2階平面詳細図　(撤去・管更生・改修後) 1/50

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事 09
会社
株式 総合設備コンサルタント

１．太線はライニング管更生を示し、掃除口は蓋の清掃とする ２．細線は既設を示す

改修後

D3　給排水設備　2階平面図（改修後）　S=1/50D3　給排水設備　2階平面図（管更生）　S=1/50

１．太線は撤去を示す

注記

４．特記なき配管は天井内、空隙壁内とする

５．☆は切断プラグ止め箇所を示す

　　鉄筋を切断した場合、鉄筋をはつり出し、新設鉄筋をフレア溶接（10D片面）とする

４．特記なき配管は天井内、空隙壁内とする

３．　　　はダイアモンドカッター穴あけ箇所を示し、鉄筋探査を行い、鉄筋を切断しないこと

５．☆は既設配管の接続箇所を示す

注記

注記

４．★は管更生時の切断プラグ止め箇所を示し、管更生後再接続すること

３．特記なき配管は天井内、空隙壁内とする

　　給水管は150ｄ×50φ、排水管は150ｄ×125φとする

　　特記なき給水配管のスラブ貫通部は既存穴利用とする

１．太線は新設を示す

　　ただし、通気配管は雑排水・汚水管接続部で切断プラグ止めとし、管更生後に再接続すること

管更生撤去

D3　給排水設備　2階平面図（撤去）　S=1/50

２．細線は残置を示す２．細線は残置を示す

３．　　　は既設穴埋め箇所を示し、給水管は150ｄ×50φ、排水管は150ｄ×125φとする



人間関係実習室4（D3-304）

D3棟廊下（2F）

女子便所（1-5）

PS

男子便所（1-6）

XD0 XD1 XD2

YC3

7,680 2,280

80

☆ ☆ ☆

☆

25

(COA50)

(COA100)

(COA100)

(COA75)

(COA100)

(80)25

32

25

20

20

25

25

20

20

☆
32

25

25

20

20

20 打込み

25 打込み 25 打込み

20

(80)

(40) (40)

80
(100)

(100)

(50)

(100)

(80)

(40)

(80)

(50)

(50)

(50)

(COA75)

(50)(50)

(50)

(80)

80

65

(100),(80),(50)

(100),(80),(50),(50)

壁掛型 1

1

和風大便器 2洗浄弁、紙巻器共

　　　和風便器の撤去、穴埋め補修は建築工事とする

女子便所（1-5） 撤去・処分

名称 仕様 数量

洋風大便器

洗面器

注記）付属品共、場外搬出処分とする　　　　　　　　

洗浄弁、紙巻器共

男子便所（1-6）

2連カウンター型（陶器のみ）

1

1

撤去・処分

数量仕様名称

D3　3階 D3　3階

、水栓2個共

洋風大便器 洗浄弁、紙巻器共 1

小便器 1床置型

注記）付属品共、場外搬出処分とする　　　　　　　　

小便器用手すり

1カウンター型（陶器のみ）、水栓共洗面器

1水栓共掃除用流し

凡例

洗浄弁

水栓

掃除口

記　号 名　称 備　考

SGP-PA

DVLP

DVLP

SGP(黒)通気配管

汚水配管

雑排水配管

給水配管

線種記号

備　考名　称記　号

備　考名　称記　号

線種記号

給水配管

雑排水配管

汚水配管

通気配管 SGP(黒)

既：DVLP　新：FS-VP

既：DVLP　新：FS-VP

既：SGP-PA　新：HIVP

備　考名　称記　号

掃除口

水栓

洗浄弁

凡例

DVLP、管更生

DVLP、管更生

SGP(黒)通気配管

汚水配管

雑排水配管

線種記号

備　考名　称記　号

人間関係実習室4（D3-304）

D3棟廊下（2F）

女子便所（1-5）

男子便所（1-6）

PS

7,
68

0

2,2807,680

★

★

50

★
★

★

★

★

★★

★

65

★

★
★

★

40

★

40

80

100 100100 100100 100

50

100

80

50
100

50

100

40

80

XD1

YC3

XD2XD0

8080 80 80

80

★

★

★

(100),(80)

100,80

7,
68

0

PS

男子便所（1-6）

女子便所（1-5）

D3棟廊下（2F）

人間関係実習室4（D3-304）

7,680 2,280

25

☆

(COA100)

75

25

(COA100) (COA75)

(COA75)
(COA100)

(COA50)

YC3

XD2XD1XD0

25

モップ掛けパネル

化粧鏡300×1500

化粧鏡450×1000×2枚

化粧鏡300×1500

化粧鏡450×1000

2020

25

75

30 20

25

20 20

20

3030

50
☆

(50)

(50)

(50)
(50)

(50)

(100)

(50)(80)
(40) (40)

(100)

☆ ☆

(80)

(80)

(80)

75

(100)

(80)

(40)

☆

65

(GV50)

(100),(80),(50)

(100),(80),(50),(50)

Ｎ Ｎ
Ｎ

Ｍ-
工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2025年3月

令和7年　3月　 日 滋賀県立大学財務課
S =D3　給排水衛生設備　3階平面詳細図　(撤去・管更生・改修後) 1/50

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事 10
会社
株式 総合設備コンサルタント

１．太線はライニング管更生を示し、掃除口は蓋の清掃とする ２．細線は既設を示す

改修後

D3　給排水設備　3階平面図（改修後）　S=1/50D3　給排水設備　3階平面図（管更生）　S=1/50

１．太線は撤去を示す

注記

４．特記なき配管は天井内、空隙壁内とする

５．☆は切断プラグ止め箇所を示す

　　鉄筋を切断した場合、鉄筋をはつり出し、新設鉄筋をフレア溶接（10D片面）とする

４．特記なき配管は天井内、空隙壁内とする

３．　　　はダイアモンドカッター穴あけ箇所を示し、鉄筋探査を行い、鉄筋を切断しないこと

５．☆は既設配管の接続箇所を示す

注記

注記

４．★は管更生時の切断プラグ止め箇所を示し、管更生後再接続すること

３．特記なき配管は天井内、空隙壁内とする

　　給水管は150ｄ×50φ、排水管は150ｄ×125φとする

　　特記なき給水配管のスラブ貫通部は既存穴利用とする

１．太線は新設を示す

　　ただし、通気配管は雑排水・汚水管接続部で切断プラグ止めとし、管更生後に再接続すること

管更生撤去

D3　給排水設備　3階平面図（撤去）　S=1/50

２．細線は残置を示す２．細線は残置を示す

３．　　　は既設穴埋め箇所を示し、給水管は150ｄ×50φ、排水管は150ｄ×125φとする



EA EA

EA

EA

EA

EA

EA

EA

受水槽・ポンプ室

電気室
ユーティリティ

（1-1）

ホール（1-1）

PS

男子便所（1-2）

回廊

女子便所（1-1）

XD1 XD2 XD3

YC2

YC3

7,6802,280

7,
68

0
☆

(FD)

(VD)(FD)

FE

3

VF

3

☆

☆ (EAチャンバー 900×500×900H)

(排気ガラリ GR 800×800)

(150φ)

(300×300)

(300×300)☆

(100φ)

(250×250) 300φ 300φ250×150

250×150
300×300

250×250

風量調整ダンパー

CD

凡例

排気ダクト

逆流防止ダンパー

VD

備　考名　称記　号

排気ガラリ

吸込口

記　号 名　称 備　考

EA

FD 防火ダンパー

風量調整ダンパー

CD

凡例

排気ダクト

逆流防止ダンパー

VD

備　考名　称記　号

排気ガラリ

吸込口

記　号 名　称 備　考

EA

FD 防火ダンパー
EA

EA

EA

EA

EA

EA

EAEA

EA

EA

回廊

女子便所（1-1）

男子便所（1-2）

PS

ホール（1-1）

ユーティリティ
（1-1） 電気室

受水槽・ポンプ室

7,
68

0

7,6802,280

VF

3

FE

3

YC3

YC2

XD3XD2XD1

(排気ガラリ GR 800×800)

(EAチャンバー 900×500×900H)

300×300

300×300

(FD)

(VD)(FD)
(300×300)

300×300

300×300

(100φ)

(150φ)

(300×300)

(300×300)

(250×250)

250×250

150φ

150φ

150φ

150φ

150φ

150φ150φ

150φ

150φ

250×150 ☆
☆

☆

☆

VD

VD
(300×300)

250×150

250×150

250×150

250×150

250×150

Ｎ Ｎ

注記）制気口・ﾎﾞｯｸｽ・ﾈｯｸの撤去を行う 注記）制気口・ﾎﾞｯｸｽ・ﾈｯｸの撤去を行う

女子便所（1-1）（撤去・処分）

HS 300×300 [EA]
2

500×500×400H (保温なし)

ユーティリティ（1-1）（残置）

HS 100×100 [EA]
1

300×300×200H (保温なし)

男子便所（1-2）（撤去・処分）

HS 350×350 [EA]
1

550×550×400H (保温なし)

注記）制気口・ﾎﾞｯｸｽ・ﾈｯｸの新設を行う注記）制気口・ﾎﾞｯｸｽ・ﾈｯｸの新設を行う

男子便所（1-2）（新設）

HS 200×200 [EA 210 m³/h]
3

350×350×300H (保温なし)

ユーティリティ（1-1）（既設）

HS 100×100 [EA 40 m³/h]
1

300×300×200H (保温なし)

女子便所（1-1）（新設）

HS 150×150 [EA 170 m³/h]
6

300×300×300H (保温なし)

Ｍ-
工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2025年3月

令和7年　3月　 日 滋賀県立大学財務課
S =D3　換気設備　1階平面詳細図　(撤去・改修後) 1/50

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事 11
会社
株式 総合設備コンサルタント

方式 （台）

　 注）撤去送風機・換気扇共通事項

　 注）送風機・換気扇共通事項

形状：550×450×550H　　　重量：15.0kgLS1-100 0.150FE-3

仕　様：325φ × 1690㎥/h × 150Pa

（撤去）換気機器リスト

型　式：天吊形斜流送風機 型　式：天吊形

動力

D3　換気設備　1階平面図（改修後）　S=1/50

４．☆は接続箇所を示す

改修後

機器名称記号

付属品：防振吊金具、他標準付属品一式

斜流送風機1 1D3　研究C棟　1階　受水槽・ポンプ室　×1

仕　様：300φ × 1850㎥/h × 98Pa

注記

１．太線は新設を示す

始動容量 数機器仕様

台

３．特記なきダクトは天井内とする

LS

備考

撤去

D3　換気設備　1階平面図（撤去）　S=1/50

４．☆は切断箇所を示す

注記

１．太線は撤去を示す

（φ-V）

２．細線は既設を示す

３．特記なきダクトは天井内とする

２．細線は残置を示す

設置室名

（kW）（φ-V）

数始動容量電圧 備考設置室名

台動力

機器仕様機器名称記号

　　1.電気容量は参考値とし、記載以下とする 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4.その他はメーカー基準とする

　　2.ファンへの接続は、たわみ継手とする 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5.排気送風機、天井埋込型換気扇のスイッチは別途電気設備工事とする（配線、機器接続を含む）

　　3.機器表中記載の○○Paは機外静圧を示し、参考値とする 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1-100 D3　研究C棟　1階　受水槽・ポンプ室　×1

　　1.付属品共、場外搬出処分とする

FE-3

（新設）換気機器リスト

0.300 品番：（参考）JF-160SA2

電圧

（kW） 方式 （台）



EA

EA

EA

EA

EA

125φ

C棟廊下（2F）

研究室（C-2）

PS

コピー室（1-1）

ユーティリティ（1-2）

女子便所（1-4）

身障者便所（1-1）

男子便所（1-3）

学生ラウンジ

XD0 XD1 XD2

YC2

YC3

☆

7,
68

0

2,2807,680

☆

VF

3

FE

4

225φ

☆

☆

(排気ガラリ GR 800×500)

(EAチャンバー 900×500×600H)

(125φ)

(125φ)

(150φ)

(225φ)

175φ

300φ

300φ

(275φ)

(275φ)

(VD)

200φ

☆
☆225φ

風量調整ダンパー

CD

凡例

排気ダクト

逆流防止ダンパー

VD

備　考名　称記　号

排気ガラリ

吸込口

記　号 名　称 備　考

EA

FD 防火ダンパー

風量調整ダンパー

CD

凡例

排気ダクト

逆流防止ダンパー

VD

備　考名　称記　号

排気ガラリ

吸込口

記　号 名　称 備　考

EA

FD 防火ダンパー

EA

EA

EA

EA

EA

男子便所（1-3）

ｵｰﾙｼﾞｪﾝﾀﾞｰﾄｲﾚ（1-1）

女子便所（1-4）

ユーティリティ（1-2）

コピー室（1-1）

PS

研究室（C-2）

C棟廊下（2F）

学生ラウンジ

7,
68

0

7,680 2,280

(EAチャンバー 900×500×600H)

FE

4

(VD)

YC3

YC2

XD2XD1XD0

☆
☆

☆200φ

☆

☆

(排気ガラリ GR 800×500)

150φ 150φ

200φ

200φ

175φ

150φ

300φ

275φ 125φ

150φ200φ

(125φ)

(150φ)

(125φ)

(225φ)

(275φ)
☆

☆

VD

VD

VD

VF

3

Ｎ Ｎ

注記）制気口・ﾎﾞｯｸｽ・ﾈｯｸの撤去を行う 注記）制気口・ﾎﾞｯｸｽ・ﾈｯｸの撤去を行う 注記）制気口の撤去を行う

女子便所（1-4）（撤去・処分）

HS 300×300 [EA]
1

500×500×250H (保温なし)

身障者便所（1-1）（撤去・処分）

HS 150×150 [EA]
1

350×350×200H (保温なし)

男子便所（1-3）（撤去・処分）

HS 250×250 [EA]
1

350×350×250H (保温なし)

ユーティリティ（1-2）（残置）

HS 150×150 [EA]
1

250×250×200H (保温なし)

注記）制気口・ﾎﾞｯｸｽ・ﾈｯｸの新設を行う

注記）制気口・ﾎﾞｯｸｽ・ﾈｯｸの新設を行う

注記）制気口の新設を行う

ユーティリティ（1-2）（既設）

HS 150×150 [EA 70 m³/h]
1

250×250×200H (保温なし)

身障者便所（1-1）（新設）

HS 150×150 [EA 160 m³/h]
1

350×350×200H (保温なし)

男子便所（1-3）（新設）

HS 200×200 [EA 190 m³/h]
1

300×300×300H (保温なし)

HS 200×200 [EA 190 m³/h]
1

300×300×350H (保温なし)

女子便所（1-4）（新設）

HS 200×200 [EA 180 m³/h]
3

350×350×300H (保温なし)

Ｍ-
工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2025年3月

令和7年　3月　 日 滋賀県立大学財務課
S =D3　換気設備　2階平面詳細図　(撤去・改修後) 1/50

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事 12
会社
株式 総合設備コンサルタント

方式 （台）

　 注）撤去送風機・換気扇共通事項

　 注）送風機・換気扇共通事項

形状：450×400×450H　　　重量：15.0kgLS1-100 0.080FE-4

仕　様：300φ × 1150㎥/h × 110Pa

（撤去）換気機器リスト

型　式：天吊形斜流送風機 型　式：天吊形

動力

D3　換気設備　2階平面図（改修後）　S=1/50

４．☆は接続箇所を示す

改修後

機器名称記号

付属品：防振吊金具、他標準付属品一式

斜流送風機1 1D3　研究C棟　2階　男子便所（1-3）　×1

仕　様：300φ × 1000㎥/h × 98Pa

注記

１．太線は新設を示す

始動容量 数機器仕様

台

３．特記なきダクトは天井内とする

LS

備考

撤去

D3　換気設備　2階平面図（撤去）　S=1/50

４．☆は切断箇所を示す

注記

１．太線は撤去を示す

（φ-V）

２．細線は既設を示す

３．特記なきダクトは天井内とする

２．細線は残置を示す

設置室名

（kW）（φ-V）

数始動容量電圧 備考設置室名

台動力

機器仕様機器名称記号

　　1.電気容量は参考値とし、記載以下とする 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4.その他はメーカー基準とする

　　2.ファンへの接続は、たわみ継手とする 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5.排気送風機、天井埋込型換気扇のスイッチは別途電気設備工事とする（配線、機器接続を含む）

　　3.機器表中記載の○○Paは機外静圧を示し、参考値とする 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1-100 D3　研究C棟　2階　男子便所（1-3）　×1

　　1.付属品共、場外搬出処分とする

FE-4

（新設）換気機器リスト

0.210 品番：（参考）JF-120SA2

電圧

（kW） 方式 （台）



EA

2,2807,680

人間関係実習室4（D3-304）

男子便所（1-6）
PS

女子便所（1-5）

XD0 XD1 XD2

YC3

300φ

300φ

175φ
☆

(VC 300φ)

(300φ)

FE

5

☆

☆

☆ ☆175φ (175φ)
(300φ)

175φ

風量調整ダンパー

CD

凡例

排気ダクト

逆流防止ダンパー

VD

備　考名　称記　号

排気ガラリ

吸込口

記　号 名　称 備　考

EA

FD 防火ダンパー

風量調整ダンパー

CD

凡例

排気ダクト

逆流防止ダンパー

VD

備　考名　称記　号

排気ガラリ

吸込口

記　号 名　称 備　考

EA

FD 防火ダンパー

EA

EA

女子便所（1-5）

PS

男子便所（1-6）

人間関係実習室4（D3-304）

7,680

FE

5

2,280

YC3

XD2XD1XD0

(VC 300φ)

VD

150φ

150φ150φ150φ

150φ

300φ

300φ

150φ

200φ (175φ)

(175φ)

(300φ)

(300φ)

☆

☆

☆

☆

☆

150φ

Ｎ Ｎ

注記）制気口・ﾎﾞｯｸｽ・ﾈｯｸの撤去を行う注記）制気口・ﾎﾞｯｸｽ・ﾈｯｸの撤去を行う

女子便所（1-5）（撤去・処分）

HS 250×250 [EA]
2

350×350×300H (保温なし)

男子便所（1-6）（撤去・処分）

HS 250×250 [EA]
1

350×350×300H (保温なし)

注記）制気口・ﾎﾞｯｸｽ・ﾈｯｸの新設を行う注記）制気口・ﾎﾞｯｸｽ・ﾈｯｸの新設を行う

女子便所（1-5）（新設）

HS 150×150 [EA 170 m³/h]
3

300×300×300H (保温なし)

男子便所（1-6）（新設）

HS 150×150 [EA 110 m³/h]
3

300×300×300H (保温なし)

Ｍ-
工事名称 図面No.

図面名称 設計日

2025年3月

令和7年　3月　 日 滋賀県立大学財務課
S =D3　換気設備　3階平面詳細図　(撤去・改修後) 1/50

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事 13
会社
株式 総合設備コンサルタント

方式 （台）

　 注）撤去送風機・換気扇共通事項

　 注）送風機・換気扇共通事項

形状：450×400×450H　　　重量：15.0kgLS1-100 0.080FE-5

仕　様：300φ × 840㎥/h × 110Pa

（撤去）換気機器リスト

型　式：天吊形斜流送風機 型　式：天吊形

動力

D3　換気設備　3階平面図（改修後）　S=1/50

４．☆は接続箇所を示す

改修後

機器名称記号

付属品：防振吊金具、他標準付属品一式

斜流送風機1 1D3　研究C棟　3階　女子便所（1-5）　×1

仕　様：300φ × 800㎥/h × 98Pa

注記

１．太線は新設を示す

始動容量 数機器仕様

台

３．特記なきダクトは天井内とする

LS

備考

撤去

D3　換気設備　3階平面図（撤去）　S=1/50

４．☆は切断箇所を示す

注記

１．太線は撤去を示す

（φ-V）

２．細線は既設を示す

３．特記なきダクトは天井内とする

２．細線は残置を示す

設置室名

（kW）（φ-V）

数始動容量電圧 備考設置室名

台動力

機器仕様機器名称記号

　　1.電気容量は参考値とし、記載以下とする 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4.その他はメーカー基準とする

　　2.ファンへの接続は、たわみ継手とする 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5.排気送風機、天井埋込型換気扇のスイッチは別途電気設備工事とする（配線、機器接続を含む）

　　3.機器表中記載の○○Paは機外静圧を示し、参考値とする 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1-100 D3　研究C棟　3階　女子便所（1-5）　×1

　　1.付属品共、場外搬出処分とする

FE-5

（新設）換気機器リスト

0.146 品番：（参考）JF-90SA2

電圧

（kW） 方式 （台）



工事名称 図面No.

図面名称 設計日
滋賀県立大学財務課

S =建築図面リスト NOSCALE

A-00
株式令和7年　3月　日 会社 総合設備コンサルタント

2025年3月

滋賀県立大学工学部棟他トイレ改修工事

建具詳細図

1/2

1/5

ピクトサイン詳細図(2)

ピクトサイン詳細図(1) 1/2

1/2

滋賀県立大学,Ｄ棟トイレ改修前期工事

図面名称番号

図面リスト

共通特記

A-01

A-02

建築改修工事特記仕様書２

建築改修工事特記仕様書３

A-03 建築改修工事特記仕様書４

建築改修工事特記仕様書５

建築改修工事特記仕様書６

A-04

A-05

縮尺

NOSCALENOSCALE

NOSCALE

NOSCALE

NOSCALE

NOSCALE

NOSCALE

共通 特記仕様書１

工事区分表

配置図　附近見取図

人間文化学部棟　1階平面図

人間文化学部棟　2階平面図

人間文化学部棟　3階平面図

D0　管理棟

D0 1階便所平面詳細図（改修前・改修後）

D0 矩計図（改修前・改修後）

D0 1階便所展開・天井伏図（改修前）

D0 1階便所展開・天井伏図（改修後）

D3 矩計図（改修前・改修後）

D3 3階便所展開・天井伏図（改修後）

D3 3階便所展開・天井伏図（改修前）

D3 2階便所展開・天井伏図（改修後）

D3 2階便所展開・天井伏図（改修前）

D3 1階便所展開・天井伏図（改修後）

D3 1階便所展開・天井伏図（改修前）

D3 3階便所平面詳細図（改修前・改修後）

D3 2階便所平面詳細図（改修前・改修後）

D3 1階便所平面詳細図（改修前・改修後）

D3　研究C棟

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/50

1/300

1/300

1/300

1/1500,4000

NOSCALEA-06

A-07

A-08

A-09

A-10

A-11

A-12

A-13

A-15

A-14

A-16

A-19

A-18

A-17

A-20

A-21

A-22

A-23

A-24

A-25

A-26

A-27 1/50

建具リスト１

建具リスト２

A-28

A-29

A-30

D0 2階便所平面詳細図、天井伏図、展開図（改修前・改修後）



章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項

２ [２．４．１]・設ける ・設けない

・構内　　　・構外

監督職員事務所の備品等

規模（・10m2　・20m2　・35m2　・65m2　・100ｍ2） 程度

　机、いす、書棚、白板、ゴム長靴、雨がっぱ、保護帽、安全帯、

　衣類ロッカー、冷暖房機器、消火器等、監督職員の指示による。

構内既存の施設　　・利用できる（※　有償　　　・　無償　　）　　　・利用できない　

構内既存の施設　　・利用できる（※　有償　　　・　無償　　）　　　・利用できない

１.監督職員事務所

２.工事用水

３.工事用電力

４.仮囲い等 図示による他、万能塀、フェンスバリケード等の仮設計画を立案し、監督職員と協議する。

[２．３．２]

仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　※図示　　・ 　

[表２．３．１]

５.仮設間仕切り

仮設間仕切りの種別と材質等（・A種　　※B種　　・C種）

仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等　（※合板張り　木製　　・　　　　　　）

[２．２．１]

「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(2)手すり据置き方式又は(3)手す

り先行専用足場方式により行う。

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの別紙１

６.足場等

　 対策

[２．１．３]

・防音パネル

・防音シート

・

防音パネル等を取り付ける足場等の設置位置

７.騒音・粉じん等の

養生方法等

[２．３．１]

　・既存家具、既存設備等　　　　養生方法（※ビニールシート等　・　 　 　　　　　　　　　）

　・既存ブラインド、カーテン等　養生方法（ ・ ビニールシート等　・　　　　　　　　　　　）

　・既存部分　　　　　　　　　　養生の方法（※ビニールシート、合板等　・　　  　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　保管場所（・図示による　・ 　　　 　　　　　　　　　　　）

　・固定された備品、机、ロッカー等の移動　・図示による　・　

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損　　

傷等を与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。　

８.既存部分の養生

９.交通誘導員 ・工事車両出入口等必要な箇所に配置すること（延べ  人程度）

溶接作業を行う場所については防炎シートを使用し防火対策等を講ずる。

シーリング材の種類、施工箇所　　

ただし、印なき箇所も必要に思われる所は施工すること。

図中 印箇所に施工

シーリング材の接着性試験　　

　※簡易接着性試験　　・引張接着性試験

シーリング材の種類（記号）　 施工箇所

シーリング材のノンブリード性能　※有り　・無し

仕上げを行わない施工箇所(・図示による　・　　　　　)

シーリング材の目地寸法　　

　※図示による

　・　

ポリウレタン系（ＰＵ－２）

変成シリコン系（ＭＳ－２）

[３．１．４][３．７．２、３、７、８]

シーリング改修工法の種類　　　

　・シーリング充填工法

　・シーリング再充填工法

　・拡幅シーリング再充填工法

　・ブリッジ工法

　　ボンドブレーカー張り　・適用する　・適用しない

　　エッジング材張り　　　・適用する　・適用しない

８ １.シーリング

・木製建具

建具の種類 かぶせ工法 撤去工法 適用箇所

・アルミニウム製建具

・樹脂製建具

・外部

・内部

・鋼製軽量建具

・鋼製建具

・建具表による　　・　

・ステンレス製建具

・ ・

・建具表による　　・　・ ・

・建具表による　　・　・ ・

・建具表による　　・　・ ・

・建具表による　　・　・ ・

・建具表による　　・　・ ・

・建具表による　　・　・ ・

新規に建具を設ける場合

　壁部分の開口の開け方　※図示による　　・　

　新規建具周囲の補修工法及び範囲　※図示による　　・　

１.改修工法 [５．１．３]９

３

受入可能な土質区分：

搬出場所

名称：

住所：

受入条件

１.建設発生土の処理 ・場内指定場所に堆積　　　・場内指定場所に敷き均し

※場外指定場所に搬出(運搬・処分費を含む)

搬出後、監督職員へ搬出場所での受入を証明する資料を提出する。

搬出場所、受入条件等は発注時点のものであるため、施工計画や実施工程により確認し、監督職員に報

告する。併せて、近隣の受入先を調査の上、搬出場所、受入条件等が確認できる資料を監督職員に提出

し、搬出場所について協議するものとし、必要に応じて設計変更の対象とする。

２.埋戻し及び盛土 材料及び工法

（３．２．５）

（３．２．３）

その他：

種別　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　不足分は良土搬入する。

・材料（　　　　　　　　　　　　）　工法（　　　　　　　　　　　　）

４ 材料　　※再生クラッシャラン　　　　・切込砂利　　　・切込砕石

範囲　　※基礎下、基礎梁下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下　

　　　　・図示による（　　　　）

砂利厚さ　　※60㎜ 　・図示による

　 地業

範囲　　※基礎下、基礎梁下、土に接するスラブ下　　・図示による（　　　　）

設計基準強度　　 ※18N/㎜2　　・　

スランプ　　　※15cm又は18cm　　・　

(４．６．４)

厚さ　　※50mm　　・図示による

材料　　※山砂　　・川砂　　・砕砂

砂厚さ　　※30㎜ 　・図示による

範囲　　※基礎下、基礎梁下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下　

　　　　・図示による（　　　　）

（４．６．２，３）

（４．６．２，３）

１.砂利地業

２.砂地業

３.捨コンクリート

範囲　　・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下　（ピット下を除く。）

材料　　※ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上　　・　

(４．６．２，５)

　　　　・図示による

４.床下防湿層

事

工

５

鉄

筋

１.鉄筋 鉄筋の種類等

２.溶接金網 (５．２．２)鉄線の形状等 

種類 網目の形状、網目、寸法、鉄線の経 (㎜) 

6Φ　100×100　丸鉄線

6Φ　150×150　丸鉄線

・溶接金網

・溶接金網

・鉄筋格子

使 用 部 位

保護コンクリート

コンクリート舗装

種類の記号 呼び径（mm）

・SD295

・SD345 D19以上

D16以下

備考

(５．２．１)

※異形鉄筋(JIS G 3112)

・建築基準法第37条の規定に基づき認定を受けた鉄筋

３.鉄筋の継手 鉄筋の継手の方法等　 (５．３．４)(５．５．３)(５．６．３)

部位

柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋

その他の鉄筋（　　　　　）

接手の方法

・ ガス圧接　・ 機械式継手

・ 重ね継手　・　

・ 重ね継手　・　

継手位置　

呼び径(㎜) 

・ 溶接継手　・ 重ね継手

　・構造関係共通事項（配筋標準図）

耐力壁の重ね継手の長さ　

４.鉄筋の定着

　・

鉄筋の定着の長さ (５．３．４)

　・構造関係共通事項（配筋標準図）

柱及び梁主筋の重ね継手の長さ

　・図示による（　　　　）　　・　

　※標準仕様書 表5.3.2による

　・図示による（　　　　　）

　・図示による（ 　　　 ）　　・　40d以上

　・図示による（　　　　　）

機械式定着工法

　・適用する

　　適用箇所

　　　・図示による（　　　　　）　　・　

　　種類

５.鉄筋のかぶり

　 厚さ及び間隔

(溶接金網を含む。)

最小かぶり厚さ (５．３．５)

　・図示による（　　　　　）

　 適用箇所(　　　　　　　　　)

　　・最小かぶり厚さに加える厚さ　　( 　　)㎜　　　　

・耐久性上不利な箇所（塩害等を受けるおそれのある部分等）

　適用箇所(　　　　　　　　　)

　　・最小かぶり厚さに加える厚さ　　( 　　)㎜　　　　

６.各部配筋 各部配筋　　※図示による（ 

　・構造関係共通事項（配筋標準図）

(５．３．７)

７.ガス圧接継手 圧接完了後の圧接部の試験 (５．４．１０)

　　　　※超音波探傷試験　 　

　　　　・引張試験　　 　

 ）　　　・　

(表５．３．２)

折り曲げ角度

折曲げ内法直径（Ｄ）

SD295、SD345、SD390

D16以下 D19～D25 D29～D38

4d以上 6d以上 8d以上

（8d以上）（6d以上）（5d以上）
90°未満

SD390は（　　）内寸法を適用する。

鉄筋の折曲げ内法直径（90°未満）

　・構造関係共通事項（配筋標準図）

　・柱梁仕口の定着は40d以上

・軽量コンクリートを適用した場合

８.機械式継手 適用箇所　　・図示による（　　　　　）　　　・　 (５．５．２)

H12建設省告示第1463号に適合する性能　　・A級　　・　　　

種　類

　・ねじ式鉄筋継手

　　 充填方式

　　　・無機グラウト方式　　・有機グラウト方式　　

　・端部ねじ加工継手

　・モルタル充填式継手

　・

工法

　※第三者機関の評定等を取得している工法

鉄筋相互のあき

　※評定等の評価内容による

　　　　　・　

施工完了後の継手部の試験

　・外観試験

　　 対象　　※全数

　　 試験項目　　・評定等の評価内容による　　

　　 試験方法　　・評定等の評価内容による　　

　・超音波測定試験

　　 試験対象

　　　・抜取り

　　　　　ロット

　　　　　・1組の作業班が1日に行った継手箇所で、最大200箇所程度とする

　　　　　試験箇所数　　1ロットに対して（　　　　　　）箇所

　　　・全数

不合格となった場合の措置　　・　

９.溶接継手 (５．６．３)適用箇所　　・図示による（　　　　　）　　　・　

H12建設省告示第1463号に適合する性能　　・A級　　

溶接継手の工法　　・図示による（　　　　　）　　・　

鉄筋相互のあき

　・（5.3.5(4)）による

　・評定等の評価内容による

　・図示による（　　　　　）

　　　　　・　

施工完了後の溶接部の試験

　・外観試験

　　 対象　　※全数

　　 試験項目　　・評定等の評価内容による　　

　　 試験方法　　・評定等の評価内容による　　

　・超音波測定試験

　　 試験対象

　　　・抜取り

　　　　　ロット

　　　　　・1組の作業班が1日に行った継手箇所で、最大200箇所程度とする

　　　　　試験箇所数　　1ロットに対して（　　　　　　）箇所

　　　・全数

不合格となった場合の措置　　・　

10.土間コンクリート

　 補強

※入れる　　入れない

５ ６

　※A　・B

※21　・　・

・

　 　 　 　 　

１.コンクリートの コンクリートの類別　　  (６．２．１)

　 種類 ※Ⅰ類　　・Ⅱ類

２.コンクリートの

　 気乾単位容積質量

　 による種類及び

　 強度等

・普通コンクリート (６．２．１～４)(６．３．２)(６．１０．１，２)

適 用 箇 所

2.3程度

スランプ(㎝) 設計基準強度(N/㎜2) 

・

・

　構造体強度補正値　　　・　　　　　　　※（表6.3.2）による

・軽量コンクリート

設計基準強度(N/㎜2) スランプ(㎝) 適 用 箇 所種類

・1種　・2種

３.セメント 種　類 (６．３．１)

　※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、シリカセメントＡ種又はフライアッシュセメント

４.骨　材 アルカリシリカ反応性による区分 (６．３．１)

・18 ・21 ・24 ・30 ・15　・18

気乾単位容積質量(t/m3)

気乾単位容積質量(t/m3)

　・高炉セメントB種　　　　 適用箇所（　　　　　）

　・フライアッシュセメントB種　　　　 適用箇所（　　　　　）

　　Ａ種　　　　　適用箇所（　　　　　）

５.寒中コンクリート 適用期間　　　・図示　　　・　 (６．１１．１，２)

構造体強度補正値　

　・（6.11.2(3)(ｱ)）による

　・積算温度による

(６．１２．２)

(６．１３．１，２)適用箇所　　 ・図示による（　　　　　）　　　・　

セメントの種類

　・普通ポルトランドセメント　　　　　・中庸熱ポルトランドセメント

　・低熱ポルトランドセメント　　　　　・高炉セメントB種　　

　・フライアッシュセメントB種　　　　 ・シリカセメント

構造体強度補正値　　 ※6N/mm2　・ 　６.暑中コンクリート

７.マスコンクリート

コンクリートの種類　 ※普通コンクリート　 　・ 　　　　　　　 (６．１４．１)

セメントの種類

　※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、シリカセメントＡ種又は

　　フライアッシュセメントA種

　・高炉セメントB種　　　　・フライアッシュセメントB種

スランプ　　※15cm又は18cm　　・　

設計基準強度　　※18N/mm2　　・　

８.無筋コンクリート

適用箇所　　　※図示による以外は（6.14.1(4)(ｱ)～(ｶ)）による　　　　・　

適用箇所　　 ・図示による（　　　　　）　　　・　 (６．１５．１)

(６．６．４)(６．８．１)打継ぎの位置　　※梁及びスラブ　スパンの中央又は端から1/4

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ (６．２．５)

種　別 適 用 箇 所

コンクリートの仕上りの平たんさ　

種　別 適 用 箇 所

・ A種

・ C種

・ B種

・ a種

・ b種

・ c種

・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

(打放し仕上げ部) 　・20㎜ 　　・　

・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

　・10㎜　　　・20mm　　　・　

(６．８．１)

せき板の材料及び厚さ

・合板（※12mm　　・　　）　　　　・　

・断熱材を兼用した型枠材

　適用箇所　　 ・図示　　・　

(６．８．２)

　　　　　　　　※柱及び壁　　　スラブ、壁梁又は基礎の上端

　　　　　　　　・図示による（　　　　　　　　　　）

目地寸法　 ※幅　20mm　　深さ10mm　程度 　　・図示による（　　　　　）

ひび割れ誘発目地の位置・形状・寸法　 ・図示による（　　　　　）

・MCR工法用シート

　適用箇所　　 ・図示　　・　

スリーブの材種及び規格等　　・つば付き鋼管（外壁の地中部分等水密を要する部分）

　　　　　　　　　　　　　　・硬質ポリ塩化ビニル管（地中部分で水密を要しない部分）　

　　　　　　　　　　　　　　・溶融亜鉛めっき鋼管（嘔気以外の円形スリーブ）　

　　　　　　　　　　　　　　・鋼管　　　　　押え金物の材質、形状及び寸法

９.流動化

　 コンクリート

１.補強コンクリート

　 ブロック造

ブロックの種類等　 （８．２．２，３，５）

断面形状及び

(mm)

正味厚さ ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm)

長さ 高さ

化粧の

有無
適用箇所 備考

圧縮強さによる区分

・無 ・有

・無 ・有

・Ｃ種(16Ｗ)

・Ｃ種(16)

・無 ・有

各部の配筋

　※図示による　　　　・　

目地仕上げ

　・押し目地仕上げ

　・化粧目地仕上げ

まぐさを受ける開口部両側のブロックのモルタル又はコンクリートで充填する範囲

　※図示による　　　・　

２.コンクリート

　 ブロック帳壁

　 及び塀

ブロックの種類等 （８．３．２～４）

断面形状及び 正味厚さ

長さ 高さ圧縮強さによる区分

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm) 化粧の

有無
備考

（表８．３．１）

以外の適用箇所

・

・型枠状ブロック 20

・空洞ブロック Ｃ(16)

・無 ・有

・無 ・有

・無 ・有

塀に用いるブロックの正味厚さ(mm)　

(mm)

　※高さ2m以下の場合 120mm　2mを超える場合 150mm　・図示による（　　　　）

(㎜)

　※図示による　　　・　

各部の配筋　　

　※図示による　　　・　

３.ALCパネル ALCパネルの区分等 （８．４．２～５）

区　　分
正荷重 負荷重

厚さ 幅及び

長さ

耐火性能 構法の

種別（時間）

・外壁用 ・一般

・コーナー

・平

・意匠

・ ・ ・なし

・1

・Ａ種

・Ｂ種よる

図示に

・屋根用

・床用
ー

ー ー

ー

ー ー

・

・

・

ー

・0.5

・1

・2

・Ｃ種

・Ｄ種

・Ｅ種

※Ｆ種
よる

図示に

よる

図示に

・間仕切

　壁用

・一般

・コーナー

・平 

・意匠

・なし

・1よる

図示に

パネルの相互の接合部に挿入する耐火目地材

・

・

・

・

・120

・100

・100

・100

・100

　・図示による（　　　　　）　　　・　

・外壁パネル構法、屋根及び床パネル構法

　　耐風圧性能（　　　　　　　　　　　　　　　）

(８．４．２)

(８．４．４)

　　耐震性能　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　耐震性能　（　　　　　　　　　　　　　　　）

パネル幅の最小限度（mm）

　　・300未満（・図示　　・　　　　　　　　　　）

パネルの短辺小口相互の接合部、出隅及び入隅のパネル接合部並びにパネルと多部材との取り合い部の

伸縮目地の目地幅（mm）

　　※10～20　　・図示による

伸縮目地への耐火目地材の充填　・適用する　　・適用しない

・間仕切壁パネル構法

(８．４．３，４)

(８．４．３、４)

(８．４．３～５)

(８．４．３，５)

鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状　

単位荷重(N/mm2) 

７

７

４.押出成形セメント

　 板（ECP）

（８．５．２～５）

パネルの種類 形状  厚さ(mm) 幅(mm) 工法の種別 備考

・外壁パネル

　パネル

・間仕切壁

・ Ｆ

・ Ｄ

・ Ｔ

・ Ｆ

・ Ｄ

・ Ｔ

・50 ・60 ・　

・50 ・60

　60

・50 ・60 ・ 

・50 ・60

　60

※600

・

※600

・
・Ａ種 ・Ｂ種

・Ｂ種 ・Ｃ種

注）Ｆ：フラットパネル、Ｄ：デザインパネル、Ｔ：タイルベースパネル

・外壁パネル工法

　　耐風圧性能（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　耐震性能　（　　　　　　　　　　　　　　　）

・間仕切壁パネル構法

　　耐震性能　（　　　　　　　　　　　　　　　）

耐火構造以外の目地及び隙間の処理

　※パネルの製造所の仕様による　　　　・　

パネル幅の最小限度(mm)

　・300未満（・図示　　・　　　　　　　　　　）

パネルの相互間の目地幅(mm)

　長辺の目地幅　・10以上　　・図示による

　短辺の目地幅　・15以上　　・図示による

(８．５．４)

(８．５．３)

出隅及び入隅のパネル接合部の伸縮目地の目地幅(mm)

　※15程度(シーリング材を充填)　　・図示による

溝堀及び開口部の措置

　やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とし、欠損部分を考慮した強度を確認

　した資料を提出する。

孔あけ及び欠き込みの大きさ 切断後のパネルの残り部分の幅

短辺

長辺

短辺

長辺

パネルに孔あけ

パネルに欠き込み

を設ける場合

を設ける場合 500mm以下

パネル幅の 1/2 以下、かつ、300mm以下

500mm以下

150mm以下

300mm以下

300mm以下

300mm以下

パネル幅の 1/2 以下、かつ、300mm以下

(８．５．３，４)

(８．５．３，４)

(８．５．３，４)

(８．５．３，４)

10.打継ぎの位置、

　 打継ぎ目地、

　 ひび割れ誘発

　 目地

11.構造体コンク 

　 リートの仕上り

12.打増し厚さ

13.型枠

事
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事
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事
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事
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・
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工事名称 図面No.

図面名称 設計日
滋賀県立大学財務課

NOSCALE

株式
会社 総合設備コンサルタント

30

（但し現場事務所にかかるものは有償）

（但し現場事務所にかかるものは有償）

ＳＲ－１

2025年3月

令和7年　3月　日

内部壁洗面カウンタｰ取合い、ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板

換気扇フード周囲

建築工事特記仕様書２

A-01滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事



章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項

　気密性の等級（・　　　　　　）

　水密性の等級（・　　　　　　）

　枠の見込み寸法（・建具表による　　・　　　　　）

　防音ドア・防音サッシ　　遮音性の等級（・　　　）

　断熱ドア・断熱サッシ　　断熱性の等級（・　　　）

　（・建具表による　　・　　　　　　）

　（・建具表による　　・　　　　　　）

　外部に面する建具の種別　・Ａ種（※建具表による　・　　　　）

　　　 　　　　　　　　 　・Ｂ種（※建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　　　　 　 ・Ｃ種（※建具表による　・　　　　）

　　　　　　（・建具表による　・　　　　　　　　）

　　　　　　（・建具表による　・　　　　　　　　）

工法

　結露水の処理方法　　・水貯め式　　　・排水式

　　　　　　　着色　・標準色（　　　　　）　　・特注色（　　　　　）　

　　屋内の建具

　　　　　　　着色　・標準色（　　　　　）　　・特注色（　　　　　）　

　　外部に面する建具

　表面処理

形状及び仕上げ

　水切り板、ぜん板　　※図示による　・　

種類 材質 線径 網目

・

※16～18メッシュ※0.25㎜以上
・ガラス繊維入り合成樹脂製

・
・防虫網

・防鳥網 ステンレス(SUS304)線材 1.5㎜ 網目寸法15㎜

６.網戸等

７.樹脂製建具 [５．２．２][５．２．２～５]

[５．２．３、５．３．３]

性能値等

　耐風圧性の等級（・　　　　　　）

　気密性の等級（・　　　　　　）

　水密性の等級（・　　　　　　）

　（・建具表による　　・　　　　　　）

　（・建具表による　　・　　　　　　）

　（・建具表による　　・　　　　　　）

　外部に面する建具の種別　・Ａ種（※建具表による　・　　　　）

　　　 　　　　　　　　 　・Ｂ種（※建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　　　　 　 ・Ｃ種（※建具表による　・　　　　）

　防音ドア・防音サッシ　　　　　遮音性の等級（・T-1　・T-2 ）

　外部 に面する建具の日射熱取得性の等級　・　

　断熱ドア・断熱サッシ　　　　　断熱性の等級（・H-4　・H-5　・H-6　・H-7　・H-8　・　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　（・建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　（・建具表による　・　　　　）

　　　　　　　種別　・BB-1種　　・BB-2種　　・（表14.2.1）

　　　　　　　種別　・BB-1種　　・BB-2種　　・（表14.2.1）

・合成樹脂製

※ステンレス(SUS316)製

　枠の見込み寸法　　・建具表による　・　

形状及び仕上げ

　表面色　　・標準色（　　　　　）　　・特注色（　　　　　）　

工法

　水切り板、ぜん板　　※図示による　　・　

性能値等

　　　　　　　　　　　・適用しない

　外部に面する建具の耐風圧性　耐風圧性の等級　（・　　　　　）

８.鋼製建具 [５．２．２][５．４．２～４][表５．４．２]

　簡易気密型ドアセット・適用する（・建具表による　・　　　　）

　・耐震ドアとする場合　　面内変形追従性の等級（・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　（・建具表による　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　（・建具表による　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　（・建具表による　・　　　　　）

　断熱ドア・断熱サッシ　　　　断熱性の等級（・　　　　　　　）

　防音ドア・防音サッシ　　　　遮音性の等級（・　　　　　　　）

[５．２．２～５][表５．２．２]

　建具 性能値等 

　耐風圧性の等級（・　　　　　　）

５.アルミニウム製

　（・建具表による　　・　　　　　　）

　　・　

　　※建具表による　　　

　標準型鋼製建具の形式及び寸法

　　　　　　　　　　・　　㎜　使用箇所（　　　　　）　　

　　鋼板類の厚さ　　※[表5.4.2]による　　　・　

形状及び仕上げ

９.鋼製軽量建具

　　　　　　　　　　　・適用しない

　外部に面する建具の耐風圧性　耐風圧性の等級　（・　　　　　）

　簡易気密型ドアセット・適用する（・建具表による　・　　　　）

　・耐震ドアとする場合　　面内変形追従性の等級（・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　（・建具表による　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　（・建具表による　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　（・建具表による　・　　　　　）

　断熱ドア・断熱サッシ　　　　断熱性の等級（・　　　　　　　）

　防音ドア・防音サッシ　　　　遮音性の等級（・　　　　　　　）

材料

　鋼板　 亜鉛めっき鋼板　・ビニル皮覆鋼板　・カラー鋼板　・ステンレス鋼板※

性能値等

[５．２．２][５．４．２～４]

点検口の類のくつずりの材料　　　・　

２.防火戸

・指定する　適用箇所（・建具表による　　・　　　）

・指定しない

防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸とヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器との連動

・連動させる（・建具表による　・　　　　　）

・連動させない

[５．１．４]

３.見本の製作等 [５．１．５]

建具見本の製作　　　　　・行う（建具符号：　　　　）　　※行わない

建具見本製作の目的等　　・　

特殊な建具の仮組　　　　・行う（建具符号：　　　　）　　※行わない

４.防犯建物部品 

・適用する（※建具表による　・　　　　） 

・適用しない

[５．１．７]

９

建具材の加工、組立時の含水率　　※Ａ種　　・　　

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

※F☆☆☆☆　　　・

12.木製建具 [５．７．２～４]

表面材の合板の種類

合板の種類 規格等 備考

・普通合板

板面の品質（※広葉樹１等　・　　　　　）

接着の程度（・１種　・２種）

・天然木化粧合板 樹種名（　　　　　　　　　）

接着の程度（・１種　・２種）

・特殊加工化粧合板 化粧加工の方法

※プリント　・ポリエステル化粧合板

・メラミン化粧合板

接着の程度（・１種　・２種）

・ＭＤＦ

表面の樹種　・　

表裏面の状態による区分（　　　　　　　　　）

曲げ強さによる区分（　　　　　　　　　　　）

接着剤による区分（　　　　　　　　　　　　）

難燃性による区分（　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　引戸の召合せかまちのいんろう付きの適用　　　・適用する　　　・適用しない

・かまち戸

　　かまち樹種（　　　）　鏡板樹種（　　　）

　　見込み寸法　　※36㎜　　・建具表による　　・　　　　

・ふすま

　　張りの種別（・Ⅰ型　・Ⅱ型）

　　上張り（押入等の裏側以外）　　・鳥の子　・新鳥の子又はビニル紙程度

　　縁仕上げ　　・塗り縁　　・生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

　　見込み寸法　　※19.5㎜　　・建具表による　　・　　　

・戸ぶすま

　　見込み寸法　　※30㎜　　・建具表による　　・　　　

・紙張り障子

　　見込み寸法　　※30㎜　　・建具表による　　・　　　

枠、くつずりの材料　　・建具表による　　・　

　　表面板の仕上げ　　　・建具表による

　　表面板の厚さ　・　　　　　　　※[表５．７．６]による　

[５．７．１～３]13.建具用金物

握り玉及びレバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置　

　　　・建具表による　　　・　　　

　鍵の製作本数　　※各室　３本１組（室名札付き）　　・　　　

　マスターキー　　・製作する（既存のマスターキーに合わせる　・　　）　・製作しない

鍵箱　　　　　　※有り　・無し

鍵

戸の開閉方式　・建具表による　　　・　

・引き戸用駆動装置

駆動装置及び検出装置の性能

[５．９．２、３]

　　性能値　　　※[表5.9.1]による（防錆　・適用する　　・適用しない）

・車椅子使用者用便房出入り口引き戸用駆動装置

　　　　　　　　・　

・引き戸用検出装置

　　　　　　　　・　

　　　　　　　　・　

　　性能値　　　※[表5.9.2]による（防錆　・適用する　　・適用しない）

　　性能値　　　※[表5.9.3]による（防錆　・適用する　　・適用しない）

　タッチスイッチの種類　　・無線式タッチスイッチ　　・光線式タッチスイッチ

　車椅子使用者用便房スイッチの種類　　・大形押しボタンスイッチ　・非接触スイッチ

凍結防止措置　　・行う　　　・行わない

引き戸用検出装置の種類[表5.9.4]　　　　　　※建具表による　　・　

14.自動ドア開閉装置

シャッターの種類　・管理用シャッター 

　　　　　　　　　・外壁用防火シャッター

　　　　　　　　　・屋内用防火シャッター

　　　　　　　　　・防煙シャッター

外壁開口部に設ける重量シャッターの耐風圧強度　（　　）pa

開閉方式の種類　　※電動式（手動併用）　・手動式

安全装置

　電動式シャッターの急降下制動装置、急降下停止装置

　　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　）

　電動式シャッターの障害物感知装置

　　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　）

　屋内用防火シャッター又は防煙シャッターの危害防止装置

　　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　）

15.重量シャッター [５．１１．２、３]

管理用シャッターのシャッターケース　・設ける　　・設けない

16.軽量シャッター 

開閉方式の種類　　※手動式　・電動式（手動併用）

耐風圧強度（　　）pa

安全装置

　電動シャッターの障害物感知装置

　　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　）

[５．１２．２～４]

スラットの形状　・インターロッキング形　・オーバーラッピング形

10.ステンレス製建具 [５．２．２][５．４．２][５．６．２～５]

　　　　　　　　　　　・適用しない

　外部に面する建具の耐風圧性　耐風圧性の等級　（・　　　　　）

　簡易気密型ドアセット・適用する（・建具表による　・　　　　）

　・耐震ドアとする場合　　面内変形追従性の等級（・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　（・建具表による　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　（・建具表による　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　（・建具表による　・　　　　　）

　断熱ドア・断熱サッシ　　　　断熱性の等級（・　　　　　　　）

　防音ドア・防音サッシ　　　　遮音性の等級（・　　　　　　　）

性能値等

形状及び仕上げ

　表面仕上げ　　※ＨＬ　　・鏡面仕上げ　　・　　　　

・強化ガラス

材料板ガラスによる種類 種　類 性　能

・Ⅰ類　・Ⅲ類
・フロートガラス

・型板ガラス

・フロート強化ガラス

・熱線吸収強化ガラス

・型板強化ガラス

・熱線吸収板ガラス

品　種

・１種　　・２種
・熱線吸収フロート板ガラス

・熱線吸収網入磨き板ガラス

・複層ガラス

・断熱複層ガラス

・日射熱遮へい複層ガラス

・１種

・２種

・３種 ・U-3-1　・U-3-2

　E4

　U2

　U1

品　類 断熱性 日射熱遮へい性

・熱線反射ガラス

・熱線反射ガラス

・高性能熱線反射ガラス

　色調（・ブルー　・グレー）

　A種

・A種　・B種

　B種

・１種

・２種

・３種

・ブルー ・グレー ・ブロンズ

色　調性　能

日射遮へい性 耐久性品　類

　反射被膜面　・内面　・外面

　映像調整　　・行わない　・行う

・倍強度ガラス

材料板ガラスによる種類の名称 色　調

・フロート倍強度ガラス

・熱線吸収倍強度ガラス
・グレー　・ブルー　・ブロンズ

・学校用強化ガラス

ガラスの留め材及び溝の大きさ

建具の種類 ガラス留め材の種別

・グレイジングチャンネル

※建具の製造所の仕様による

・図示による

・
アルミニウム製建具

鋼製及び鋼製軽量建具 ・

※建具の製造所の仕様による

・図示による

・

ステンレス製建具 ・

樹脂製建具

※建具の製造所の仕様による

・図示による

・

※建具の製造所の仕様による

・図示による

・

ガラスブロック積み

表面

形状
呼び寸法 厚さ

色調

ク

リ

ア

乳

白

目地幅(㎜） 

曲面積み平積み

伸縮調整

目地(㎜）
防火性能

・正方形

・長方形

・125×125

・160×160

・200×200

・320×320

・250×125

・320×160

・95

80

・125

・95

・125

95

80

95

※8～15

・15～25

・

外側

※15以下

・

内側

※6以上

・

※6ｍ以下

　ごとに

　幅10～25

・図示による

※無し

・あり

・ ・

・・

壁用金属枠及び補強材　　・図示による

ガラス溝の大きさ(㎜)

[５．１３．５]

※シーリング材

※シーリング材

※シーリング材

※グレイジングガスケット

化粧目地モルタルの色（　・白　　　・グレー　）

シーリングの種類　　（・SR-1　　・PS-1）

金属製化粧カバー　　材質　　・ステンレス製　　・アルミニウム製

　　　　　　　　　　寸法　　・図示による　　　・　

　　　　　　　　　　形状　　・図示による　　　・　

工法

１.改修範囲

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

　※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　・図示による

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲 　

既存天井の撤去に伴う取合い部の壁面の改修 　※既存のまま　・図示による

[６．１．３]

・４種以上

　色調（・ブロンズ ・シルバー）

16.オーバーヘッド

　 ドア 形式及び機構

風圧力に

よる強さ

の区分
による区分

セクション材料 開閉方式

による区分 による区分

収納形式 ガイドレールの

材料

・50

・75

・100

・125

・スタンダード形

・ローヘッド形

・ハイリフト形

・バーチカル形

※溶融亜鉛めっき

　鋼板

・ステンレス鋼板

　(※SUS04、SUS430J1L

　又はSUS443J1

・　　　　　　　　 )

※スチールタイプ

・アルミニウムタイプ

・ファイバーグラスタイプ ・電動式

・チェーン式

※バランス式

電動式オーバーヘッドドアの障害物感知装置　　

　　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　）

[５．１３．２、３]

18.ガラス [３．７][５．１４．２～４]

・網入磨き，熱線吸収板合わせガラス

・網入磨き，フロート板合わせガラス

品種 構成種類 性　能

・網入磨き合わせガラス

・フロート合わせガラス
・フロート板合わせガラス

・熱線吸収，フロート板合わせガラス

・Ⅰ類

・Ⅱ-1類　・Ⅱ-2類

・Ⅲ類

・JAS 1083-2　製材・第２部に基づく造作用製材

保存処理含水率材面の品質寸法(㎜)施工箇所

施工箇所 寸法(㎜） 等級 含水率 保存処理

・

・

・

※Ａ種 ・Ｂ種 ・　

※Ａ種 ・Ｂ種 ・　

※Ａ種 ・Ｂ種 ・　

見え掛り面 ・　　※上小節

・　　※小節以上

・JAS 1083-6　製材・第６部に基づく広葉樹製材

・※ １ 等 　
※１０％以下

・Ａ種 ・Ｂ種 ・　

・※ １ 等 　
※１０％以下

・Ａ種 ・Ｂ種 ・　

・※ １ 等 　
※１０％以下

・Ａ種 ・Ｂ種 ・　

びわこ材の適用

びわこ材の適用

施工箇所 寸法(㎜) 材面の品質 防虫処理 含水率

・JAS 1083（製材）以外の製材

・

(　　　　　 )

造作材の場合

(※Ａ種・Ｂ種)

・適用する

・適用しない
・Ａ種 ・Ｂ種 ・　

・

(　　　　　 )

造作材の場合

(※Ａ種・Ｂ種)

・適用する

・適用しない
・Ａ種 ・Ｂ種 ・　

・

(　　　　　 )

造作材の場合

(※Ａ種・Ｂ種)

・適用する

・適用しない
・Ａ種 ・Ｂ種 ・　

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

施工箇所 樹種 寸法(㎜） 見付け材面 見付け材面の品質

・ 

・

見付け材面の

品質
見付け材面

化粧薄板の

 厚さ(㎜）

寸法

(㎜）
樹種施工箇所

施工箇所 樹種 寸法(㎜）

・

見付け材面の品質 含水率

施工箇所 樹種
寸法

（㎜）

化粧薄板の

 厚さ(㎜）

見付け材

面の品質
含水率

・

※１等　・２等

※１等　・２等化粧薄板：

芯材：

※15％以下　 ・ 

※15％以下　 ・ 　　　

芯材：

化粧薄板：

・ ※１等　・２等

・ ※１等　・２等

・※15％以下　 ・ 

・※15％以下　 ・ 

・
※１等　・２等化粧薄板：

芯材：

・
※１等　・２等化粧薄板：

芯材：

・
※15％以下　 ・ 　　　

芯材：

化粧薄板：

・
※15％以下　 ・ 　　　

芯材：

化粧薄板：

施工箇所 樹種
寸法

（㎜）

化粧薄板の

 厚さ(㎜）

見付け材

面の品質
含水率

・
※15％以下　 ・ 　　　

芯材：

化粧薄板：

・
※15％以下　 ・ 　　　

芯材：

化粧薄板：

・
※15％以下　 ・ 　　　

芯材：

化粧薄板：

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成材

・JAS 0701 に基づく製材造作用単板積層材

施工箇所 厚さ(㎜）

・

・有り

（加工　・天然木化粧加工

　　　　・塗装加工）

・無し（等級：　　）
・適用しない

・適用する

・有り

（加工　・天然木化粧加工

　　　　・塗装加工）

・無し（等級：　　）
・適用しない

・適用する

表面の品質 防虫処理

・

[６．５．２]

[６．５．２]

びわこ材の適用

びわこ材の適用

びわこ材の適用

びわこ材の適用

びわこ材の適用

びわこ材の適用

びわこ材の適用

５.造作用集成材

６.造作用単板積層材

[６．２．２]２.既存床仕上材の

　 撤去及び下地補修

ビニル床シート等の撤去　　※仕上げ材のみ（接着剤とも） 　　　　　

　　　　　　　　　　　　  ・下地モルタルとも（・図示による　　・仕上材の撤去範囲全て）

合成樹脂塗床材の除去工法　　・機械的除去工法　　・目荒し工法

３.施工一般

材料のホルムアルデヒド放散量

[６．５．２]

　※F☆☆☆☆又は改修標準仕様書6.5.2(1)(ウ)(b)による

・JAS 1083-5　製材・第５部に基づく下地用製材

施工箇所 寸法(㎜） 等級 保存処理含水率

・

・

・

・　　※２級 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・　

・　　※２級 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・　

・　　※２級 ※Ａ種 ・Ｂ種 ・　

びわこ材の適用

４.製材

改修範囲の既存床及び下地モルタルの浮き及び欠損の補修を行うこと。

　建築基準法に基づく風圧力の（※1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

９ ９ 10

10

・合わせガラス

適用は以下によるほか，ガラスの種類・厚さは建具表による。

改

修

工

事

建

具

改

修

工

事

建

具

改

修

工

事

建

具

改

修

工

事

内

装

改

修

工

事

内

装

　※壁面より両側600㎜程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　・図示による

工事名称 図面No.

図面名称 設計日
滋賀県立大学財務課

NOSCALE

株式
会社 総合設備コンサルタント

2025年3月

令和7年　3月　日

建築工事特記仕様書３

A-02滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事



章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項

改

修

工

事

内

装

・

・

・

・

・

※5.5

・２類

※１類 ・適用する

・適用しない
※Ｃ－Ｄ以上　・

針葉樹

広葉樹

※２等以上 ・１等

・

・

・

防虫処理板面の品質接着の程度
樹種名

単板の

（㎜）
施工箇所

厚さ

・「合板の日本農林規格」による普通合板

[６．５．２]

びわこ材の適用

７.合板等

・

・適用しない

( 　 )

・適用する

・適用しない

・適用する

・
・

・特類

※１類

・

・適用しない

( 　 )

・適用する

・適用しない

・適用する

・
・

・特類

※１類

の適用

・

板面の

品質

・適用しない

( 　 )

・適用する

・適用しない

・適用する

・

※12

（㎜）

厚さ
防虫処理 強度等級

・

以上

※Ｃ－Ｄ

・特類

※１類

・１級

以上

※２級

施工箇所 等級
樹種名

表板の

程度

接着の

防虫処理接着の程度単板の樹種名厚さ(㎜)施工箇所

・
・適用しない

・適用する・1類 ・特類

・1類　・2類 ・

防虫処理接着の程度厚さ(㎜)
単板の樹種名

化粧板に使用する
施工箇所

・1類・2類 ・

適用

防虫処理の

方法

化粧加工の

樹種名

単板の
接着の程度

(㎜)

厚さ
施工箇所

・・

※13タイプ ※Ｐ又はＭ

・

※15

（㎜）

厚さ

よる区分

難燃性に

よる区分

耐水性に

よる区分

曲げ強さに

による区分

表裏面の状態
施工箇所

施工箇所

・JAS 0360 に基づく構造用パネル

・パーティクルボード

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

・「合板の日本農林規格」による構造用合板

施工箇所 寸法(㎜)

・１級　・２級　・３級　・４級

・１級　・２級　・３級　・４級

[６．８．２]

等級

びわこ材

びわこ材の適用

びわこ材の適用

びわこ材の適用

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

・適用する

・適用する

・ＭＤＦ

よる区分

曲げ強さに 接着剤に

よる区分

難燃性に

よる区分(㎜)

厚さ 表裏面の状態

による区分

接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※F☆☆☆☆　　・　

[６．５．３、４]

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

・図示による　　・　

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

適用部材 保存処理性能区分

・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

適用部材 処理の方法 薬剤の種類

※JISK1571に適合又は同等品※薬剤の製造所の仕様による

・

・

・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理

適用部位（　　　　　　　　　　　　）

・合板等の加圧注入処理等適用

・防腐・防蟻処理を省略できる樹種による製材

適用部位（ ）

適用部位（　　　　　　　　　　　　）

[６．５．３]

８．接着剤

９．防腐・防蟻処理

寸法(㎜）施工箇所

・JAS 0701 以外の造作用単板積層材

の適用
樹種 寸法

接着性能

（使用環境）
種別

（強度等級）

曲げ強度
品名施工箇所

・JAS 3079 に基づく直交集成材

含水率 防虫処理

・

・適用する

・適用しない・

※14％以下
・有り

（加工　・天然木化粧加工

・塗装加工）

・無し（等級： 　）

・有り

（加工　・天然木化粧加工

・塗装加工）

・無し（等級： 　）

表面の品質

・

・適用する

・適用しない・

※14％以下

びわこ材の適用

びわこ材

10

改

修

工

事

内

装

改

修

工

事

内

装

改

修

工

事

内

装

・壁胴縁、野縁受桟、野縁及び吊木に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

[６．５．９]

※杉 ・松　　　・　

野縁等の種類　屋外　※25形　・19形　　屋内　※19形　・25形

屋外形式及び寸法

[６．６．２～４]

　野縁受、つりボルト及びインサートの間隔 ・図示による ・　

　周辺部の端からの間隔　　　 ・図示による ・　

　野縁の間隔　　 ・図示による ・　

既存の埋込みインサート　・使用する　　・使用しない

あと施工アンカーの施工後の確認試験　

・行う

試験個所数　※屋内の場合、当該階において3箇所

・(　　　)箇所

・吊りボルトの間隔が900㎜を超える場合

補強方法　※図示による　　・

・天井のふところが3.0mを超える場合

補強方法　※図示による　　・

　 補強方法　※図示による　　・ 

　 補強箇所　・図示による　　・ 

　　引張試験にて確認する強度

※吊りボルト受け等の間隔が900㎜程度以下かつ天井面構成部材等

の単位面積あたりの質量が20kg/㎡以内の天井の場合は400N程度)

・( 　　)N

・行わない

・天井下地材における耐震性を考慮した補強

・屋外の軒、ピロティ等の天井における耐風圧性を考慮した補強

　 補強方法　※図示による　　・ 

　 補強箇所　・図示による　　・ 

スタッド、ランナーの種類

スタッドの高さが5.0mを超える場合 ※図示による　　・

出入口及びこれに準ずる開口部の補強 ※[6.7.4(5)]による　　・

 [６．７．３、４][表６．７．１]

種類の記号 色柄 厚さ(㎜) 備考

接合部の処理　　※熱溶接工法 　・　

※2.0

・

・無地

・マーブル柄

・柄物

※FS

・

・

種類の記号 色柄 寸法(㎜) 厚さ(㎜) 備考

・無地※KT(ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ) ・300×300 ※2.0

[６．８．２、３]

・柄物 ・450×450

・

・3.0

・TT(単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・FT(複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・FOA(置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・FOB(薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・500×500

・無地

・柄物

・無地

・柄物

・無地

・柄物

・無地

・柄物

・2.5

・3.0

・

・

・

・300×300

・450×450

・

・300×300

・450×450

・

・

・

・2.0

・4.0

・2.0

[６．８．２]

種類 性能

－

厚さ、寸法、形状（mm）

寸法：　　　厚さ：

形状：

厚さ：

厚さ：

厚さ：

寸法：　　　厚さ：

－

－

－

・帯電防止床シート

・帯電防止床タイル

・視覚障害者用床タイル

・耐動荷重性床シート

・防滑性床シート

・防滑性床タイル

シート・タイルの種別

材料

[６．８．２]

高さ(㎜) 　※60　　・75 ・100

厚さ(㎜)　　・　 ※1.5以上

材質の種類　　・軟質 ・硬質

種類　　・単層品　　　・積層品 

色柄　　（　　　 ）

厚さ(㎜) ・3.0　 ・4.5　 ・6.0　　・9.0

寸法(㎜)（　　　 ）

・織じゅうたん

織り方 パイル形状

・ウィルトンカーペット

・ダブルフェースカーペット

・アキスミンスターカーペット

・カットパイル

・ループパイル

・カット/ループパイル

　色柄（※模様のない無地　　・　 　）

　パイル糸の種類等

※無地の織りじゅうたんの種別（・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種）

[６．８．２]

[６．９．２、３][表６．９．１]

14.壁及び天井下地

15.軽量鉄骨天井下地

16.軽量鉄骨壁下地

17.ビニル床シート

※図示による

・[表6.7.11]によるスタッドの高さによる区分に応じた種類 ・

18.ビニル床タイル

19.特殊機能床材

20.ビニル幅木

21.ゴム床タイル

22.カーペット敷き

[６．５．５]・　

※JAS1083-6(製材-第6部：広葉樹製材)に基づく保存処理性能区分K1の防虫処理を行う

・ラワン材等

仕切軸組及び床

組み

・間仕切軸組に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

※杉又は松 　　・　

・床組に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

※杉又は松 　　・　

[６．５．６]

※吊元枠、水掛りの下枠及び敷居はひのき、その他は松又は杉

・窓、出入口その他に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）その他

・縁甲板及び上がりかまちに用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

※ひのき 　・　

[６．５．７]

[６．５．８]

10．防虫処理

11.RC造等の内部間

12.窓、出入口

13.床板張り

・タイルカーペット

パイルの形状 種類 施工箇所 寸法(㎜) 総厚さ(㎜) 備考

※6.5

・

※6.5

・

※6.5

・

※500×500

※500×500

※500×500

・

・

・

※第一種

・第二種

※ループパイル

・カットパイル

・カット、ループ

併用

・第一種

・第二種

・第一種

・第二種

タイルカーペットの敷き方　平場 ※市松敷き　・模様流し

　階段部分　※模様流し　・市松敷き　

見切り、押え金物

　　材質　　（　 ）

　　種類　　（　 ）

　　形状等　 ※図示による

種別 工法 仕上げの種類施工箇所

・厚膜型塗床材

弾性ウレタン樹脂系塗床

・厚膜型塗床材

エポキシ樹脂系塗床

・薄膜型塗床材

※平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・つや消し仕上げ

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・薄膜流し展ベ工法

・厚膜流し展ベ工法

・樹脂モルタル工法

※平滑仕上げ

塗床材のホルムアルデヒド放散量　　※F☆☆☆☆　　・　

[６．１０．２、３]

[６．１１．２～６]

23.合成樹脂塗床

24.フローリング張り

　帯電性　　・適用する ・適用しない

　織じゅうたんの接合方法　　※ヒートボンド工法 ・つづり縫い

　下敷き材　　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種1号　呼び厚さ 8㎜

・タフテッドカーペット

パイル形状 パイル長さ(㎜) 工法 帯電性 備考

・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループ

併用

・5～7　・

・4～6　・

・

・全面接着工法

・グリッパー工法

・

・適用する

・適用しない

下敷き材（グリッパー工法の場合）

※反毛フェルト（JIS L 3204)の第２種２号　呼び厚さ　8㎜　　・　

・普通合板 表面の材種

生地、透明塗料塗り

（※ラワン程度　・ ）

不透明塗料塗り

（※しな程度　・　　　　）

板面の品質（　　　）

厚さ(㎜)（※図示による　・　　　）

・防虫処理

MDF

HB

IB

樹種名（　　　　　　）

厚さ(㎜)（※図示による　・　　　）

防虫処理　・行う　・行わない

化粧加工の方法

・天然木化粧合板

・特殊加工化粧合板

（・オーバーレイ　・プリント　・塗装）

表面性能（　　　　　）タイプ

厚さ(㎜)（・図示による　・　　　）

防虫処理　・行う　・行わない

・メラミン樹脂化粧板 JIS K 6903 による厚さ（※1.2 ・　　）

・ポリエステル樹脂化粧板

イバーボード

・図示による　・3　・7　・9　・12　・

・単板張りパーティクルボー

ド

・無研磨板（VN)　・研磨板（VS)

・図示による　・10　・12　・15　・18　・

・化粧パーティクルボード ・単板オーバーレイ（DV)

・プラスチックオーバーレイ（DO)

・塗装（DC)

※図示による　・10（難燃）・12（難燃）・

・ハードボード（素地）

・ハードボード（化粧）

・インシュレーションボード

・未研磨板（RN)（・スタンダード　・テンパード）

・研磨板（RS)（・スタンダード　・テンパード）

・内装用（DI)　・外装用（DE)

※図示による　・2.5　・3.5　・5　・7

Ａ級（・天井仕上　・内装仕上　・　　）

※図示による　・9　・12　・15　・18

・耐水合板 ・特類　・１類　・２類

・ミディアムデンシティファ

[６．１６．２～４]

　　床タイル以外　（・図示による　・　　）

伸縮調整目地の位置　床タイル　（ ※縦、横とも 4m 以内ごと　・図示による　・　 ）

見本焼き

・行う(範囲、仕様等は図示による)　・行わない

試験張り

・行う(施工箇所： 　　　)　・行わない

(mm)

タイルの形状、寸法等

施工

形状

寸法

再生材料

の適用

吸水率に

よる区分

Ⅰ

類

Ⅱ Ⅲ

類類

施

うわぐすり

無

ゆう ゆう

役物

有 無

色 耐凍害性

耐滑り性 備考
標 特

準 注
無有

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

壁タイル張りの工法

　内装タイル　　・密着張り　　・改良圧着張り

　内装タイル以外のユニットタイル　　・マスク張り ・モザイクタイル張り

既調合モルタル

(mm)

タイルの形状、寸法等

施工

形状

寸法

再生材料

の適用

吸水率に

よる区分

Ⅰ

類

Ⅱ Ⅲ

類類

施

うわぐすり

無

ゆう ゆう

役物

有 無

色 耐凍害性

耐滑り性 備考
標 特

準 注
無有

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

内外装タイル接着剤張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　　・　

・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り

・ セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り

29.タイル張り

GB-D・化粧せっこうボード(トラバ

ーチン模様）

9.5（準不燃）

GB-D(W)・化粧せっこうボード(木目) 12.5（不燃） 幅440㎜程度

模様（・柾目　・板目）専用下地材有り

※［6.11.2(2)］による　　・　

単層フローリング

樹種 厚さ、幅及び長さ工法種類

工法種類

複合フローリング

樹種 厚さ、幅及び長さ

・

※（表19.5.1）による

・

※（表19.5.3）による

※（表19.5.5）による

・

・・

・

・

・接着工法

・釘留め工法

・釘留め工法

・

・

・接着工法

・釘留め工法

・釘留め工法

※（表19.5.2）による

※（表19.5.4）による

※（表19.5.6）による

・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

・フローリングボード１等

・フローリングブロック１等 ・接着工法

（根太張り）

（根太張り）

（根太張り）

（根太張り）

・複合フローリング

（天然木化粧）

[６．１１．２～５]

[６．１１．２～５]

フローリングのホルムアルデヒドの放散量等

びわこ材の適用

・適用する ・適用しない

・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン）

下地の種類　・（表12.6.1）による床組

種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種（Ｄ種の畳床：・KT-Ⅰ　・KT-Ⅱ　・KT-Ⅲ　・KT-K　・KT-N）

衝撃緩和型畳 （畳表：・C1　・C2）

その他ボード及

び合板張り

[６．１３．２、３]

MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

※F☆☆☆☆　・　

合板のホルムアルデヒド放散量

　※[６.１３.２(２)(イ)]の(a)～(d)のいずれか　　　・　

種類 JISの記号 厚さ(㎜)、規格等

HW

MW

NW

HF

NF

0.8FK

DR

RW-B

GW-B

GB-R

GB-NC

GB-S

GB-F

GB-L

・硬質木毛セメント板

・中質木毛セメント板

・普通木毛セメント板

・硬質木片セメント板

・普通木片セメント板

・火山性ガラス質複層板

種類　※図示による

※図示による　・15　・20　・25　・

※図示による　・15　・20　・25　・

※図示による　・15　・20　・25　・

※図示による　・12　・15　・18　・21　・30　・

※図示による　・12　・15　・18　・21　・30　・

※図示による

・けい酸カルシウム板（ﾀｲﾌﾟ2）

・ロックウール化粧吸音板

・ロックウール吸音ボード 1号

・グラスウール吸音ボード32K

・せっこうボード

・不燃積層せっこうボード

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうボード

・強化せっこうボード

・せっこうラスボード

・図示による　・6　・8

・フラットタイプ(・9（不燃）・12（不燃）・　）

・凹凸タイプ（・12（不燃）・15（不燃）・　）

・25　・

・25（ガラスクロス包）　・

・12.5（不燃）・15（不燃）

9.5（不燃）　・化粧無（下地張り用）

・化粧有（トラバーチン模様）

12.5（不燃）

・12.5（不燃）・15（不燃）

9.5

表面への化粧張り等の加工

※図示による　・

接着工法の場合の不陸緩和材　 ※合成樹脂発泡シート 　・

25.畳敷き

26.せっこうボード

・現場塗装仕上げ

※ウレタン樹脂ワニス塗り

・オイルステインの上、ワックス塗り

・生地のままワックス塗り

フローリングは JAS 1073 による工場塗装品とする。

［６．１２．２］［表６．１２．１］

10 10 10

合板類の張付け　　・Ａ種　　・Ｂ種

せっこうボードの目地工法等

　目地工法の種類　※仕上表による

　突付け工法及び目透し工法のエッジの種類　・ベベルエッジ　　・スクェアエッジ

天井ボードの重ね張り

[６．１５．３、５、６]

モルタル ・現場調合材料

・既調合材料

既製目地材　・設ける　施工箇所（　　　　　）　形状（※図示による　　・ ）

・設けない

　　　種類　 ※押し目地　　・　

・設けない

壁面の仕上げ厚又は全塗り厚が25㎜を超える場合の下地処理

床の目地　　※設ける　目地割り ※２㎡程度（最大目地間隔３ｍ程度） 　・

28.モルタル塗り

モルタル及びプラスター面の素地ごしらえの種別 ※Ｂ種　・Ａ種

コンクリート面の素地ごしらえの種別 ※Ｂ種　・Ａ種

せっこうボード面の素地ごしらえの種別 ※Ｂ種　・Ａ種

ホルムアルデヒド放散量 ※F☆☆☆☆　　・　

備考防火性能
その他

・

・

繊維 塩化ビニルプラスチック

・

・

・

・

・

・

・

・

無機質

・不燃 ・準不燃

・不燃 ・準不燃

紙

・

・

壁紙の種類
施工箇所

27.壁紙張り [６．１４．２、３]

工事名称 図面No.

図面名称 設計日
滋賀県立大学財務課

NOSCALE

株式
会社 総合設備コンサルタント

・超防汚性ビニル床シート　ロンシール工業㈱　サニタリウム アルファ　SLA-8002（抽象柄）　同等品

・メラミン系不燃化粧板　t=3㎜　（出隅専用見切共）　目地・取合部シール

アイカ　セラール、セラール消臭

　　縦目地シリコンシーリング（SR-1　防カビ）

色：一般色（白）FKM6003ZMN

　柄（桃）FDA1995ZMN
既設下地 タイル貼    ：ONﾀｲﾙ工法

その他(ﾎﾞｰﾄﾞ系、ﾓﾙﾀﾙ塗)貼：M工法 下地調整を行うこと。

　指定色（緑または橙）FKM6600ZNN-74又はFKJ6502NN74

合板類、繊維板、及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量 

2025年3月

令和7年　3月　日

建築工事特記仕様書４

A-03滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事



章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項

[６．１７．２、３]

材塗り

塗厚(㎜)　・　30.セルフレベリング

改

修

工

事

装

塗

１.材料

・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所： ）

・防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

　※F☆☆☆☆　・　

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 

[７．１．３]

２.下地調整 [７．２．１～７]

※劣化部分は除去し、活膜部分は残す　・図示による　・

下地面等 種別

木部 不透明塗料塗りの場合

透明塗料塗りの場合

鉄鋼面（DP以外）

鉄鋼面（DPのみ）

亜鉛めっき鋼面

モルタル面及びせっこうプラスター面

コンクリート面（DP以外）及びALCパネル面

押出成形セメント板面

せっこうボード面及び

その他ボード面

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

※Ａ種　・Ｂ種

※Ｂ種　・Ａ種

※Ｃ種　・Ａ種　・Ｂ種

※Ｂ種　・Ａ種　・Ｃ種

・Ａ種　・Ｂ種

※Ｂ種　・Ａ種

※Ｂ種　・Ａ種

・Ａ種　・Ｂ種

※Ａ種　・Ｂ種

※Ｂ種　・Ａ種

３.素地ごしらえ [７．３．２～７]

下地面の種類
下地調整の種別

塗替え

※ 不透明塗料塗りの場合はRB種木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具等）

モルタル及びせっこうプラスター面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面（DP以外）及びＡＬＣﾊﾟﾈﾙ面

押出成形セメント板面

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面及びその他ﾎﾞｰﾄﾞ面

※ RB種　・

・

※ RB種　・

※ RB種　・

※ RB種　・

※ RB種　・

※ RB種　・

４. 錆止め塗料塗り

素地面 塗装の種類 塗装の種別 工程の種別

鋼面

めっき

亜鉛

鉄鋼面

新

規

新

規

SOP

(工程の種別は

表7.4.3)

EP-G

(工程の種別は

表7.4.3)

DP

(工程の種別は

表7.4.4)

塗替え

新規見え掛り

新規見え隠れ

塗替え 

新規見え掛り

新規見え隠れ

塗替え

新規

SOP

(工程の種別は

表7.4.5)

EP-G

(工程の種別は

表7.4.5)

DP

(工程の種別は

表7.4.6)

塗替え

新規

塗替え

塗替え

鋼製建具等

その他

鋼製建具等

その他

A種

A種

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

7.4.2(1)(イ)

(b)による。

・B種(下地調整RB種)

・C種(下地調整RC種)

7.4.2(1)(イ)

(a)による。

・A種

※A種　・B種

※A種　・B種

ー

ー

A種 ※C種　・

※A種　・

※B種　・

※C種　・

※A種　・

※B種　・

※C種　・

※A種　・

※B種　・

※C種　・

※A種　・

※B種　・

C種　・　

※B種　・

C種　・　

C種　・　

B種　・　

B種　・　

錆止め塗料塗りの種別

５.塗装

塗装の種類

・合成樹脂調合

ペイント塗り（SOP）

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具以外）

・クリヤラッカー塗り（CL)

新規

※ A種　・

※ B種　・

※ B種　・

※ B種　・

・A種

※ B種

工程

塗替え

・A種

※ B種

※ B種　・

※ A種　・

※ B種　・

※ B種　・

※ B種　・

塗装面

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り（NAD)

(着色塗料の種類：　) (着色塗料の種類：　)

※ B種　・A種 ※ B種　・A種

・耐候性塗料

塗り（DP)

・

・

・ ・A-1種　・B-1種

・C-1種

亜鉛めっき鋼面　上塗り等級（ ）級

鉄鋼面　上塗り等級（ ）級

コンクリート面等

屋内の木部

屋内の鉄鋼面

屋内の亜鉛めっき鋼面

押出成形セメント板面

コンクリート面及び

※ B種　・

※ B種　・

※ B種　・

※ A種　・

※ A種　・

※ A種　・ B種

・合成樹脂エマルションペイント塗り（EP) ※ B種　・

・Ａ種　・Ｂ種コンクリート面（DPのみ）

ｺﾝｸﾘｰﾄ面（DPのみ）

・つや有合成樹脂

エマルションペイ

ント塗り（EP-G)
・ B種　※ A種

・ B種　・A種

・ B種　・ A種

・ウレタン樹脂ワニス塗り（UC)

・ステイン塗り

・木材保護塗料塗り（WP)

・ピグメントステイン塗り

・オイルステイン塗り(OS)

※ B種　・ A種 ※ B種　・ A種

※ B種　・

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り(コンクリート面、モルタル面、せっこうプラスター面、

せっこうボード面、その他ボード面）の塗替えの場合のしみ止め

※B種又はC種の場合は、[表７．９．１]の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

※B種又はC種の場合は、[表７．１０．１]の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・

クリヤラッカー塗りA種の工程２の適用

・適用しない

・適用する(着色剤：・溶剤系着色剤　・油性染料着色剤)

※ B種　・ A種

・ B種　・ A種

・ RA種　・　RB種　・　RC種

・ RA種　・　RB種　・　RC種

ウレタン樹種ワニス塗りの工程１の着色の適用

・適用する

・適用しない

オイルステイン塗りの工程等

・

塗替えで下地調整の種別がRB種の場合の既存塗膜の除去範囲 

※既存塗膜への付着状況が不明な場合は塗装の密着性試験を行うこと。

11 アンカー本体の径及び埋込み長さ　※図示による( 　　)　

１.あと施工アンカー [８．２．４]

材料等

・金属系アンカー

・引張耐力 ・ Kn ・図示による( 　　)　

・せん断耐力 ・ kN ・図示による( 　　)　

・引張耐力 ・ Kn ・図示による( 　　)　

・せん断耐力 ・ kN ・図示による( 　　)　

・接着系アンカー

アンカー筋の径及び埋込み長さ

アンカー筋の種類

・

アンカー筋の新設壁内への定着の長さ

※図示による( )　・　

※図示による( )　・　

２.穿孔

埋込み配管等の探査範囲　

※あと施工アンカー施工部分全て ・図示による( 　　)　　

埋込み配管等の探査方法　

※鉄筋探知器（金属探知器）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う

・はつり出しによる

[８．１２．４]

[８．１２．７]３.施工確認試験

試験方法 ※引張試験機による引張試験

確認強度

（D10＝ 　　　）N/本　　　

（D13＝ 　　　）N/本　

（D16＝ 　　　）N/本　

（D19＝ 　　　）N/本　

13

あ

と

施

工

ア

ン

事

工

－

カ

施工箇所 構法 備考寸法（㎜） 高さ 耐震性能 所定荷重 表面仕上材ロアユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

工

事

・置敷式

・支柱

調整式

・500×500

・

・1.0G

・0.6G

・3,000N

・5,000N

・帯電防止床

タイル

・タイルカー

ペット

（２０．２．２）１.フリーアクセスフ

帯電防止性能　　・クラス1（U≧1.2） ・クラス２（U≧0.6）

感電防止性能　　漏えい抵抗（R）≧1×106 Ω

構成材の材質　　・アルミニウム製 ・鋼製（仕上げ： ）　　・　

スロープ及びボーダー ・製造所の仕様による ・図示

空調用吹き出し（吸い込み）パネル　　・なし ・あり（形式、施工箇所：図示）

２.可動間仕切 （２０．２．３）

構造形式

構成基材の

種類

スタッド パネル

遮音性

(dB/500Hz)

表面仕上材

パネル表面

仕上げ

防火性能

・メラミン樹脂

・壁紙張り

焼付又はアク

リル脂肪焼付

・不燃・0

・12

・20

・28

・36

・スタッド式（内蔵）

・スタッド式（露出）

・スタッドパネル式

・パネル式

パネル内に取付ける建具　　・あり（※図示による　　・　　）　　・なし

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆

３.移動間仕切 （２０．２．４）

走行方向
パネル圧接装

置の操作方法

総厚さ

(㎜)

パネル表面材

材質 仕上げ

遮音性

(dB/500Hz)

操作方法に

よる種類

・平行方向

・二方向

移動式

移動式

・手動式

・電動式

・部分電動式

・プッシュ式

・ハンドル式

・

・鋼板

・

・焼付塗装

・壁紙張り

・

・36以上

・36未満

配線用取り出しパネル

フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　・20～30パーセント

配線取り出し開口　・パネル1枚につき，40mm×80mm　程度の開口1箇所以上

・図示

パネル内に取り付ける建具のドアクローザー、丁番、錠前、上げ落としは、メーカ標準仕様とする

あと施工アンカー

・使用する

種類： 　　材質：　 寸法：

・使用しない

４.トイレブース （２０．２．５）

表面材の材料

※幅木タイプ

・メラミン樹脂系化粧板

・ポリエステル樹脂系化粧板

・

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　JIS A 6512 によりＦ☆☆☆☆以上

脚部

種類

※製造所の仕様

・アルミニウム製

・ステンレス製

・

材質

・標準

・Ｒ

形状

ドアエッジ

・脚金物タイプ

５.視覚障害者用床タ

イル

（１１．２．２）（１９．２．２）

施工箇所 種類 寸法(㎜）  厚さ(㎜）

屋内

屋外

・塩化ビニル製

・セラミックタイル

・レジンコンクリート製

・コンクリート製

・セラミックタイル

・レジンコンクリート製

・コンクリート製

・300×300　・

・300×300　・

・300×300　・

・300×300　・

・300×300　・ ・7.0　・

・

・

・

・

ブロックパターンはJIS T 9251 による

６.手すり

ユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

工

事

（２０．２．６）

材種　　 ・ステンレス製 ・黄銅製押出型材

・アルミニウム製押出型材　・

　　材質　ゴム又は合成樹脂

取付け工法　　※接着工法 ・埋め込み工法

幅(㎜)　・ ・約35 ・図示による

滑り止め材　形状　・タイヤ型　・　　　・ひも型

７.階段滑り止め

８.黒板及びホワイト

ボード

材料の種類及び仕上げ

・SUS304（表面処理　※HL程度 ・ ）

・鋼製　 表面処理　溶融亜鉛めっき　（※（表14.2.2）による種別（・　　　）種）

・アルミニウム　表面処理　※（表14.2.1）による種別

・集成材　表面仕上げ（・クリアラッカー ・ ）

・樹脂

（２０．２．１０）衝突防止表示

※図示　（市販品　※ステンレス製 径 30mm　・ ）

・無

厚さ（㎜） 材質

・平付型

・持出型

※アクリル板※5

・ ・

室名札

寸法（㎜）　・50×250　 ・60×250 ・図示による

取付け形式 備考

厚さ（㎜） 材質

・持出型

※5

・

ピクトグラフ（便所、車いす、階段等））

・アクリル板

・アルミ板

※平付型

寸法（㎜）　・150×150　　・図示による

取付け形式 備考

厚さ（㎜） 材質

・持出型

※5

・

・アクリル板

・アルミ板

※平付型

取付け形式 備考

案内板（館内、各階、便所）

寸法（㎜）　・600×600　　・100×600 ・200×200 ・図示による

材質及び仕上げ （２０．２．１２）

・SUS304（スリップ止め加工　※あり ・なし　）

適用安全使用温度　　・　

工法　　　※鋼製ユニット煙突(煙突用成形ライニング材 )　　・　

（２０．２．１３）

（２０．２．１２）

形式
操作

方法
種類

スラット

幅(㎜）

ボックス・レ

ールの材種
スラットの材質

幅・高さ

取付箇所

・横形

・縦形

・手動

・電動

・手動

・電動

※ギヤ式

・コード式

・操作棒式

※２本操作

コード式

・１本操作

コード式

※アルミニウム合金製

・

・アルミスラット

・クロススラット

・

※25

・

・80

・100

※鋼製

・ ・

アルミニウム

合金製

・図示による

ー

ー

（２０．２．１３）

品質等
幅・高さ

取付箇所
その他の材料スクリーンの材種操作方式

・スプリング式

・電動式

・ガラス繊維製

・合成・天然繊維製

・木製

※製造所の仕様 ・図示による

・・チェーン式

（２０．２．１４）

材料による区分　　 ※アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材

・ステンレス製

形状　　 ※角形 ・　

強さによる区分　　 ※10-90 ・　

材種　・集成材（仕上げ：　　　 ）

・アルミニウム製　押出し型材（市販品）

種別（表14.2.1）による種別　・BC-1種　 ・BC-2種

色合い　・標準色（ ）　・特注色（ 　　）

・鋼製（仕上げ： ）

仕上げ　 ※アルマイト　　　・　

※鋼製 ・樹脂製

カーテン付属物　フック（ひるかん）

溝幅×深さ(㎜）　・　

材種 寸法 形式 外枠 内枠

密閉型とは、ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したものとする。

材種 寸法 形式 備考

・アルミニ

ウム製

・

・450×450

・600×600

・一般形 ・屋内外用

・屋内用

・気密形

・額縁タイプ

・目地タイプ

・額縁タイプ

・目地タイプ

・鍵付き・屋内外用

・屋内用

・一般形

・密閉形

・450×450

・600×600

・

・アルミニウム製

・ステンレス製

・鋼製

・塩化ビニル又はゴム製

・硬質アルミニウム合金製

・ステンレス鋼(SUS304)製

・ステンレス鋼(SUS304)

・硬質アルミニウム合金

・

・

材種 受け枠 備考

（２０．３．３，４）

取付け方法

※図示による

・

（２０．４．２，３）

材種 質量区分 備考種類

・間知石

・コンクリート

間知ブロック

・花こう岩

・凝灰岩

ー

ー ー

・Ａ

・Ｂ

積み方　　　　　※谷積み　　・布積み

目塗り　　　　　・図示による　　　・　

伸縮目地　材種　・図示による　　　・　

　厚さ　・図示による　　　・　

種類　　※ 粉末ＡＢＣ消火器( ・ ４型　・ ６型　※ １０型　・ ２０型)　・

取扱表示付　　　既製品（　　　　　）ヶ所

・ 全埋込み型　Ｗ３００×Ｈ９００　鋼製焼付塗装仕上

取扱表示・扉部アクリル板マグネットキャップ付 　既製品（　 ）ヶ所

・ 半埋込み型　Ｗ３００×Ｈ９００　鋼製焼付塗装仕上

なお、申請手続きも本工事にて行うこととする

（２０．２．８）・黒板

　　色　 ※緑 ・

区分 ※焼き付け　 　・　　　

・ホワイトボード

　　種類　　・鋼製黒板 ・ほうろう黒板　　　・　

（２０．２．９）

寸法(㎜）　 　・図示による　　・　

取付箇所（ ） 

厚さ（㎜）　　※5 ・　　

枠　　　 ・有 ・無

９.鏡

・

12 12 10.表示

11.タラップ

12.煙突ライニング

13.ブラインド

14.ロールスクリーン

15.カーテンレール

16.ブラインドボックス

及びカーテン

ボックス

17.天井点検口

18.床点検口

19.くつふきマット

20.プレキャストコン

クリート

21.間知石及びコンク

リート間知ブロック

積み

22.消火器

23.消火器ボックス

１.屋外雨水排水 （２１．２．１，２）（表２１．２．１，２）

材料

備考呼び径形状種類・記号材種

・遠心力鉄筋コンクリ

ート管

・硬質ポリ塩化ビニル

管

外圧管（１種） ・Ｂ形管

・

・図示による　・　

・ＲＳ－ＶＵ

・ＶＰ

・ＶＵ

・図示による　・

基床の厚さ及び種類　　・図示による　　・　

側塊の形状及び寸法　・図示による　・　

排水桝の種類　　　　・図示による　・　

砂地業に用いる材料　　・シルト　　・山砂　　・川砂 ・砕砂

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　　※接着剤 　・　・ゴム輪

・切込砕石砂利地業に用いる材料　・再生クラッシャラン　　　・切込砂利

凍上抑制層に用いる材料　・　

　（砂を用いる場合の粒度試験）　・行う 　・行わない

現場打ちの場合のコンクリート材料

　設計基準強度　※18N/mm2　 　・　　　

スランプ　※15㎝ 又は 18㎝ 　・　

現場打ちの場合の鉄筋　　種類の記号　※SD295

現場打ちの場合の足掛け金物 　※（21.2.2(6)(ｵ)）

材質　・ステンレス製　　・鋼製 ・合成樹脂被覆加工されたもの

２.鋳鉄製ふた （２１．２．１）

種類 適用荷重 鍵名称 備考

鋳鉄製マンホ

ールふた

による。

・有り

・無し

・T-2用・水封形

・簡易密閉形(パッキン式)

・密閉形(テーパ・パッキン式)

・中ふた付き密閉形（テーパ

パッキン式）

・

・T-6用

・T-20用

気調和衛生工学会SHASE-S209

左記以外の品質等は(公社)空

３.グレーチング （２１．２．１）

材質 形式 　用途 適用荷重
メインバ

ーピッチ

亜鉛めっき

（付着量）
上面形状

・鋼製 ・受枠付き、

ボルト固定

・

・ステンレス製 ・受枠付き、

・

ボルト固定

・溝ふた(横

断用）

・溝ふた(側

溝用）

・桝ふた用

・Ｕ字溝用

・溝ふた(横

断用）

・溝ふた(側

溝用）

・桝ふた用

・Ｕ字溝用

・歩行用

・T-2用

・T-6用

・T-14用

・T-20用

・歩行用

・T-2用

・T-6用

・T-14用

・T-20用

・細目

・普通目

・細目

・(　　）

・(　　）

・凹凸形

・

・平形

・

・凹凸形

・

・平形

・

ー

ー

ー

ー

４.街きょ、縁石及び

側溝

 （２１．３．１，２）（表２１．３．１）

 街きょ、縁石、側溝

種類 形状、寸法

・図示による　・

・図示による　・

・図示による　・

・縁石

・Ｌ形側溝

・Ｕ形側溝

５.埋戻し土

※Ｂ種 　　・　

（２１．２．１）

・切込砕石砂利地業に用いる材料　・再生クラッシャラン　　　・切込砂利

・図示による　・

・図示による　・

・Ｕ形側溝ふた

・

砂地業に用いる材料　　　　　　・シルト　　・山砂 ・川砂 ・砕砂

砂利地業の厚さ　　　※100（㎜）　・図示による

・現場打ちの場合のコンクリート材料

設計基準強度　　※18N/mm2　　　・　

スランプ ※15㎝ 又は 18㎝

　現場打ちの場合の鉄面種類の記号　　※SD295

　凍上抑制層に用いる材料　・　

　（砂を用いる場合の粒度試験）　・行う 　　・行わない

工

事

排

水
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[７．４．２、３]

[７．５．２～７.１３.２]

工事名称 図面No.

図面名称 設計日
滋賀県立大学財務課

NOSCALE

株式
会社 総合設備コンサルタント

2025年3月

令和7年　3月　日

A-04

建築工事特記仕様書５

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事



章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項 章 項　目 特　記　事　項

１.一般仕様 本特記仕様書及び図面による他、建設省監修日本建築センター発行「既存建築物の吹付アスベスト粉塵

飛散防止処理技術指針・同解説」、厚生労働省「建築物等の解体等の作業及び労働者が石綿にばく露する

おそれがある建築物等における業務での労働者の石綿ばく露防止に関する技術上の指針」による。

２.技術管理

厚生労働省「石綿飛散漏洩防止対策徹底マニュアル[2.20版]」を参考とする。

建設省労働災害防止協会「建築物の解体工事における石綿粉じんのばく露防止マニュアル」を参考とする。

３.請負人の責任 受注者は、アスベストの撤去及び処分に当たっては、本特記仕様書に基づき完全に履行する事。関係法令

を遵守し、労働安全及び環境汚染の防止に努める事。又、関係官庁へ必要な届出を遅延なく行う事。

[９．１．１、３～５]４.石綿含有建材の

事前調査 ※石綿含有建材の事前調査

1. 大気汚染防止法、労働安全衛生法、石綿障害予防規則、その他石綿処理に関する諸法令に基づき実

施すること。

石

綿

含

有

建

材

の

除

去

等

５.石綿粉じん濃度測定

・ 計 点

・ 計 点

・ 計 点

・ 計 点

・　計　　　　点

出口吹出し風速1m/s以下の位置

・ 計 点

・ 計 点

・ 計 点

・ 計 点

適用 測定名称 測定時期

処理作業前
測定１

測定２

測定３

測定４

測定５・

・

・

・

・

処理作業後

（シート養生中）

処理作業後

シート撤去後

１週間以降

測定７

測定８

測定９・

・

・

測定６・

処理作業中

処理作業室内

調査対象室外部の付近

処理作業室内

セキュリティゾーン入口

集じん・排気装置の排出口

(処理作業室外の場合)

処理作業室外

・施工区画周辺

・敷地境界

処理作業室内

処理作業室内

調査対象室外部の付近

測定場所
測定点

（各施工箇所ごと）

測定時期、場所及び測定点

専門測定機関

※特定計量証明事業者認定を許可登録しているものとし、かつ、都道府県労働局に登録されている作業

環境測定機関とする。計数分析は、第１種作業環境測定士とする。

作業主任者の選出

　石綿作業主任技能講習又は平成18年3月以前の特定化学物質等作業主任者技能講習を終了したものの中か

除去作業者の教育

　ら、「石綿作業主任者」を選任しなければならない。

　作業者は、終業時に石綿則第27条に基づく教育を受けたものとする。

　また、一般健康診断、石綿健康診断及びじん肺健康診断を受信したものとし、肺機能に異常のないもの

　とする。

［９．１．２(4)］特別管理産業廃棄物管理責任者の選出

６.石綿含有建材の処理 ［９．１．２(2)］

［９．１．２(3)］

　ただし、アスベスト含有成形板の処理工事を除く。

　排出業者は、特別管理産業廃棄物管理責任者の資格を有するものを選任し管理しなければならない。

表示及び掲示

　作業従事者が見やすい箇所に次の表示及び掲示を行う。

※石綿含有建材の有無の事前調査結果の概要

※石綿を取り扱う作業場であること

※石綿の人体に及ぼす作用

※石綿取扱い上の注意事項及び使用すべき保護具

※喫煙及び飲食の禁止

※関係者以外の立入禁止

［９．１．２(6)］
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　 除去工法　　　

　周辺住民の見やすい箇所に以下の掲示を行う。

※「建築物等の解体等の作業に関するお知らせ（労働基準監督署への届出内容、粉じん飛散抑制措置

装置、暴露防止措置等）」

※事前調査結果

　保護具、保護衣

※作業内容に応じた、呼吸用保護具、保護めがねを使用すること。

　除去したアスベスト含有物の保管、運搬等

※他の内装材、廃棄物等と分別保管

※保管場所での飛散防止を施す。また、アスベスト成形板を運搬する場合は、運搬車両の荷台全体を

シートなどで覆い、飛散防止に努める。

※アスベスト等の保管場所である旨の標示を行う。

・石綿含有吹付け材の除去

　　　専門業者による責任施工とする。

　除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置

※湿潤化 ・固形化

・石綿含有保温材等（石綿含有けい酸カルシウム板第二種含む）の除去

　除去対象範囲

除去対象範囲

※（財）日本建築センター、（財）建築保全センターの技術審査を受けた除去工法によるものとし、

　除去工法

材料名 使用箇所 厚さ（mm） 処理を行う範囲

※図示　・全て

※図示　・全て

※図示　・全て

※図示　・全て

材料名 使用箇所 厚さ（mm） 処理を行う範囲

※図示　・全て

※図示　・全て

※図示　・全て

※図示　・全て

・切断等を伴う除去

※（財）日本建築センター、（財）建築保全センターの技術審査を受けた除去工法とする

除去対象範囲

・石綿含有成形板(石綿含有けい酸カルシウム板第一種)の除去

　除去した石綿含有保温材等の飛散防止

※湿潤化 ・固形化

　隔離養生（負圧不要）方法

　　・図示による　　　・　

　足場

　　・図示による　　　・　

材料名 使用箇所 厚さ（mm） 処理を行う範囲

※図示　・全て

※図示　・全て

※図示　・全て

※図示　・全て

　除去工法　　※手ばらし　　・切断等

・非石綿含有部での切断

・

※埋立処分(管理型最終処分場) ・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

※埋立処分(管理型最終処分場) ・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

※埋立処分(管理型最終処分場) ・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

　除去した石綿含有吹付け材等の処分

　除去した石綿含有けい酸カルシウム板第一種の処分

　除去した石綿含有吹付け材等の処分

※[９．１．３(2)(ｱ)]による　　・　

（廃石綿等）

（廃石綿等）

（石綿含有産業廃棄物）

・石綿含有成形板(石綿含有ケイ酸カルシウム板第一種以外)の撤去

除去対象範囲

材料名 使用箇所 厚さ（mm） 処理を行う範囲

※図示　・全て

※図示　・全て

※図示　・全て

※図示　・全て

［９．１．２(9)］

［９．１．３～５(3)］

・石綿含有せっこうボード

※埋立処分(管理型最終処分場)

・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

※埋立処分(安定型最終処分場)　・中間処分(溶融施設又は無害化処理施設)

　除去した石綿含有成形板の処分（石綿含有産業廃棄物）

・石綿含有仕上塗材（下地調整材含む）の除去

　　　吹付タイル、吹付リシン除去

　除去対象範囲

　除去工法

　　国立研究開発法人建築研究所

・水洗い工法

・手工具ケレン工法

　　「建築物の改修・解体時における石綿含有建築用仕上塗材からの石綿粉じん飛散防止処理技術」

　　に示される下記撤去工法より選定する。

・集じん装置併用手工具ケレン工法

・高圧水洗工法（15MPa以下、30～50MPa 程度）

・集じん装置付き高圧水洗工法（15MPa以下、30～50MPa 程度）

・超高圧水洗工法（100MPa以上）

・集じん装置付き超高圧水洗工法（100MPa以上）

・集じん装置付き超高圧水洗工法（100MPa以上）・同時吸引式

・超音波ケレン工法

・超音波ケレン工法（HEPA フィルター付き掃除機併用）

・剥離剤併用手工具ケレン工法

・剥離剤併用高圧水洗工法（30～50MPa 程度）

材料名 使用箇所 厚さ（mm） 処理を行う範囲

※図示　・全て

※図示　・全て

※図示　・全て

※図示　・全て
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　養生方法

・剥離剤併用超高圧水洗工法（100MPa以上）

・剥離剤併用超音波ケレン工法

・ディスクグラインダーケレン工法

・集じん装置付ディスクグラインダーケレン工法

・

・

　　・　

　　・　

・図示による

※埋立処分（管理型最終処分場） ・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

※埋立処分(管理型最終処分場) ・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・

　除去した石綿含有仕上塗材の処分

　養生材の処分（石綿含有産業廃棄物）

７.石綿含有建材除去

後の仕上げ工事

石

綿

含

有

建

材

の

除

去

等

16１.路床 （２２．２．２，３，５）（表２２．２．１）
路床の材料

種別 材料 厚さ(㎜)

・盛土

・凍上抑制層

・フィルター層

・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

・Ｄ種 ・建設汚泥から再生した処理土

・図示による

・

・図示による

・

・図示による

・

・再生クラッシャラン　　・クラッシャラン

・切込み砂利

・砂((表21.2.2)による)

※砂((表22.2.3(3))による)

・

（凍上抑制層に用いる材料に砂を用いる場合の粒度試験 ）

・行う ・行わない

・路床安定処理

安定処理の方法 ・置き換え工法 ・安定処理工法

　　　路床安定化処理用添加材料

　　　種類　　・普通ポルトランドセメント ・高炉セメントＢ種

・フライアッシュセメントＢ種

・生石灰（・特号・1号　）　・消石灰（・特号・1号　）

試験

　路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　　・行う ・行わない

　現場ＣＢＲ試験 ・行う ・行わない

　路床締固め度の試験 ・行う ・行わない

２.路盤 （２２．３．２，３，５）（表２２．３．１）

路盤の厚さ　・図示による　・　

路盤材料（(表22.3．1)による種別）

・クラッシャラン

・粒度調整砕石

・再生粒度調整砕石

・クラッシャラン鉄鋼スラグ

・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

再生クラッシャラン※

　　　添加量　・ kg/ｍ3（CBR　・3以上　・ ）

工

事

舗

装
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３.アスファルト舗装 （２２．４．２～６）（表２２．４．４）

アスファルト舗装の構成及び厚さ ※図示による 　・　

材料及び種類

アスファルト ・再生アスファルト　（・60～80 ・80～100）

・ストレートアスファルト

加熱アスファルト混合物の種類

・密粒度アスファルト混合物(13)

・細粒度アスファルト混合物(13)

・密粒度アスファルト混合物(13F)

試験　アスファルト混合物等の抽出試験　 ・行う ・行わない

４.コンクリート舗装 （２２．５．２～４，６）（表２２．５．１，３）

コンクリート舗装の構成及び厚さ

コンクリート舗装 車路及び駐車場

歩行者用通路

・図示による

・図示による

・図示による　・

※70　　・　

舗装の種類 部位 構成 厚さ(㎜)

寒冷地の縁部立下り寸法等　 ・図示

材料

早強セメント ・使用する ・使用しない

コンクリート ・（表22.5.1）による　　　・　

注入目地材料 ※低弾性タイプ ・高弾性タイプ

目地

　種類、間隔、構造　　※（表22.5.3及び図22.5.1）による　　　・図示

５.カラー舗装

・加熱系カラー舗装

（２２．６．２～４）

構成及び厚さ ・図示による

　　加熱系混合物の結合材

・アスファルト混合物

・石油樹脂系混合物　　顔料の添加量　　（ 　％）

　添加材

　　着色骨材　　　（　　　 ）

　　自然石　　　　（　　　 ）

・常温系カラー舗装

工法

・ニート工法（配合その他： ）

・塗布工法　（配合その他： ）

　　着色部の下部　・アスファルト舗装　 ・コンクリート舗装 　　・

６.透水性アスファル

ト舗装 舗装の構成　　・図示による

（２２．７．２，３，６）

材料及び種類

アスファルト ・再生アスファルト　（・60～80 ・80～100）

・ストレートアスファルト

加熱アスファルト混合物の種類

・密粒度アスファルト混合物(13)

・細粒度アスファルト混合物(13)

・密粒度アスファルト混合物(13F)

試験　　開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う ・行わない

７.ブロック系舗装

・コンクリート平板舗装

（２２．８．２，３）

・普通平板(Ｎ)

・透水平板(Ｐ)

・保水性平板(Ｍ)

・300角

・

※60

・

※砂

・モルタル

表面加工

・研ぎ出し

・洗い出し

・たたき出し

備考目地材厚さ(㎜)寸法(㎜)種類

クッション材 　　※砂　　・空練りモルタル

普通平板は（再生材１料を用いた舗装用ブロック）、透水平板は（透水性コンクリート）とする。

・インターロッキングブロック舗装

　 　　　　　　　

※普通ブロック(Ｎ)

・透水性ブロック(Ｐ)

・保水性ブロック(Ｍ)

※普通ブロック(Ｎ)

・透水性ブロック(Ｐ)

・保水性ブロック(Ｍ）

車路

歩行者用

通路

・図示

・

・図示

・

※80

※60

※5.0

※3.0

・

・

表面加工

・

種類 部位 形状寸法
厚さ 曲げ強度

(Ｎ/mm2)
備考

クッション材 ※砂 ・空練りモルタル

(㎜)

歩行者用通路に使用する普通ブロックは（再生材料を用いた舗装用ブロック）、透水性ブロックは

（透水性コンクリート）とする。

・舗石舗装

(㎜)

厚さ
張り方 基層

基層の厚さ

(㎜)(㎜)

形状・寸法
種類

・コンクリート版

・アスファルト混

合物

※70

※50

・

・

・花崗岩

・

・割石

・図示に

よる

・

・ ・

クッション材 ※砂 ・空練りモルタル

８.砂利敷き

種別　・Ａ種（施工範囲：※通路　　　・図示による ・ ）

（２２．９．２）

・Ｂ種（施工範囲：※建物周囲その他 ・図示による ・ ）

９.路面標示用塗料

路面標示用塗料は JIS K 5665 による。

種類 施工 適用 色
幅 塗布厚さ

(㎜)(㎜)

※３種１号 溶融 粉体状 ・白

・

・150

・100

・1.0

・

工

事

舗

装

15 （石綿含有産業廃棄物）

2. 石綿の事前調査は、建築物石綿含有建材調査者講習登録規程に規定する建築物石綿含有建材調査者

等有資格者によるものとすること。

3. 事前調査結果は書面で発注者に説明すること。

4. 事前調査結果を作業場に備え付け、事前調査結果及び作業内容等を掲示すること。

5. 工事に係る部分の床面積の合計が80㎡以上の建築物の解体工事、請負金額100万円以上の建築物の改

修工事等の事前踏査を実施したときは、その結果を工事開始前までに石綿事前調査報告システムによ

り労働基準監督署及び県（大津市内は大津市）に報告するとともに、発注者に書面で報告すること。

　分析対象

アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、トレモライト

分析方法

分析による石綿含有建材の調査　　・行う ・行わない

サンプル数　１箇所あたり３サンプル

種別 調査範囲 調査、分析結果概要等

　工事前の調査、分析等

採取箇所 部位 材料名

・壁 ・天井 　・　

・壁 ・天井 　・　

・壁 ・天井 　・　

・壁 ・天井 　・　

工事名称 図面No.

図面名称 設計日
滋賀県立大学財務課 株式

会社 総合設備コンサルタント
2025年3月NOSCALE

1 天井点検口

床点検口(化粧蓋) 材　質　オールステンレス製 600㎜角　ボルト固定式　密閉型（防水・防臭型）

壁点検口 材　質　塩ビ製　300㎜角　ケンドン式

パブリック用手摺

2

3

4

5

本体：機械設備工事　　取付下地補強：本工事

・ジョイント金物

エキスパンション

防水型　・適用する　　・適用しない

耐火性能　　　　・有り（外部のみ）　・無し

クリアランス ・50 ・100　・150

6 材質　・アルミ（内部壁、天井）　・ステンレス（屋根-外壁、外壁-外壁、内部床）

鏡 （20.2.9）7 ※クリアーミラー　t=5㎜（耐食鏡）　四方ステンレスフレーム仕様

材　質　アルミニウム製（※額縁タイプ　　・目地タイプ）　・450㎜角　・600㎜角

室名札 ・ 面付型 ・ 点字型 ※文字書入共

材質 ・ アクリル製 ・ アルミ製 ・ ステンレス製

施工箇所　　男女便所　手洗流し前

材質、形状　 ポリエステル系人工大理石　寸法、形状は図示による

人工大理石製甲板 施工箇所　　配管ライニング天板8

家具詳細図による9 造り付け家具 (12.2.2),(19.7.2）

　ヤガミ　　又は同等品

家具製作所にて製作するものとし、製作に先立ち施工図作製のうえ、監督職員の承諾を得る。

10 生徒用仮設トイレ機器　リース（４カ月）

11 ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ面台

面台：アイカ　ＭＤメラミン板仕上　ＫＥＡタイプ　又は同等メーカー品

カウンター・棚：アイカ　ＭＤメラミン板仕上　ＫＥＡタイプ　又は同等メーカー品

13 床見切 ㈱アシスト　パスタライン　20-412S　又は同等品

　TOTO　マーブライトカウンター　甲板　MLK　　又は同等品

トイレハウス（水洗式）　小便器×　棟、洋便器×　棟

ステンレス流しW1600（３水栓）×　台

12 汚垂石 ＴＯＴＯ　ハイドロセラ・フロＰＵ（薄型）　ｔ＝７　又は同等メーカー品

（材料は機械設備工事より支給、取付は建築工事）

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

室名札・ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ

生徒用仮設ﾄｲﾚ設備
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工事名称 図面No.

図面名称 設計日
滋賀県立大学財務課

工事区分表 NOSCALE

工事項目 工事項目Ｎｏ Ｎｏ備考 備考

工事区分表

100＜H≦200

200＜H≦300

300＜H≦400

※貫通内径１００φ未満の時は補強を必要としない。 Ｈ：貫通内径㎜

０．３＜Ａ≦１．０

　　Ａ≦０．３

※スラブ筋を切断しない場合は補強を必要としない。 Ａ：開口面積㎡

※壁面を切断しない場合は補強を必要としない。

1.1　～　1.5

1.6　～　2.0

１．０＜Ａ≦２．５

　設備用の開口補強数量表

0.0　～　0.5

数　量 備　考開口面積（㎡）

数　量 備　考

備　　考数　　量

開口面積（㎡） 数　　量 備　　考

備　考数　量貫通内径（φ）

開口寸法（㎜)

開口寸法（㎡）

0.0　～　0.5

0.6　～　1.0

1.1　～　1.5

0.0　～　0.5

2

1

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

37

38

39

40

41

42

43

44

45

36

２）スラブ開口補強筋

３）壁開口補強

　２．設備用下地材開口補強

　１．設備用躯体貫通補強筋及び開口補強筋

１）梁貫通補強筋（貫通孔Ｄ／３以下、梁巾＝４００以下の場合、Ｄは梁せい）

１）壁開口補強　軽量鉄骨下地、木軸等

２）天井開口補強

躯体貫通孔・箱入れ部の施工後の孔埋め

設備用躯体貫通の補強筋及び開口部補強筋

ＡＬＣ板の補強を要しない貫通用の穴開け

ＡＬＣ板の設備貫通用の開口補強、機器取付用下地補強

ＬＧＳ壁下地の設備貫通用の開口補強、機器取付用下地補強

点検口の製作取付（床、壁、天井）

吹出口、吸込口等の埋込器具取付のための墨出し

地下ピットの躯体内外防水仕上、マンホール、タラップ並びに連通管

吹出口、吸込口等の埋込器具取付のための孔開・補強

建物外壁に取付く給・排気ガラリの製作取付

建具ガラリの製作取付

消火用充水槽

受水槽・消火用充水槽基礎

流し台

同上取付枠

天井扇・ダクト・ガラリ・ベントキャップ

フードの製作・取付

電動シャッターの一次側配管配線

電動シャッターの二次側配管配線・調整

防火・防煙シャッターの煙感知器・連動装置・制御盤

防火扉の一次側配管配線

防火扉の二次側配管配線・調整、開放装置

同上煙感知器・連動装置・制御盤

液面電極棒の取付及び調整(消火用充水槽)

加圧ポンプユニット 電源配管配線

同上 制御・警報用配管配線

洗面カウンター

洗面カウンター用洗面器

消火ポンプユニット 電源配管配線

同上 制御・警報用配管配線

照明器具・配管・ライティングダクト等吊ボルト用インサート

ダクト・給排水管等吊りボルト用インサート

厨房器具

同上接続配管・電源接続工事

消火器

化粧鏡(一般単体鏡　既製品)

化粧鏡(大型鏡)

下記の項目は　　印部分を区分して施工する。但し図面その他に特記のあるものは、それに従う。

給湯設備の一次側配管配線及びリモコン用配管

同上二次側配管配線及びリモコン用配線・調整

46 電気錠の取付

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

電気錠の操作盤・制御盤

電気錠の電源・配管・配線

昇降機の一次側配管配線

昇降機の出入口・三方枠・カゴ内インターホン取付・制御盤・二次側配管配線

鉄骨構造階の出入口三方枠・敷居・押しボタン等の固定用鋼材の設置

鉄骨構造階の出入口機器と壁面の耐火処理

鉄骨構造階における中間ビームの設置

鉄骨構造階におけるレールブラケット・ポストアングル固定用ファスナの設置及び錆止メ塗装

昇降機のインターホン用配線

昇降機のインターホン用配管（シャフト内）

昇降機のインターホン用配管（シャフト外）

昇降機監視室等のインターホン取付調整

昇降機監視用モニターの設置

昇降機ピット内点検用コンセント

昇降路・ピットモルタル防水仕上げ

昇降機機械室内ホイスティングフック

79

躯体貫通スリーブ入・箱入、躯体貫通コア抜き、開口新設

消火器ボックス

昇降機機械室床嵩上げコンクリート打設及び防塵塗装

昇降機各出入口・インジケーター押ボタン等の孔明工事

0.0　～　0.5　(壁)

0.0　～　0.5　(床)

2.0　 ～ 　2.5

・貫通ｺｱ抜きは鉄筋探査実施後施工

すること

埋め込み照明

埋め込み照明

天井カセットエアコン

空調機及び全熱交換器のリモコン用配線・取付・調整

空調機への電源配管配線工事

同上内～外機への渡り配線（冷媒配管共巻き）

監督員事務所

諸官庁等検査･申請手続き及び、それに伴う費用

工事中に於ける水道、下水、ガス、電気の使用料金

工事範囲の仮囲い、ゲ-ト及び敷き鉄板等

構内舗装の撤去及び仮復旧

構内舗装復旧

既存浄化槽　機器・配管・槽撤去

既存グリストラップ　土工事・躯体撤去

既存浄化槽　一次側電源撤去

既存汚水貯留槽　汚泥抜取り・清掃消毒

既設土間コンクリートはつり、復旧 設備図記載のものは除く。

犬走り・側溝部分の撤去及び復旧

設備配管改修に伴う下階既設天井仕上の撤去、復旧

既存換気扇開口部の閉塞

(建)…配管貫通用ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ(開口共)

(機)…換気扇取付
建具に設置する換気扇取付または配管貫通用のアルミパネル

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

便所廻りの手摺

機械警備用空配管（既設配管利用）

既設高圧受変電設備・非常用発電機廻りフェンス工事

機械・機器類の基礎（建築図面記載のものに限る）

機器用アンカーボルト（　 　　〃 　　）

埋め込み照明（ダウンライト）

生徒用仮設トイレ本体工事

生徒用仮設トイレ照明器具及び電源工事

生徒用仮設トイレ給排水配管及び接続工事

取付下地補強建築工事

補強はメーカー仕様による

手摺・衛生器具取付下地補強含む

取付下地補強建築工事

補強はメーカー仕様による

　　１．この表（工事区分表）及び図面その他に記載がなく工事区分が不明なもの、または必要な工事については、協議の上監督員の指示に

特記事項

　　より区分を決定する。　この場合、工事費の増減の対象とはしない。

　450×450　天井点検口

　600×600　天井点検口

現場事務所のみ適用

換気機器

機械設備用

令和7年　3月　日 総合設備コンサルタント会社
株式

2025年3月

新設全て

新設全て

　７

２５

　８

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事

取付は建築工事

電
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：改修棟を示す

工事名称 図面No.

図面名称 設計日
滋賀県立大学財務課

S = 1/1500

配置図　1/1500

附近見取図　1/4000

　　彦根市八坂町2500
工事場所：滋賀県立大学

グラウンド

野球場

テニスコート

体育館

交流センター

看護学部棟

図書情報センター棟エネルギーセンター棟

管理棟

学生厚生棟

駐車場

講義棟

共通講義棟

工学部棟

現場事務所位置

前面道路

・本工事による便所以外の他部屋の給排水設備への影響を極力及ぼさぬよう、現地調査を十分に行い、計画すること。

■特記事項

・本工事は校内、開校中の工事となるため、学生、職員、来客者、の安全管理に十分留意すること。
・施工計画において、作業曜日、作業開始時間、終了時間等の工程計画、工事場所の仮設間仕切り等、施設側と十分協議の上、作業計画を立てること。
（必要に応じ休日、夜間工事も含めた立案とすること。）
・施工計画に際し、大学運営、学生、職員、来客の安全及び、騒音・振動が出る工事、埃が出る工事については最優先に考慮し、対策を講じ、施設側と協議すること。
・内容については、施工場所の学生、大学職員、来客の動線及び工事場所以外の職員作業室の確保等を必要に応じ計画に含むものとする。
・滋賀県立大学、監督職員と工程を含め施工計画を作成し関係者の承諾を得ること。

・本工事により、既設建物・舗装等に損傷を与えた場合は、本工事内、請負者の責任において現況復旧を行うこと。
・工事が完了した部分から、都度仕様承諾等にて、請負者と大学側で執り行い、利用できるよう協力すること。

Ｎ

Ｎ

令和7年　3月　日 総合設備コンサルタント会社
株式

2025年3月

D6棟

D0棟

D1棟

D2棟

D3棟

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事

・本工事は滋賀県立大学の「人間文化学部棟　D0棟」「人間文化学部棟　D3棟」にある便所の改修工事を行うものとする。

［工事概要］

・人間文化学部棟　D0棟の１階男･女便所及び2階男女共用便所の改修を行う。

・上記に付随する機械設備・電気設備工事。

の改修を行う。

・人間文化学部棟　D3棟の1～3階男･女便所、1.2階のﾕﾃｨﾘﾃｨｰ及び2階の身障者便所

人間文化学部棟

環境科学部棟

配置図　附近見取図
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工事名称 図面No.

滋賀県立大学財務課
図面名称 設計日

S =1/300

電気室

：改修対象室を示す

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事

Ｄ３棟１Ｆ

Ｄ０棟１Ｆ

倉庫(2-3)

男子便所(2-3)

女子便所
(2-4)

女子便所

男子便所

令和7年　3月　日 総合設備コンサルタント会社
株式

2025年3月
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：改修対象室を示す

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事
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令和7年　3月　日 総合設備コンサルタント会社
株式

2025年3月
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人間文化学部　2階平面図
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(D2-301)

演習室

（D4-303）

（D4-302）

演習室（小）
(D3-302)

（D1-305） （D1-304） （D1-303） （D1-302） （D1-301）

（D1-306） （D1-307） （D1-308） （D1-309） （D1-310） （D1-311） （D1-312）

人間関係実習室3

人間関係実習室4

地域文化実習室3

地域文化実習室6

地域文化実習室5

地域文化実習室4

Ｄ４棟

Ｄ３棟

Ｄ２棟

Ｄ1棟

Ｄ４棟

Ｄ３棟

Ｄ２棟

Ｄ１棟

Ｄ５棟

Ｄ０棟

工事名称 図面No.

滋賀県立大学財務課
図面名称 設計日

S =1/300

：改修対象室を示す

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事

Ｄ３棟３Ｆ

女子便所

男子便所

令和7年　3月　日 総合設備コンサルタント会社
株式

2025年3月

A-10

人間文化学部　3階平面図



ライニング撤去
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倉庫(2-1)
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0
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0
0

5
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0

2255760

1165 858 580925

1670 17002390

客員研究室

XK3

YK3

YK2

XK2

1
1
5
0

5
8
0

5
8
0

1
1
5
0

ﾎｰﾙ (2-3)

倉庫(2-1)

2
2
5

3
6
6
0
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1
0
0

5
7
6
0

2255760

1165 858 580925

1
7
0
0

1670 17002390

客員研究室

XK3

PS PS

ライニング撤去

汚垂石撤去

洗面ｶｳﾝﾀｰ撤去

木製扉撤去

木製扉撤去

1
4
2
5

1
5
1
0

1
1
2
5

1
1
2
1

1
4
2
1

1
5
0
2

83140856

2
0
0

2
5
0

枠:存置

枠:存置

目隠しｽｸﾘｰﾝ新設

ライニング撤去

D0　1階便所平面詳細図（改修前） D0　1階便所平面詳細図（改修後）

D0TB
1

3

876 851880 855

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

Ｂ

Ｂ Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ａ

Ａ

Ａ

床点検口600角撤去 床点検口600角新設

ライニング新設①

ライニング新設③

ライニング新設②

ライニング新設⑤

1271 88140

1

軽量鋼製扉新設
既設枠:塗装改修

展開方向

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

6
0
0

大型鏡撤去

大型鏡撤去

展開方向

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

倉庫(2-3) 倉庫(2-3)

男子便所(2-3)

女子便所(2-4)

2

女子便所(2-4)

汚垂石新設

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

D0TB
2

既設木製建具枠 下地調整の上SOP塗
1

D0LSD

既設木製建具枠 下地調整の上SOP塗

既設木製建具枠 下地調整の上SOP塗

ライニング新設④

W550*H1840*t40

軽量鋼製扉新設
既設枠:塗装改修

D0LSD
1

ﾌﾞｰｽｽｸﾘｰﾝ撤去

ﾌﾞｰｽｽｸﾘｰﾝ撤去

洗面ｶｳﾝﾀｰ撤去

男子便所(2-3)

ｽｸﾘｰﾝ撤去

木製ﾌﾞｰｽ扉撤去

5
8
0

1
5
5

5
8
0

1
2
0

1
2
5

1
2
5

ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ厚40 H=1900

ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ厚40 H=1900

　天端:ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ厚40

5
5
0

花崗岩t30

W550*H1840*t40
木製ﾌﾞｰｽ扉撤去

　天端:ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ厚40

腰壁:CB厚100積 100角タイル張

腰壁:CB厚100積 100角タイル張

下部設備配管ピット

D0TB

ライニング撤去

既設ﾀｲﾙ面の浮き･不陸等の調査を行い、下地状態の確認･補修を行った上で

ﾒﾗﾐﾝ化粧板の施工にあたること。

下地

天井高床　高

改修後

改修前

階数 室　名 備　考
腰　壁

仕上下地

巾　木床

仕上

内部仕上表

仕上基準FL± FL±

±0

±0

室　名
仕上

廻り縁天　井

仕上下地

壁

仕上下地

塩ﾋﾞ製(撤去)

塩ﾋﾞ製(新設)

下地凡例 防火材料認定番号(認定番号は参考) 特記事項

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地

軽量鉄骨下地

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ

木下地

C

MO

LGS

CB

SL

W

不燃　NM-8585

準不燃　QM-9828

不燃　NM-8619

不燃　NM-8599

不燃　NM-2183

M0

- -

LGS(撤去)

LGS(新設)下地調整 ＧＢ 厚９．５捨貼、岩綿吸音板 厚１２(新設)

EP塗・EP-G塗

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(GB-R) 厚9.5

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(GB-R) 厚12.5

岩綿吸音板 厚12

ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚3.0

床材巻上げ巾木

H=100(新設)

ﾓﾙﾀﾙ塗

- MO

改修後

改修前 ±0

±0

塩ﾋﾞ製(撤去)

塩ﾋﾞ製(新設)

M0

- -

LGS(撤去)

LGS(新設)下地調整 ＧＢ 厚９．５捨貼、岩綿吸音板 厚１２(新設)
床材巻上げ巾木

H=100(新設)

- MO

小便器下:花崗岩水磨きｔ30

小便器下:汚垂石（新設）

サイン設置位置を示す（サイン詳細図参照）

※衛生器具等撤去(機械設備)

※照明器具等撤去(電気設備)

※仮設間仕切壁（LGS50 GB-R t12.5程度）、

　工事用出入口を係員と協議の上適宜設置する事

解体撤去範囲を示す

ﾗｲﾆﾝｸﾞ腰壁撤去：天端人工大理石､CB 厚120下地

略号表示

壁下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼（一般色）(新設)

壁下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼（指定色）(新設)

壁下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼（柄）(新設)

Ａ

Ｂ

Ｃ

MO

MO

※ライニング新設

MO

MO

超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ　t=2.0貼(新設)

【ﾒﾗﾐﾝ化粧板 ONﾀｲﾙ工法】

タイル浮部：　３％(各室) ﾀｲﾙ撤去処分、ﾓﾙﾀﾙ補修

不陸部　　：　３％(各室) 下地調整材(ｶﾁｵﾝ系)

タイル下地の補修として、下記項目・数量を設計数量として見込むこと。

2,200

2,200

100角陶器質タイル（撤去） 100角陶器質タイル（撤去）

2,200

2,200

100角陶器質タイル（撤去） 100角陶器質タイル（撤去） ＧＢ 厚９＋岩綿吸音板　厚１２（撤去）

女子便所(2-4)

男子便所(2-3)

女子便所(2-4)

男子便所(2-3)

機械設備：衛生器具

※ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ全撤去、洗面カウンター撤去、大型化粧鏡撤去

機械設備：衛生器具、小便器用手摺

機械設備：衛生器具撤去

ＧＢ 厚９＋岩綿吸音板　厚１２（撤去）
機械設備：衛生器具撤去、小便器用手摺撤去

建築：ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去、洗面カウンター撤去、大型化粧鏡撤去、ﾗｲﾆﾝｸﾞCB積撤去

超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ　t=2.0貼(新設)

小便器下:汚垂石(新設)

　(衛生陶器､配管､手摺)　

　①２１８１×２５０×Ｈ　９００　×１箇所

　②　８５６×１５０×Ｈ　９００　×１箇所

　③　８３１×１５０×Ｈ１１００　×１箇所

　④１２７１×２００×Ｈ　９００　×１箇所

　⑤　８８１×１５０×Ｈ　９００　×１箇所

建築：ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去、洗面ｶｳﾝﾀｰ撤去、大型化粧鏡撤去、ﾗｲﾆﾝｸﾞCB積撤去、床点検口撤去

１階

建築：ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板　人工大理石甲板t12、ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設、床点検口新設

建築：ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板　人工大理石甲板t12、ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

工事名称 図面No.

図面名称 設計日
滋賀県立大学財務課

S = 1/50

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事

D0　1階便所平面詳細図（改修前・改修後）

令和7年　3月　日 総合設備コンサルタント会社
株式

2025年3月

A-11

天井裏・小屋裏の使用材料は、F☆☆☆仕様とする。

下地凡例 防火材料認定番号(認定番号は参考) 特記事項

床既設面下地調整については、速硬型調整材にて下地を行うこと。

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板貼端部及び巾木取合部にはｱﾙﾐ製見切りを取り付けること。

衛生器具等の壁取付部分には補強材またはGB-Sに替え構造用合板にて

補強を行うこと。

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地

ﾓﾙﾀﾙ塗

軽量鉄骨下地

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

C

MO

LGS

CB

EP塗・EP-G塗 不燃　NM-8585

準不燃　QM-9828

不燃　NM-8619

不燃　NM-8599

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(GB-R) 厚9.5

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(GB-R) 厚12.5

岩綿吸音板 厚12

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板下地材については十分な養生期間を持ち、施工要領による

乾燥状態にて施工を行うこと。

内装仕上げ材は、F☆☆☆☆仕様とする。

天井点検口　内部450角とする。

大便器部ライニング腰壁

ｼｰｼﾞﾝｸﾞGB　厚12.5貼下地調整の上メラミン化粧合板　厚３貼（柄）

手洗部ライニング腰壁

ｼｰｼﾞﾝｸﾞGB　厚12.5貼下地調整の上メラミン化粧合板　厚３貼（一般色）
塩ﾋﾞ製廻り縁はコの字ﾀｲﾌﾟとする。塩ﾋﾞ製廻り縁はコの字ﾀｲﾌﾟとする。

天井点検口450角を適宜設けること。

100角炻器質タイル張（撤去）

100角炻器質タイル張（撤去）

人工大理石

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼　ONタイル工法 (新設)

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼　ONタイル工法 (新設)



※ライニング新設

①１００４×２００×Ｈ　９００　×1箇所

Sha60

工事名称 図面No.

図面名称 設計日
滋賀県立大学財務課

S = 1/50

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事

下地

天井高床　高

改修後

改修前

階数 室　名 備　考
腰　壁

仕上下地

巾　木床

仕上

内部仕上表

仕上基準FL± FL±

±0

±0

室　名
仕上

廻り縁天　井

仕上下地

壁

仕上下地

下地凡例 防火材料認定番号(認定番号は参考) 特記事項

床既設面下地調整については、速硬型調整材にて下地を行うこと。ｺﾝｸﾘｰﾄ下地

軽量鉄骨下地

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ

木下地

C

MO

LGS

CB

SL

W

不燃　NM-8585

準不燃　QM-9828

不燃　NM-8619

不燃　NM-8599

不燃　NM-2183

M0

- -

EP塗・EP-G塗

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(GB-R) 厚9.5

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(GB-R) 厚12.5

岩綿吸音板 厚12

ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚3.0

１階

ﾓﾙﾀﾙ塗

-

衛生器具等の壁取付部分には補強材またはGB-Sに替え構造用合板にて

補強を行うこと。

内装仕上げ材は、F☆☆☆☆仕様とする。

天井裏・小屋裏の使用材料は、F☆☆☆仕様とする。

大便器部ライニング腰壁

ｼｰｼﾞﾝｸﾞGB　厚12.5貼下地調整の上メラミン化粧合板　厚３貼（柄）

手洗、ＳＫ部ライニング腰壁

ｼｰｼﾞﾝｸﾞGB　厚12.5貼下地調整の上メラミン化粧合板　厚３貼（一般色）

平目地はシリコーンとする

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板貼端部及び巾木取合部にはｱﾙﾐ製見切りを取り付けること。

乾燥状態にて施工を行うこと。

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板下地材については十分な養生期間を持ち、施工要領による

ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸt20

ｻﾆﾀﾘｰ付H=60（撤去） 機械設備：衛生器具撤去
2,200

2,200

ビニール床シートC

C 既設のまま 既設のまま 既設のままLGS

LGS LGS

LGS

XK2

YK2

Sha60
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a
6
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a
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a
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a
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0
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YK2
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既設のまま 既設のまま

ＰＢ 厚９＋岩綿吸音板 厚１２

展開方向

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

令和7年　3月　日 総合設備コンサルタント会社
株式

男女共同便所(2-7) 男女共同便所(2-7) 男女共同便所(2-7)

建築：洗面ｶｳﾝﾀｰ撤去、大型化粧鏡撤去

男女共同便所(2-7)

ｽｸﾘｰﾝ：ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸt30
存置

男女共同便所(2-7)

機械設備：衛生器具

建築：ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板　人口大理石甲板t12

1680 275

1955

2
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6
0

1
4
4
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1680 275
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1955
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7
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92

9
2

150

9
2

92

9
2

730

965

150

92

9
2

730

590

965

洗面ｶｳﾝﾀｰ撤去

大型化粧鏡撤去

ライニング新設①

※仮設間仕切壁（LGS50 GB-R t12.5程度）、

工事用出入口を係員と協議の上適宜設置する事

※衛生器具等撤去(機械設備)

(衛生陶器のみ)

※洗面カウンター撤去、大型化粧鏡撤去

展開方向

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

サイン設置位置を示す（サイン詳細図参照）

木製扉存置
鋼製枠存置

塩ﾋﾞ製

塩ﾋﾞ製廻り縁はコ型ﾀｲﾌﾟとする。

男女共同便所(2-7)

2025年3月

天井点検口 内部450角とし、適宜設けること。

6

CH:2200

天井:ＰＢ 厚９
＋岩綿吸音板 厚１２

CH:2200

天井:既設のまま

A-12

D0　2階便所平面詳細図、天井伏図、展開図（改修前・改修後）

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板貼端部及び巾木取合部にはｱﾙﾐ製見切りを取り付けること。

巾木：テラゾーブロックＨ６０新設

2
2
0
0

男女共同便所(2-7)

Ａ XK2 Ｂ YK2 ＣXK2

大型鏡撤去

洗面カウンター撤去

ＤYK2

ライニング：モルタルＶＰ

面台：テラゾーブロック　撤去

壁：ケイカル板厚８+８ＶＰ存置

巾木：テラゾーブロックＨ６０撤去巾木：テラゾーブロックＨ６０撤去

木製片開き扉 枠共存置

下地ＬＧＳ共　存置

トイレブース：テラゾーブロック 存置

壁：ケイカル板厚８+８ＶＰ 存置

巾木：テラゾーブロックＨ６０ 存置巾木：テラゾーブロックＨ６０ 存置

壁：ケイカル板厚８+８ＶＰ 存置天井：ＬＧＳ下地ＧＢ厚９＋岩綿吸音板厚１２ 存置

壁：ケイカル板厚８+８ＶＰ 存置

床：コンクリートコテ押え ビニールタイル 存置

2
2
0
0

男女共同便所(2-7)

Ａ XK2 Ｂ YK2 ＣXK2 ＤYK2

木製片開き扉 枠共存置

壁：ケイカル板厚８+８ＶＰ 存置

巾木：テラゾーブロックＨ６０ 存置巾木：テラゾーブロックＨ６０ 存置

壁：ケイカル板厚８+８ＶＰ 存置天井：ＬＧＳ下地ＧＢ厚９＋岩綿吸音板厚１２ 存置

壁：ケイカル板厚８+８ＶＰ 存置

床：コンクリートコテ押え ビニールタイル 存置

鏡新設（機械設備）

洗面カウンター新設
（機械設備）

250

D0　2階便所平面詳細図（改修前） D0 2階便所 現況天井伏図 D0 2階便所 改修天井伏図D0　2階便所平面詳細図（改修後）

D0　2階便所展開図（改修前）

D0　2階便所展開図（改修後）

1955 2160 1955 2160

9
0
0

9
0
0

1955 2160

2
0
0
0

1955 2160

1
9
0
0

1
9
0
0

7
0
0

1
2
0
0

2
0
0
0

ライニング天端：テラゾーブロック 存置

ｻﾆﾀﾘｰ付 H900
存置

ﾗｲニﾝｸﾞ天端：ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸt30

全周グラスウール厚50充填
ケイカル板厚８＋８ ＶＰ
ケイカル板厚８ ＶＰ
ﾊﾟｰﾗｲﾄﾓﾙﾀﾙＶＰ塗

Sha**　　既設遮音仕様壁を示す（**は壁厚）

［ - 30*60*10*2.3　グラスウール厚50充填

Sha**　　既設遮音仕様壁を示す（**は壁厚）

　［ - 30*60*10*2.3　グラスウール厚50充填

Sha**　　既設遮音仕様壁を示す（**は壁厚）

　［ - 30*60*10*2.3　グラスウール厚50充填

Sha**　　既設遮音仕様壁を示す（**は壁厚）

　［ - 30*60*10*2.3　グラスウール厚50充填



ﾗｲﾆﾝｸﾞ腰壁撤去：天端人工大理石､CB厚100下地

※衛生器具等撤去(機械設備)

※照明器具等撤去(電気設備)

※ﾄｲﾚﾌﾞｰｽは全撤去､洗面ｶｳﾝﾀｰ､大型鏡撤去

(衛生陶器､配管､手摺)

女子便所(2-4)

男子便所(2-3)

W550*H1840*t40

ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ　撤去

ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ　撤去

テラゾーブロック厚40

YK3

YK2

XK2

1
1
5
0

5
8
0

5
8
0

1
1
5
0

ﾎｰﾙ (2-3)

倉庫(2-1)

2
2
5

3
6
6
0

2
1
0
0

5
7
6
0

2255760

1
9
6
0

1
7
0
0

1670 17002390

PS

客員研究室

XK3

600

天井点検口撤去　特記なき限りアルミ製４５０角を示す

解体撤去範囲を示す

倉庫(2-3)

女子便所(2-4)

男子便所(2-3)

2390

2
2
0
0

2390

2
2
0
0

4315

XK3

床：100角磁器質タイル張撤去

洗面カウンター撤去

大型鏡撤去

Ａ Ｃ

Ａ

Ｂ

1700

1
9
8
0

Ｄ

1700

天井：ＬＧＳ下地ＧＢ厚９＋岩綿吸音板厚１２
　　　下地共撤去

1
1
0
0

9
0
0

3885 4315 2185

YK2 XK3 YK2

1700

Ｂ Ｄ Ｄ

1
4
2
0

1
2
6
0

9
0
0

4
0

1
9
8
0

トイレブース撤去

4315

XK3Ａ

木製扉撤去
枠:存置

木製扉撤去
枠:存置

7
0
0

9
0

1
1
1
0

大型鏡２１８５×１１1０撤去

スクリーン撤去
テラゾーブロック厚40

ブーススクリーン撤去

1
2
0
0

7
0
0

ブーススクリーン撤去

木製ﾌﾞｰｽ扉撤去

7
0
0

8
0

ライニング撤去
100角陶器質ﾀｲﾙ張

ライニング撤去
100角陶器質ﾀｲﾙ張

CB積下地共

CB積下地共

テラゾーブロック厚40

工事名称 図面No.

図面名称 設計日
滋賀県立大学財務課

S = 1/50

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事

D0 1階便所展開・天井伏図（改修前）

令和7年　3月　日 総合設備コンサルタント会社
株式

2025年3月

A-13

D0 1階便所 現況天井伏図

CH:2200
天井:ＧＢ 厚９

　＋岩綿吸音板　厚１２

CH:2200
天井:ＧＢ 厚９

　＋岩綿吸音板　厚１２

ﾗｲﾆﾝｸﾞ天端

ﾗｲﾆﾝｸﾞ天端



客員研究室

YK3

YK2

XK2

1
1
5
0

5
8
0

5
8
0

1
1
5
0

ﾎｰﾙ (2-3)

倉庫(2-1)

2
2
5

3
6
6
0

2
1
0
0

5
7
6
0

2255760

1
9
6
0

1
7
0
0

1670 17002390

PS

XK3

新設範囲を示す

天井点検口　アルミ製４５０角（開口補強共）を示す

電気設備用天井開口φ１５０（開口補強共）を示す

機械設備用天井開口（開口補強共）を示す

（寸法は図示）

150

150

150
150

女子便所(2-4)

男子便所(2-3)

倉庫(2-3)

CH:2200
天井:ＧＢ 厚９．５

　＋岩綿吸音板　厚１２

天井:ＧＢ 厚９．５
CH:2200

　＋岩綿吸音板　厚１２

既設枠:下地調整の上SOP塗装
軽量鋼製扉新設

廊下側:既設木製建具枠 下地調整の上SOP塗

軽量鋼製扉新設

2390

2
2
0
0

2390

2
2
0
0

4315

XK3

Ａ Ｃ

1700

1
9
8
0

Ｄ

1700

天井：ＬＧＳ下地ＧＢ厚９＋岩綿吸音板厚１２

1
1
0
0

9
0
0

トイレブース新設

3885 2185

YK2 YK2

1700

Ｂ Ｄ

1
2
6
0

9
0
0

4
0

1
9
8
0

4315

XK3

トイレブース新設
壁：既設タイル張面下地劣化部補修の上

Ａ１ Ａ２

人工大理石　厚１２

人工大理石　厚１２

9
0
0

　　　下地共新設

天井：ＬＧＳ下地ＧＢ厚９＋岩綿吸音板厚１２
　　　下地共新設 トイレブース新設

Ｂ

4315

XK3

トイレブース新設

鏡新設（機械設備）

洗面カウンター新設
（機械設備）

Ｃ

鏡新設
（機械設備）

人工大理石　厚１２

女子便所(2-4)

男子便所(2-3)

人工大理石　厚１２

ライニング壁
ｼｰｼﾞﾝｸﾞGB　厚12.5貼下地調整の上

ライニング壁
ｼｰｼﾞﾝｸﾞGB　厚12.5貼下地調整の上

ライニング壁

メラミン化粧合板　厚３貼（柄）
ｼｰｼﾞﾝｸﾞGB　厚12.5貼下地調整の上

ライニング壁
ｼｰｼﾞﾝｸﾞGB　厚12.5貼下地調整の上
メラミン化粧合板　厚３貼（一般色）

ライニング壁
ｼｰｼﾞﾝｸﾞGB　厚12.5貼下地調整の上

巾木：床材巻上げ巾木
Ｈ＝１００新設

Ｈ＝１００新設
巾木：床材巻上げ巾木

床：ﾓﾙﾀﾙ下地調整の上
超防汚性ビニル床シート厚２.０新設

既設木製建具枠
 下地調整の上SOP塗

廊下側:既設木製建具枠 下地調整の上SOP塗

　　メラミン化粧合板厚３(ONﾀｲﾙ工法)新設

メラミン化粧合板厚３(M工法)(一般色)新設

メラミン化粧合板厚３(M工法)(一般色)新設メラミン化粧合板厚３(M工法)(柄)新設

　　(一般色）新設
　　メラミン化粧合板厚３貼(ONﾀｲﾙ工法)
壁：既設タイル張面下地劣化部補修の上

150

9
0
0

1
1
0
0

150

150

9
0
0

床：ﾓﾙﾀﾙ下地調整の上
超防汚性ビニル床シート厚２.０新設

250

200

既設枠:下地調整の上SOP塗装

工事名称 図面No.

図面名称 設計日
滋賀県立大学財務課

S = 1/50

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事

D0 1階便所展開・天井伏図（改修後）

令和7年　3月　日 総合設備コンサルタント会社
株式

2025年3月

A-14

D0 1階便所 改修天井伏図

ライニング天端

ライニング天端

ライニング天端 ライニング天端



S =

工事名称 図面No.

図面名称 設計日
滋賀県立大学財務課

2025年3月

令和7年　3月　日

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事

総合設備コンサルタント会社
株式

1/50D0　矩計図（改修前・改修後）

A-15

改修前　矩計図　 　S=1/50 改修後　矩計図　 　S=1/50
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男子便所(2-3)

男女共同便所(2-7)
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客員研究室
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1
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8
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男子便所(2-3)ﾎｰﾙ(2-3)

廻り縁：塩ビ製　撤去

ﾗｲﾆﾝｸﾞ：腰壁陶器質100角ﾀｲﾙ張　CB下地共撤去

床下点検口 600角　ｽﾃﾝﾚｽ枠　撤去

天井：
岩綿吸音板 厚12
石こうﾎﾞｰﾄﾞ厚9
LGS下地下地共撤去

床：ﾋﾞﾆｰﾙﾀｲﾙ張
ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押え 存置

天井：LGS下地GB厚9＋岩綿吸音板厚12
存置

1
1
0
0

9
0
0

廻り縁：塩ビ製
新設

床：下地調整の上超防汚性
ビニル床シート厚２.０新設

巾木：床材巻上げH=100新設

ライニング天端
人工大理石　厚１２

床点検口600角新設

メラミン化粧合板厚３(ONﾀｲﾙ工法)新設
壁：既設タイル張面下地劣化部補修の上

地下ﾋﾟｯﾄ

1
,
5
3
0

ライニング壁
ｼｰｼﾞﾝｸﾞGB　厚12.5貼下地調整の上

メラミン化粧合板　厚３貼（一般色）

天井：ＬＧＳ下地ＧＢ厚９.５捨貼
　岩綿吸音板厚１２新設

トイレブース新設

2
,
5
1
5

枠:存置
木製扉撤去

2
,
5
1
5

廊下側:既設木製建具枠 下地調整の上SOP塗

2
,
6
0
0

軽量鋼製扉新設
壁：陶器質100角ﾀｲﾙ張 存置

300

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ：ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ厚40 撤去

木製ﾌﾞｰｽ扉撤去 W550*H1840*t40

300
床点検口600撤去

壁：ｹｲｶﾙ板厚8+8 VP
　　下地 C-60x30x10x2.3

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ厚50充填 存置

3
,
6
0
0

3
,
6
0
0

男女共同便所(2-7)

ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ巾木 新設ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ巾木 撤去

ｽｸﾘｰﾝ：ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸt30　存置

会議室
ライニング天端 新設

ライニング壁
ｼｰｼﾞﾝｸﾞGB　厚12.5貼下地調整の上

メラミン化粧合板厚３貼
(M工法)(一般色)新設

人造大理石　厚１２

既設枠下地調整の上SOP塗装

ﾗｲﾆﾝｸﾞ天端：ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ厚30　撤去



腰壁:CB厚100積 ﾓﾙﾀﾙ塗VP
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ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

ライニング新設③
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0

1
5
0

6
0
0

ライニング新設①

ライニング新設②

ライニング新設②

ライニング新設③

ライニング新設⑤

ライニング新設⑤

D3TB
3

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設
ライニング新設②

D3TB
2

950

軽量鋼製扉新設
既設枠:塗装改修

D3LSD
1

汚垂石新設

1001

回廊

XD1 XD2

YC3

ﾎｰﾙ(1-1)

XD1 XD2

ﾎｰﾙ(1-1)

回廊

2880 2880

3
8
4
0

3
8
4
0

3
8
4
0

3
8
4
0

3
8
4
0

3
8
4
0

YC3

ライニング撤去

大型化粧鏡撤去

洗面ｶｳﾝﾀｰ撤去

ライニング撤去

ライニング撤去

洗面ｶｳﾝﾀｰ撤去

大型化粧鏡撤去

木製扉撤去
枠:存置

木製扉撤去
枠:存置 1061

9
9
6

1
3
5
1

6
0
0

1
0
0

女子便所(1-1)

男子便所(1-2)

(1-1) (1-1)

実験室前通路

資料収集室(1-1)

実験室前通路

9
0
0

1
3
1
51
0
0
0

1
0
0
0

200 600

2

1

ライニング新設②

D3TB
5

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

ﾌﾞｰｽｽｸﾘｰﾝ
撤去

木製ﾌﾞｰｽ扉撤去

木製ﾌﾞｰｽ扉撤去

木製ﾌﾞｰｽ扉撤去

展開方向

Ａ

Ｄ Ｂ 展開方向

Ａ

Ｄ Ｂ

4
9
6

1
2
8
1

1121

34

女子便所(1-1)

男子便所(1-2)

令和7年　3月　日 総合設備コンサルタント会社
株式

既設枠:塗装改修
軽量鋼製扉新設

1

目隠しｽｸﾘｰﾝ
新設

目隠しｽｸﾘｰﾝ新設

Ｃ

イ

イ

12
76

D3TB
1

既設鋼製扉:塗装改修
既設枠:塗装改修

1
D3SD

7

5

ライニング新設④

木製ﾌﾞｰｽ扉撤去
W550*H1840*t40

ﾌﾞｰｽｽｸﾘｰﾝ　撤去

ﾌﾞｰｽｽｸﾘｰﾝ撤去
ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ厚40 H=1900

木製ﾌﾞｰｽ扉撤去

ﾌﾞｰｽｽｸﾘｰﾝ 撤去

腰壁:CB厚100積 ﾓﾙﾀﾙ塗VP

ライニング撤去

資料収集室(1-1)
ライニング撤去

腰壁:CB厚100積 ﾓﾙﾀﾙ塗VP

人造大理石

人造大理石

腰壁:CB厚100積 100角タイル張

腰壁:CB厚100積 ﾓﾙﾀﾙ塗VP

ライニング撤去

ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ厚40 H=1900

ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ厚40 H=1900

ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ厚40 H=1900
ｽｸﾘｰﾝ 撤去

W550*H1840*t40

D3TB
4

Ｃ Ｃ

工事名称 図面No.

図面名称 設計日
滋賀県立大学財務課

S = 1/50 2025年3月D3　1階便所平面詳細図（改修前・改修後）

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事 A-16

下地調整の上SOP塗
既設木製建具枠

既設木製建具枠
下地調整の上SOP塗

下地凡例 防火材料認定番号(認定番号は参考) 特記事項

床既設面下地調整については、速硬型調整材にて下地を行うこと。ｺﾝｸﾘｰﾄ下地

軽量鉄骨下地

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ

木下地

C

MO

LGS

CB

SL

W

不燃　NM-8585

準不燃　QM-9828

不燃　NM-8619

不燃　NM-8599

不燃　NM-2183

EP塗・EP-G塗

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(GB-R) 厚9.5

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(GB-R) 厚12.5

岩綿吸音板 厚12

ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚3.0

ﾓﾙﾀﾙ塗

衛生器具等の壁取付部分には補強材またはGB-Sに替え構造用合板にて

補強を行うこと。

天井点検口 内部450角とし、適宜設けること。

内装仕上げ材は、F☆☆☆☆仕様とする。

天井裏・小屋裏の使用材料は、F☆☆☆仕様とする。

大便器部ライニング腰壁

ｼｰｼﾞﾝｸﾞGB　厚12.5貼下地調整の上メラミン化粧合板　厚３貼（柄）

手洗、ＳＫ部ライニング腰壁

ｼｰｼﾞﾝｸﾞGB　厚12.5貼下地調整の上メラミン化粧合板　厚３貼（一般色）

平目地はシリコーンとする

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板貼端部及び巾木取合部にはｱﾙﾐ製見切りを取り付けること。

乾燥状態にて施工を行うこと。

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板下地材については十分な養生期間を持ち、施工要領による 【ﾒﾗﾐﾝ化粧板 M工法】

既設ﾓﾙﾀﾙ面及びボード系下地の仕上塗装等を撤去の上、プライマー処理

を行いﾒﾗﾐﾝ化粧板の施工にあたること。
塩ﾋﾞ製廻り縁はコ型ﾀｲﾌﾟとする。

下地

天井高床　高

改修後

改修前

階数 室　名 備　考
腰　壁

仕上下地

巾　木床

仕上

内部仕上表

仕上基準FL± FL±

±0

±0

室　名
仕上

廻り縁天　井

仕上下地

壁

仕上下地

塩ﾋﾞ製(撤去)

塩ﾋﾞ製(新設)

M0

- -

LGS(撤去)

LGS(新設)下地調整 ＧＢ 厚９．５捨貼、岩綿吸音板 厚１２(新設)
床材巻上げ巾木

H=100(新設)

MO

改修後

改修前 ±0

±0

塩ﾋﾞ製(撤去)

塩ﾋﾞ製(新設)

M0

- -

LGS(撤去)

LGS(新設)下地調整 ＧＢ 厚９．５捨貼、岩綿吸音板 厚１２(新設)
床材巻上げ巾木

H=100(新設)

MO

超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ　t=2.0貼(新設)

小便器下:汚垂石（新設）

（７１０×３８０）を示す（四周カッター切）

和便器撤去部開口閉塞（７１０×３８０）

サイン設置位置を示す（サイン詳細図参照）

後施工アンカー（差筋アンカー　Ｄ１３薬液固定型）＠２００（１ヵ所につき１４本）

※衛生器具等撤去(機械設備)

※照明器具等撤去(電気設備)

※仮設間仕切壁（LGS50 GB-R t12.5程度）、

工事用出入口を係員と協議の上適宜設置する事
ﾗｲﾆﾝｸﾞ腰壁撤去：天端人工大理石､CB 厚120下地

略号表示

壁下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼（指定色）(新設)

壁下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼（柄）(新設)

Ａ

Ｂ

Ｃ

略号表示

イ

MO

※ライニング新設

ケイカル板　厚６ ＶＰ（撤去）

ケイカル板　厚６ ＶＰ（撤去）

パーライトモルタル　ＶＰ(塗装撤去)

パーライトモルタル　ＶＰ(塗装撤去)

ＶＰ(塗装撤去)

H=60(撤去)

ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ厚20ｻﾆﾀﾘｰ付

ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ厚20ｻﾆﾀﾘｰ付

H=60(撤去)

MO

MO

MO

2,400

2,400

2,400

2,400

ビニールシート厚2.8(撤去）

ビニールシート厚2.8(撤去）

小便器前：100角タイル貼（撤去）

-

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼　M工法 (新設)

ｺﾝｸﾘｰﾄ(21N/m3)厚１５０直押え和便器撤去部　

解体撤去範囲を示す

建築：ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去、洗面カウンター撤去、大型化粧鏡撤去、ﾗｲﾆﾝｸﾞCB積撤去

建築：ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去、洗面カウンター撤去、大型化粧鏡撤去、ﾗｲﾆﾝｸﾞCB積撤去

機械設備：衛生器具撤去、小便器用手摺撤去

機械設備：衛生器具撤去

※ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ全撤去、洗面カウンター撤去、大型化粧鏡撤去

(衛生陶器､配管､手摺)

男子便所(1-2) 男子便所(1-2)

機械設備：衛生器具

機械設備：衛生器具、小便器用手摺

超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ　t=2.0貼(新設)

小便器下:花崗岩水磨きｔ30

小便器下:汚垂石(新設)

ＶＰ(塗装撤去)

ＶＰ塗(塗膜除去)

①２２６１＋４０９１×２５０×Ｈ　９００　×１箇所

② ９６０×１５０×Ｈ　９００　×４箇所

③ ９７６×１５０×Ｈ　９００　×２箇所

④１８１２×２５０×Ｈ　９００　×１箇所

⑤１００１×１５０×Ｈ　９００　×２箇所

壁下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼（一般色）(新設)

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼　M工法 (新設)

※電気室の工事用として、棚足場(床高さ6.0ｍ 4.0m×1.5m程度）を

見込むこと
ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ 厚１５０斫り撤去

建築：ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板　人工大理石甲板t12、ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

建築：ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板　人工大理石甲板t12、ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設
１階

木製OSCL(一部撤去)改修前 ±0 3,110 C LGS(撤去)
回廊 回廊

木製OSCL(一部新設)改修後 ±0 3,110 LGS(新設)

木(ｽﾌﾟﾙｰｽ ﾑｸ材)W180 厚１８ 帯ノコ目加工

本実張 OSCL 板張下地45*60@720共（一部撤去）

木(ｽﾌﾟﾙｰｽ ﾑｸ材)W180 厚１８ 帯ノコ目加工

本実張 OSCL 板張下地45*60@720共（一部新設）

女子便所(1-1) 女子便所(1-1)

D3　1階便所平面詳細図（改修前） D3　1階便所平面詳細図（改修後）

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ 厚１５０斫り撤去

床下点検口600角
存置

④１８１２×２５０×Ｈ　９００　×１箇所

⑤１００１×１５０×Ｈ　９００　×２箇所

天端：ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ厚40

天端：ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ厚40

天端：ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ厚40

天端：ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ厚40

天端：ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ厚40



既設木製建具枠
下地調整の上SOP塗

腰壁:CB厚100積
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既設枠:塗装改修
軽量鋼製扉新設

Ａ Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ
Ａ

ライニング新設①

ライニング新設②

2
5
0

2
0
0

1
5
0

ライニング新設③

ライニング新設④

ライニング新設⑥

ライニング新設⑦

600

986941
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6
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2
04

2
5
0

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

既設枠:塗装改修

ライニング撤去

大型鏡撤去

ライニング撤去

洗面ｶｳﾝﾀｰ撤去

大型化粧鏡撤去

汚垂石撤去

洗面ｶｳﾝﾀｰ撤去

大型化粧鏡撤去

男子便所(1-3) 男子便所(1-3)

ライニング存置

1
8
5

C棟廊下(2F)

略号表示

Ａ 壁下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼（一般色）(新設)

Ｂ 壁下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼（指定色）(新設)

Ｃ 壁下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼（柄）(新設)

※ライニング新設

Ｄ

C棟廊下(2F)

(1-2)(1-2)

研究室(C-2) 研究室(C-2)

木製扉撤去
枠:存置

2

3

Ａ

ライニング新設⑤

24

496

496

34

3
4

34

1
1
9
1

木製扉撤去
枠:存置

7
3
0

ﾌﾞｰｽｽｸﾘｰﾝ撤去

イ

イ

イ

略号表示

イ ＶＰ塗(塗膜除去)

D3LSD

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

D3TB
6

D3TB

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

D3TB
7

600

1796

24

2
4

385

7

D3LSD

既設枠:塗装改修
軽量鋼製扉新設

4

2

2

9

2

5

D3SD

ﾌﾞｰｽｽｸﾘｰﾝ 撤去

ﾌﾞｰｽｽｸﾘｰﾝ撤去

ﾌﾞｰｽｽｸﾘｰﾝ撤去

女子便所(1-4)

汚垂石新設

ライニング撤去
天端:ｽﾃﾝﾚｽ PL-1.0 厚30

ライニング撤去

腰壁:CB厚100積 ﾓﾙﾀﾙ塗VP
天端:ｽﾃﾝﾚｽ PL-1.0 厚30

天端:ｽﾃﾝﾚｽ PL-1.0 厚30

腰壁:CB厚100積 ﾓﾙﾀﾙ塗VP

ライニング撤去

ライニング撤去

腰壁:CB厚100積 ﾓﾙﾀﾙ塗VP
天端:ｽﾃﾝﾚｽ PL-1.0 厚30

天端:ｽﾃﾝﾚｽ PL-1.0 厚30
腰壁:CB厚100積 ﾓﾙﾀﾙ塗VP

天端:ｽﾃﾝﾚｽ PL-1.0 厚30

天端:面台なし

腰壁:CB厚100積 ﾓﾙﾀﾙ塗VP

腰壁:CB厚100積 ﾓﾙﾀﾙ塗VP

①１１１１×２５０×Ｈ　９００　×１箇所

② ６７１×３８５×Ｈ　９００　×１箇所

③１７７６×２５０×Ｈ　９００　×１箇所

⑤ ９６０×１５０×Ｈ　９００　×１箇所

④ ５７１×１５０×Ｈ　９００　×１箇所

⑥ ９６６×１５０×Ｈ　９００　×１箇所

⑦１９９２×２００×Ｈ　９００　×１箇所

ﾒﾗﾐﾝ化粧板厚40 H=1900

ﾒﾗﾐﾝ化粧板厚40 H=1900

女子便所(1-4)

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

D3TB
8

ｵｰﾙｼﾞｪﾝﾀﾞｰ

ﾄｲﾚ(1-1)

既設鋼製扉:塗装改修

壁下地調整の上化粧シート貼　(新設)

既設木製建具枠
下地調整の上SOP塗

図面名称 設計日

S = 1/50 2025年3月D3　2階便所平面詳細図（改修前・改修後）

工事名称 図面No.

滋賀県立大学財務課令和7年　3月　日 総合設備コンサルタント会社
株式

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事 A-17

既設のまま

LGS

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ

木下地

SL

W

不燃　NM-2183ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚3.0

下地凡例 防火材料認定番号(認定番号は参考) 特記事項

【ﾒﾗﾐﾝ化粧板 M工法】ﾒﾗﾐﾝ化粧合板下地材については十分な養生期間を持ち、施工要領による
床既設面下地調整については、速硬型調整材にて下地を行うこと。 内装仕上げ材は、F☆☆☆☆仕様とする。C ｺﾝｸﾘｰﾄ下地 EP塗・EP-G塗 不燃　NM-8585

乾燥状態にて施工を行うこと。 既設ﾓﾙﾀﾙ面及びボード系下地の仕上塗装等を撤去の上、プライマー処理

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板貼端部及び巾木取合部にはｱﾙﾐ製見切りを取り付けること。 を行いﾒﾗﾐﾝ化粧板の施工にあたること。
天井裏・小屋裏の使用材料は、F☆☆☆仕様とする。MO ﾓﾙﾀﾙ塗 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(GB-R) 厚9.5 準不燃　QM-9828

平目地はシリコーンとする

衛生器具等の壁取付部分には補強材またはGB-Sに替え構造用合板にて 手洗、ＳＫ部ライニング腰壁
LGS 軽量鉄骨下地 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(GB-R) 厚12.5 不燃　NM-8619

補強を行うこと。 ｼｰｼﾞﾝｸﾞGB　厚12.5貼下地調整の上メラミン化粧合板　厚３貼（一般色）

大便器部ライニング腰壁
CB ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 岩綿吸音板 厚12 不燃　NM-8599

ｼｰｼﾞﾝｸﾞGB　厚12.5貼下地調整の上メラミン化粧合板　厚３貼（柄）

一部　ＶＰ(塗装撤去)

ｽﾃﾝﾚｽPL-1.5H=60(撤去)ビニールシート厚2.8(撤去） ケイカル板　厚６ ＶＰ（撤去） 塩ﾋﾞ製(撤去)改修前 ±0 2,400 MO - MO LGS(撤去)

超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ　t=2.0貼(新設) 床材巻上げ巾木
ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼　M工法 (新設) ＧＢ 厚９．５捨貼、岩綿吸音板 厚１２(新設) 塩ﾋﾞ製(新設)MO改修後 ±0 2,400 - - 下地調整 LGS(新設)

H=100(新設)小便器下:汚垂石（新設）

内部仕上表

床　高 天井高 床 巾　木 腰　壁 壁 天　井
階数 室　名

FL± 下地 仕上 仕上 下地 仕上 下地 仕上 下地 仕上基準FL±
ビニールシート厚2.8(撤去）

小便器前：100角タイル貼（撤去） ケイカル板　厚６ ＶＰ（撤去） 塩ﾋﾞ製(撤去)改修前 ±0 2,400 MO M0 MO LGS(撤去)
小便器下:花崗岩水磨きｔ30

床材巻上げ巾木
超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ　t=2.0貼(新設) ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼　M工法 (新設) ＧＢ 厚９．５捨貼、岩綿吸音板 厚１２(新設) 塩ﾋﾞ製(新設)改修後 ±0 2,400 MO - 下地調整 LGS(新設)

H=100(新設)

ビニールシート厚2.8(撤去） ケイカル板　厚６ ＶＰ（撤去） 塩ﾋﾞ製(撤去)改修前 ±0 MO - MO LGS(撤去)

床材巻上げ巾木
ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼　M工法 (新設) ＧＢ 厚９．５捨貼、岩綿吸音板 厚１２(新設) 塩ﾋﾞ製(新設)MO改修後 ±0 - - 下地調整 LGS(新設)

備　考室　名
仕上

廻り縁

超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ　t=2.0貼(新設)

ｽﾃﾝﾚｽPL-1.5H=60(撤去)

ｽﾃﾝﾚｽPL-1.5H=60(撤去)

パーライトモルタル　ＶＰ(塗装撤去)

一部　ＶＰ(塗装撤去)

一部　ＶＰ(塗装撤去)

パーライトモルタル　ＶＰ(塗装撤去)

パーライトモルタル　ＶＰ(塗装撤去)

女子便所(1-4)

男子便所(1-3)

建築：ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去、洗面カウンター撤去、大型化粧鏡撤去、ﾗｲﾆﾝｸﾞCB積撤去

建築：ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去、洗面カウンター撤去、大型化粧鏡撤去、ﾗｲﾆﾝｸﾞCB積撤去

機械設備：衛生器具、小便器用手摺

機械設備：衛生器具

機械設備：衛生器具、L型手摺、可動手摺

建築：ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去、大型鏡撤去、ﾗｲﾆﾝｸﾞCB積撤去
１階

H=100(新設)

改修前 ±0 -

改修後 ±0 2,400 -

2,285
2,400

ｺﾃ押さえﾘﾉﾘｭｰﾑｼｰﾄ ビニル巾木H=100

C棟廊下(2F)
既設のまま 既設のまま

MO ＥＰ、
PB厚１５＋１５ＥＰ

既設のまま 既設のまま

LGS

既設のまま

塩ﾋﾞ製

既設のまま

建築：

機械設備：

建築：

機械設備：

ＰＢ厚９+岩綿吸音板厚１２CO

-

-

-

-

--

女子便所(1-4)

男子便所(1-3)

C棟廊下(2F)

機械設備：衛生器具撤去、小便器用手摺撤去

機械設備：衛生器具撤去

機械設備：衛生器具撤去、可動手摺撤去

塩ﾋﾞ製廻り縁はコ型ﾀｲﾌﾟとする。

2,200

2,200

天井点検口 内部450角とし、適宜設けること。

身障者便所(1-1)

ｵｰﾙｼﾞｪﾝﾀﾞｰﾄｲﾚ(1-1)

建築：ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板　人工大理石甲板t12、ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

建築：ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板　人工大理石甲板t12、ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

建築：ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板　人工大理石甲板t12
ｵｰﾙｼﾞｪﾝﾀﾞｰﾄｲﾚ(1-1)

身障者便所(1-1)

和便器撤去部　

※衛生器具等撤去(機械設備)

※照明器具等撤去(電気設備)
サイン設置位置を示す（サイン詳細図参照）

※仮設間仕切壁（LGS50 GB-R t12.5程度）、

和便器撤去部開口閉塞（７１０×３８０）工事用出入口を係員と協議の上適宜設置する事

ｺﾝｸﾘｰﾄ(21N/m3)厚１５０直押え

後施工アンカー（差筋アンカー　Ｄ１３薬液固定型）＠２００（１ヵ所につき１４本）
（７１０×３８０）を示す（四周カッター切）

※ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ全撤去、洗面カウンター撤去、大型化粧鏡撤去

(衛生陶器､配管､手摺)

ﾗｲﾆﾝｸﾞ腰壁撤去：天端人工大理石､CB 厚120下地

解体撤去範囲を示す

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ 厚１５０斫り撤去

D3　2階便所平面詳細図（改修前） D3　2階便所平面詳細図（改修後）

身障者
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洗面ｶｳﾝﾀｰ撤去

洗面ｶｳﾝﾀｰ撤去
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軽量鋼製扉新設
既設枠:塗装改修

軽量鋼製扉新設
既設枠:塗装改修

D3LSD
1

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

D3LSD
1

ライニング新設①

1

大型化粧鏡撤去

D3棟廊下(2F)

人間関係実習室4(D3-304)

吹抜

PS

女子便所(1-5)
男子便所(1-6)

人間関係実習室4(D3-304)

Ａ

2

ライニング撤去

木製ﾌﾞｰｽ扉撤去

木製ﾌﾞｰｽ扉撤去

ﾌﾞｰｽｽｸﾘｰﾝ撤去

ライニング撤去
木製ﾌﾞｰｽ扉撤去

ライニング新設②

木製ﾌﾞｰｽ扉撤去

ライニング新設③

ライニング新設④

ライニング新設⑤

ライニング新設⑥

女子便所(1-5)

1440

イ

イ

ＣＤ間
渡り廊下
（３Ｆ）

ＣＤ間
渡り廊下
（３Ｆ）

D3TB

D3TB

D3TBﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

D3TB

目隠しｽｸﾘｰﾝ新設

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

D3TB

1
5
0

2
5
0

2
5
0

Sh
a
6
5

ライニング撤去
天端:ｽﾃﾝﾚｽ PL-1.0 厚30
腰壁:CB厚100積 ﾓﾙﾀﾙ塗VP

天端:ｽﾃﾝﾚｽ PL-1.0 厚30

ﾒﾗﾐﾝ化粧板厚40 H=1900

ﾒﾗﾐﾝ化粧板厚40 H=1900
ﾌﾞｰｽｽｸﾘｰﾝ 撤去

W550*H1840*t40

W550*H1840*t40

天端:ｽﾃﾝﾚｽ PL-1.0 厚30

腰壁:CB厚100積 ﾓﾙﾀﾙ塗VP

腰壁:CB厚100積 ﾓﾙﾀﾙ塗VP

ﾌﾞｰｽｽｸﾘｰﾝ 撤去
ﾒﾗﾐﾝ化粧板厚40

ﾌﾞｰｽｽｸﾘｰﾝ 撤去

男子便所(1-6)

木製扉撤去
枠:存置

枠:存置
木製扉撤去

ライニング新設③

12861296

13

14

12

11

10

天端:ｽﾃﾝﾚｽ PL-1.0 厚30
天端:ｽﾃﾝﾚｽ PL-1.0 厚30 腰壁:CB厚100積 100角タイル張
腰壁:CB厚100積 100角タイル張

D3LSD

既設鋼製扉:塗装改修
既設枠:塗装改修

3

下地調整の上SOP塗
既設木製建具枠　 

※衛生器具等撤去(機械設備)

※照明器具等撤去(電気設備)

※仮設間仕切壁（LGS50 GB-R t12.5程度）、

工事用出入口を係員と協議の上適宜設置する事

※ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ全撤去、洗面カウンター撤去、大型化粧鏡撤去

(衛生陶器､配管､手摺)

D3　3階便所平面詳細図（改修前） D3　3階便所平面詳細図（改修後）

工事名称 図面No.

図面名称 設計日
滋賀県立大学財務課

S = 1/50 2025年3月D3　3階便所平面詳細図（改修前・改修後）

総合設備コンサルタント会社
株式令和7年　3月　日

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事 A-18

下地調整

MO

下地調整

MO

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼　M工法 (新設)

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼　M工法 (新設)

下地

天井高床　高

改修後

改修前

階数 室　名 備　考
腰　壁

仕上下地

巾　木床

仕上

内部仕上表

仕上基準FL± FL±

±0

±0

室　名
仕上

廻り縁天　井

仕上下地

壁

仕上下地

塩ﾋﾞ製(撤去)

塩ﾋﾞ製(新設)

下地凡例 防火材料認定番号(認定番号は参考) 特記事項

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地

ﾓﾙﾀﾙ塗

軽量鉄骨下地

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ

木下地

C

MO

LGS

CB

SL

W

EP塗・EP-G塗 不燃　NM-8585

準不燃　QM-9828

不燃　NM-8619

不燃　NM-8599

不燃　NM-2183

M0

-

LGS(撤去)

LGS(新設)

2,400

2,400 ＧＢ 厚９．５捨貼、岩綿吸音板 厚１２(新設)下地調整

C

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(GB-R) 厚9.5

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(GB-R) 厚12.5

岩綿吸音板 厚12

ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚3.0

床材巻上げ巾木

H=100(新設)

改修後

改修前 ±0

±0

塩ﾋﾞ製(撤去)

塩ﾋﾞ製(新設)

M0

-

LGS(撤去)

LGS(新設)

2,400

2,400 下地調整

C
ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ　厚2.0貼(撤去)

汚垂石　磁器質ﾀｲﾙ張(撤去)

超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ　厚2.0貼(新設)

汚垂石(新設)

床材巻上げ巾木

H=100(新設)

超防汚性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ　厚2.0貼(新設)

ｽﾃﾝﾚｽPL-1.5H=60(撤去)

ｽﾃﾝﾚｽPL-1.5H=60(撤去) 小便器前：100角タイル貼（撤去）

-

-

ケイカル板　厚６ ＶＰ（撤去）

ケイカル板　厚６ ＶＰ（撤去）

建築：ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去、洗面カウンター撤去、大型化粧鏡撤去、ﾗｲﾆﾝｸﾞCB積撤去

建築：ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去、洗面カウンター撤去、大型化粧鏡撤去、ﾗｲﾆﾝｸﾞCB積撤去

機械設備：衛生器具、手摺撤去

機械設備：衛生器具、手摺撤去

ＧＢ 厚９．５捨貼、岩綿吸音板 厚１２(新設)

女子便所(1-5)

男子便所(1-6)

３階

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ　厚2.0貼(撤去)

天井点検口 内部450角とし、適宜設けること。

【ﾒﾗﾐﾝ化粧板 M工法】ﾒﾗﾐﾝ化粧合板下地材については十分な養生期間を持ち、施工要領による
床既設面下地調整については、速硬型調整材にて下地を行うこと。 内装仕上げ材は、F☆☆☆☆仕様とする。

乾燥状態にて施工を行うこと。 既設ﾓﾙﾀﾙ面及びボード系下地の仕上塗装等を撤去の上、プライマー処理

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板貼端部及び巾木取合部にはｱﾙﾐ製見切りを取り付けること。 を行いﾒﾗﾐﾝ化粧板の施工にあたること。
天井裏・小屋裏の使用材料は、F☆☆☆仕様とする。

平目地はシリコーンとする

衛生器具等の壁取付部分には補強材またはGB-Sに替え構造用合板にて 手洗、ＳＫ部ライニング腰壁

補強を行うこと。 ｼｰｼﾞﾝｸﾞGB　厚12.5貼下地調整の上メラミン化粧合板　厚３貼（一般色）

大便器部ライニング腰壁

ｼｰｼﾞﾝｸﾞGB　厚12.5貼下地調整の上メラミン化粧合板　厚３貼（柄）

塩ﾋﾞ製廻り縁はコ型ﾀｲﾌﾟとする。

女子便所(1-5)

男子便所(1-6)

機械設備：衛生器具

機械設備：衛生器具、小便器手摺

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板貼端部及び巾木取合部にはｱﾙﾐ製見切りを取り付けること。

人工大理石

人工大理石

建築：ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板　人工大理石甲板t12、ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

建築：ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板　人工大理石甲板t12、ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設、目隠しスクリーン新設

XD1

和便器撤去部　

サイン設置位置を示す（サイン詳細図参照）

和便器撤去部開口閉塞（７１０×３８０）

ｺﾝｸﾘｰﾄ(21N/m3)厚１５０直押え

後施工アンカー（差筋アンカー　Ｄ１３薬液固定型）＠２００（１ヵ所につき１４本）

略号表示

Ａ 壁下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼（一般色）(新設)

Ｂ 壁下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼（指定色）(新設)

Ｃ 壁下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼（柄）(新設)

※ライニング新設

（７１０×３８０）を示す（四周カッター切）

解体撤去範囲を示す

ﾗｲﾆﾝｸﾞ腰壁撤去：天端人工大理石､CB 厚120下地

略号表示

イ ＶＰ塗(塗膜除去)

③ ９７６×１５０×Ｈ　９００　×２箇所

① ９２６×１５０×Ｈ　９００　×１箇所

②１７６０×２５０×Ｈ　９００　×１箇所

④１３２７×２５０×Ｈ　９００　×１箇所

⑤ ９６３×１５０×Ｈ　９００　×１箇所

⑥ ７３４×１５０×Ｈ　９００　×１箇所

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ 厚１５０斫り撤去

［ - 30*60*10*2.3　グラスウール厚50充填

Sha**　　既設遮音仕様壁を示す（**は壁厚）
Sha**　　既設遮音仕様壁を示す（**は壁厚）

　［ - 30*60*10*2.3　グラスウール厚50充填

ﾓﾙﾀﾙＶＰ(塗装撤去)
ﾊﾟｰﾗｲﾄﾓﾙﾀﾙ　ＶＰ(塗装撤去)
ｹｲｶﾙ板厚8 ＶＰ(塗装撤去) グラスウール厚50充填

ﾓﾙﾀﾙＶＰ(塗装撤去)

ｹｲｶﾙ板厚8 ＶＰ(塗装撤去) グラスウール厚50充填
ｺﾝｸﾘｰﾄ化粧打放し　ＶＰ(塗装撤去)



 帯ノコ目加工 本実張 OSCL

令和7年　3月　日 総合設備コンサルタント会社
株式
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ﾎｰﾙ(1-1)

2
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2060

回廊

女子便所(1-1)

男子便所(1-2)

資料収集室(1-1)

実験室前通路

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ

(1-1)

CH:2400

天井:ケイカル板ｔ6ＶＰ

CH:2400

天井:ケイカル板ｔ6ＶＰ

梁下:ｺﾝｸﾘｰﾄ化粧打放
　防水材(ｱﾛﾝｳｫｰﾙFC仕様

　ST工法ゆず肌仕上)

梁下:炻器質タイル張
　 90*90*25　無釉

CH:3110

天井:木(ｽﾌﾟﾙｰｽ ﾑｸ材)W180 ｱ18
CH:3050

天井:ＰＢｱ9+岩綿吸音板ｱ12

工事名称 図面No.

図面名称 設計日
滋賀県立大学財務課

S = 1/50 2025年3月D3　1階便所展開図・天井伏図（改修前）

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事 A-19

床：モルタルコテ押え ビニールシート

天井：ＬＧＳ下地ケイカル板 厚６ＶＰ　下地共撤去

2
4
0
0

7
0
0

8
0

壁：モルタルＶＰ

1
9
0
0

大型鏡撤去

洗面カウンター撤去

ライニング：腰壁モルタルＶＰ　下地ＣＢ共撤去

Ａ

2
4
0
0

天井：ＬＧＳ下地ケイカル板 厚６ＶＰ　下地共撤去

壁：モルタルＶＰ

巾木：テラゾーブロックＨ６０撤去

2855

7
0
0

8
0

床：モルタルコテ押え ビニールシート

ＡXD1 XD2

木製扉撤去
枠:存置

トイレブース：ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ撤去

壁：モルタルＶＰ

壁：モルタルＶＰ

7340

トイレブース：テラゾーブロック撤去

Ｂ YC2

大型鏡撤去

洗面カウンター撤去

5285

1
9
0
0

トイレブース

ＢYC2

木製扉撤去
枠:存置

ライニング撤去
100角陶器質ﾀｲﾙ張

CB積下地共撤去

ライニング撤去
100角陶器質ﾀｲﾙ張
CB積下地共撤去

ライニング撤去
100角陶器質ﾀｲﾙ張

CB積下地共撤去

巾木：ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸH60撤去

ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ撤去

壁：パーライトモルタルＶＰ

4225

Ｃ

壁：モルタルＶＰ

3465

トイレブース：テラゾーブロック撤去

1
4
3
0

9
3
0

ＣXD2 XD1

ﾌﾞｰｽｽｸﾘｰﾝ撤去
ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ厚40

壁：パーライトモルタルＶＰ

7340

大型鏡撤去

7
0
0

8
0

洗面カウンター撤去

ＤYC2

目地棒ステンレスＦＢ－６ｘ１８　撤去

壁：モルタルＶＰ 壁：ケイ酸カルシウム板 厚８(目地無）ＶＰ

4
5
0

1
2
7
5

トイレブース：テラゾーブロック撤去

5285

汚垂石撤去 ライニング：腰壁陶器質100角タイル張
下地ＣＢ共撤去

Ｄ YC2

ﾌﾞｰｽｽｸﾘｰﾝ撤去
テラゾーブロック厚40

ライニング撤去

CB積下地共撤去
モルタルＶＰ

1
9
0
0

4315

XK3

2
2
0
0

2
2
0
0

男子便所(1-2)

女子便所(1-1)

解体撤去範囲を示す

天井点検口を示す（特記なき限り450角）

D3　1階便所平面詳細図（改修前）

※照明器具等撤去(電気設備)

(衛生陶器､配管､手摺)

※ﾄｲﾚﾌﾞｰｽは全撤去､洗面ｶｳﾝﾀｰ､大型鏡撤去

ﾗｲﾆﾝｸﾞ腰壁撤去：天端人工大理石､CB厚100下地

※衛生器具等撤去(機械設備)

天端：ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ　撤去

天端：ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ　撤去

天端：ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ　撤去

天端：ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ　撤去

天端：ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ　撤去

天端：ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ　撤去
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便所(1-1)

身障者

男子便所(1-3)

女子便所(1-4)

C棟廊下(2F)

(1-2)

研究室(C-2)

下り天井見切:木 OP
45*45

下り天井見切:木 OP
45*45

239021803110

男子便所(1-3)

女子便所(1-4)

図面名称 設計日

S = 1/50 2025年3月

工事名称 図面No.

滋賀県立大学財務課令和7年　3月　日 総合設備コンサルタント会社
株式

D3　2階便所展開図・天井伏図（改修前）

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事 A-20

額縁：木ＯＰ　２５ｘ１３０

9
3
0

大型鏡６００ｘ１２００撤去

壁：モルタルＶＰ

(機械設備工事）

1
0
3
0

ライニング：腰壁モルタルＶＰ
下地ＣＢ共撤去

壁：モルタルＶＰ

天井：ＬＧＳ下地ケイカル板 厚６ＶＰ　下地共撤去

壁：パーライトモルタルＶＰ

ライニング：腰壁モルタルＶＰ　下地ＣＢ共撤去

床：長尺塩ビシート厚２.０　仕上げ材撤去

ライニング：腰壁モルタルＶＰ　下地共撤去

トイレブース：メラミン化粧合板撤去

壁：モルタルＶＰ

2
4
0
0

XD0

3110

Ａ

2
0
0

9
3
0

天井：ＬＧＳ下地ケイカル板 厚６ＶＰ　下地共撤去

洗面カウンター撤去

壁：パーライトモルタルＶＰ

3580

木製片開き扉　扉のみ撤去

7
0
0

8
0

Ｂ

巾木：テラゾーブロックＨ６０撤去

壁：モルタルＶＰ

XD0

3110

1
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汚垂石撤去

Ｃ

壁：モルタルＶＰ

3580

ＤYC3 YC3

1
4
3
0

大型鏡撤去

トイレブース：メラミン化粧合板撤去

トイレブース：メラミン化粧合板撤去
メラミン化粧合板撤去
トイレブース

ライニング：腰壁陶器質100角タイル張　下地ＣＢ共撤去 ライニング：腰壁モルタルＶＰ　下地ＣＢ共撤去

壁：パーライトモルタルＶＰ
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XD0
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Ａ

大型鏡撤去

天井：ＬＧＳ下地ケイカル板 厚６ＶＰ　下地共撤去

4310

Ｂ

7
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壁：モルタルＶＰ

木製片開き扉　扉のみ撤去
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1
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ライニング：腰壁モルタルＶＰ　下地共撤去

洗面カウンター撤去

巾木：ステンレスＰＬ-１．５ Ｈ＝６０

壁：モルタルＶＰ

額縁：木ＯＰ　２５ｘ１３０柱型：モルタルＶＰ 壁：パーライトモルタルＶＰ

トイレブース：メラミン化粧合板撤去

トイレブース：メラミン化粧合板撤去

トイレブース：メラミン化粧合板撤去

2180

Ａ
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Ｃ

壁：モルタルＶＰ
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床：長尺塩ビシート厚２.０　仕上げ材撤去

壁下地調整の上化粧シート貼

天井点検口撤去　特記なき限りアルミ製４５０角を示す

解体撤去範囲を示す

ﾗｲﾆﾝｸﾞ腰壁撤去：天端人工大理石､CB厚100下地

※衛生器具等撤去(機械設備)

※照明器具等撤去(電気設備)

※ﾄｲﾚﾌﾞｰｽは全撤去､洗面ｶｳﾝﾀｰ､大型鏡撤去

　(衛生陶器､配管､手摺)　

D3　2階便所平面詳細図（改修前）

CH:2400

天井:ケイカル板厚6 VPCH:2400

天井:ケイカル板厚6 VP

CH:2,285
天井：ＰＢ厚９+岩綿吸音板厚１２

CH:2400
天井:ケイカル板厚6 VP

CH:2,400
天井：ワイヤメッシュ50角3.2Φ

見切:木製ＯＰ
45*45
存置

天端：ステンレスＰＬ－１．０　撤去

天端：ステンレスＰＬ－１．０　撤去

天端：ステンレスＰＬ－１．０　撤去

天端：ステンレスＰＬ－１．０　撤去天端：ステンレスＰＬ－１．０　撤去
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0
0

2
0
0



2
4
0
0

2
4
0
0

Ａ

木製片開き扉　扉のみ撤去

4235

大型鏡撤去

洗面カウンター撤去

床：モルタルコテ押え ビニールシート

天井：ＬＧＳ下地ケイカル板 厚６ＶＰ　下地共撤去

ステンレス枠Ｗ１４５　撤去

壁：ケイカル板 厚８ ＶＰ 撤去

2
0
0

Ａ

4215
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0
0
0

床：モルタルコテ押え ビニールシート

天井：ＬＧＳ下地ケイカル板 厚６ＶＰ　下地共撤去

大型鏡撤去壁：モルタルＶＰ
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壁：ケイカル板 厚８ ＶＰ 撤去
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壁：ケイカル板 厚８ ＶＰ 撤去
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44852565
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壁：モルタルＶＰ壁：ケイカル板 厚８ ＶＰ 撤去

洗面カウンター撤去
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壁：ケイカル板 厚８ ＶＰ 撤去
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巾木：ステンレスＰＬ-１．５ Ｈ＝６０

壁：ケイカル板 厚８ ＶＰ 撤去トイレブース撤去

2183

Ｂ

壁：ケイカル板 厚８ ＶＰ 撤去

木製片開き扉　扉のみ撤去

洗面カウンター撤去

4
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5

額縁：木ＯＰ　２５ｘ１３０

トイレブース：メラミン化粧合板撤去

トイレブース：メラミン化粧合板撤去

トイレブース：メラミン化粧合板撤去

トイレブース：メラミン化粧合板撤去

トイレブース：メラミン化粧合板撤去

ライニング：腰壁モルタルＶＰ

下地CB共撤去 汚垂石撤去

ライニング：腰壁陶器質100角タイル張　下地共撤去

下地CB共撤去

ライニング：腰壁モルタルＶＰ

壁：パーライトモルタルＶＰ

トイレブース：メラミン化粧合板撤去トイレブース：メラミン化粧合板撤去

トイレブース：メラミン化粧合板撤去

壁：ケイカル板 厚８ ＶＰ 撤去

壁：モルタルＶＰ

トイレブース：メラミン化粧合板撤去

ライニング：モルタルＶＰ　下地ＣＢ共撤去
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CH:2400
天井:ケイカル板厚6 VP CH:2400

天井:ケイカル板厚6 VP

下り天井見切:木 OP
45*45

吹抜

D3棟廊下(2F)

人間関係実習室4(D3-304)

女子便所(1-5)
男子便所(1-6)

ＣＤ間
渡り廊下
（３Ｆ）

YC3

XD0 XD1

工事名称 図面No.

図面名称 設計日
滋賀県立大学財務課

S = 1/50 2025年3月D3　3階便所展開図・天井伏図（改修前）

総合設備コンサルタント会社
株式令和7年　3月　日

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事 A-21

ﾗｲﾆﾝｸﾞ腰壁撤去：天端人工大理石､CB厚100下地

※衛生器具等撤去(機械設備)

※照明器具等撤去(電気設備)

※ﾄｲﾚﾌﾞｰｽは全撤去､洗面ｶｳﾝﾀｰ､大型鏡撤去

　(衛生陶器､配管､手摺)　

D3　3階便所平面詳細図（改修前）

男子便所(1-6)

XD1 XD1

2
0
0

天井点検口撤去　特記なき限りアルミ製４５０角を示す

解体撤去範囲を示す

Sha**　　既設遮音仕様壁を示す（**は壁厚）
　　　　［ - 30*60*10*2.3　グラスウール厚50充填

天端：ステンレスＰＬ-１．０撤去
天端：ステンレスＰＬ-１．０撤去

天端：ステンレスＰＬ-１．０撤去

天端：ステンレスＰＬ-１．０撤去

天端：ステンレスＰＬ-１．０撤去

XD0XD0



資料収集室(1-1)
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YC3

XD1 XD2

ﾎｰﾙ(1-1)

150

150

150

150

150

150

200

200

200

回廊

女子便所(1-1)

男子便所(1-2)

実験室前通路

令和7年　3月　日 総合設備コンサルタント会社
株式

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ

(1-1)

2060

2
9
5
0

CH:2400
天井:ＧＢ 厚９．５

　＋岩綿吸音板　厚１２

CH:2400
天井:ＧＢ 厚９．５

　＋岩綿吸音板　厚１２

天井:ＰＢｱ9+岩綿吸音板ｱ12

CH:3050

CH:3110
天井:木(ｽﾌﾟﾙｰｽ ﾑｸ材)W180 ｱ18梁下:炻器質タイル張

　 90*90*25　無釉

梁下:ｺﾝｸﾘｰﾄ化粧打放
　防水材(ｱﾛﾝｳｫｰﾙFC仕様

　ST工法ゆず肌仕上)

9
0
0

250

9
0
0

250

250

 　帯ノコ目加工 本実張 OSCL

工事名称 図面No.

図面名称 設計日
滋賀県立大学財務課

S = 1/50 2025年3月

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事 A-22

D3　1階便所展開図・天井伏図（改修後）
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73407340

Ａ Ｂ Ｃ ＤYC2 YC2

2
4
0
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4
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1
2
7
5

2855 5285 52853465

Ａ Ｂ Ｃ ＤXD1 XD2 YC2 XD2 XD1 YC2

1
1
0
0

鏡新設（機械設備）

軽量鋼製扉 新設
既設枠:下地調整の上SOP塗装

下地調整の上SOP塗装
廊下側木製建具枠:

4190

巾木：床材巻上げ巾木H=100新設

ライニング天端

トイレブース新設

9
0
0

9
0
0

150 150

150 150

鏡新設（機械設備）

トイレブース新設

既設鋼製扉
下地調整の上SOP塗装

1
1
0
0

9
0
0

ｼｰｼﾞﾝｸﾞGB　厚12.5貼下地調整の上
ライニング壁

メラミン化粧合板厚３貼(M工法)(柄)新設

壁：下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼(M工法)（一般色）新設

天井：ＬＧＳ下地ＧＢ厚９.５捨貼　岩綿吸音板厚１２新設

天井：ＬＧＳ下地ＧＢ厚９.５捨貼　岩綿吸音板厚１２新設

巾木：床材巻上げ巾木H=100新設

床：下地調整の上超防汚性ビニル床シート厚２.０新設

床：下地調整の上超防汚性ビニル床シート厚２.０新設

壁：下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板 厚３貼(M工法)（柄）新設

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

人工大理石　厚１２

トイレブース新設

軽量鋼製扉 新設
既設枠:下地調整の上SOP塗装
廊下側木製建具枠:

下地調整の上SOP塗装

2
0
0
0

壁：下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼(M工法)（一般色）新設
壁：下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼(M工法)（柄）新設

壁：下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼(M工法)（柄）新設

壁：下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板 厚３貼(M工法)（一般色）新設

女子便所(1-1) 4315

XK3

男子便所(1-2)

新設範囲を示す

天井点検口　アルミ製４５０角（開口補強共）を示す

電気設備用天井開口φ１５０（開口補強共）を示す

機械設備用天井開口（開口補強共）を示す

（寸法は図示）D3　1階便所天井伏図（改修後）
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下り天井見切:塩ビ製新設

下り天井見切:塩ビ製新設

C棟廊下(2F)

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ

研究室(C-2)

(1-2)

男子便所(1-3)

女子便所(1-4)

男子便所(1-3)

女子便所(1-4)

ｵｰﾙｼﾞｪﾝﾀﾞｰ

ｵｰﾙｼﾞｪﾝﾀﾞｰﾄｲﾚ(1-1)

工事名称 図面No.

図面名称 設計日

S = 1/50 2025年3月

滋賀県立大学財務課令和7年　3月　日 総合設備コンサルタント会社
株式

D3　2階便所展開図・天井伏図（改修後）

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事 A-23
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鏡新設（機械設備）

250

天井：ＬＧＳ下地ＧＢ厚９.５捨貼　岩綿吸音板厚１２新設

1
1
0
0

ライニング壁
ｼｰｼﾞﾝｸﾞGB　厚12.5貼下地調整の上
メラミン化粧合板厚３貼(M工法)(柄)新設

既設木額縁:塗装改修

既設木額縁:塗装改修

395

鏡新設（機械設備）

洗面カウンター新設
（機械設備）

ライニング壁

150 150
250

9
0
0

9
0
0

床：下地調整の上超防汚性ビニル床シート厚２.０新設

ｼｰｼﾞﾝｸﾞGB　厚12.5貼下地調整の上
メラミン化粧合板厚３(M工法)(一般色)新設

ライニング壁
ｼｰｼﾞﾝｸﾞGB　厚12.5貼下地調整の上
メラミン化粧合板厚３(M工法)(指定色)新設

トイレブース新設

軽量鋼製扉新設

廊下側:既設木製建具枠 下地調整の上SOP塗

軽量鋼製扉新設

既設木額縁:塗装改修

ライニング天端

ライニング天端
人工大理石　厚１２

鋼製扉:塗装改修

ライニング天端
人工大理石　厚１２

汚垂石新設

トイレブース新設

壁：下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼(M工法)（一般色）新設

壁：下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板　厚３貼(M工法)（一般色）新設

壁下地調整の上化粧シート貼新設

巾木：床材巻上げ巾木H=100新設

巾木：床材巻上げ巾木H=100新設

人工大理石　厚１２

廊下側:既設木製建具枠 下地調整の上SOP塗
既設枠:下地調整の上SOP塗装

既設枠:下地調整の上SOP塗装

新設範囲を示す

天井点検口　アルミ製４５０角（開口補強共）を示す

電気設備用天井開口φ１５０（開口補強共）を示す

機械設備用天井開口（開口補強共）を示す

（寸法は図示）

D3　2階便所天井伏図（改修後）

CH:2400
天井:ＧＢ 厚９．５捨貼

岩綿吸音板 厚１２

CH:2400
天井:ＧＢ 厚９．５捨貼

岩綿吸音板 厚１２

CH:2400
天井:ＧＢ 厚９．５捨貼

岩綿吸音板 厚１２

CH:2,285
天井：ＰＢ厚９+岩綿吸音板厚１２

CH:2,400
天井：ワイヤメッシュ50角3.2Φ



2
4
0
0

2
4
0
0

Ａ

4235

2
0
0

Ａ

4215

2
0
0
0

1628

Ｄ

2565

ＤＢ

44852565

ＣＢ

2000

2
0
0
0

3810

YC3Ｄ

4215

Ｃ

1
9
0
0

Ｂ

3810

YC3

2183

Ｂ

4
5
0

1
2
7
5

男子便所(1-6)

ライニング壁
ｼｰｼﾞﾝｸﾞGB　厚12.5貼下地調整の上
メラミン化粧合板　厚３貼（一般色）

人工大理石　厚１２
ライニング天端

250

9
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0

1
1
0
0

150 250

ライニング天端
人工大理石　厚１２

150

女子便所(1-5)

250 OPEN

9
0
0

150

9
0
0

9
0
0

トイレブース新設

トイレブース新設

軽量鋼製扉新設
既設枠下地処理の上SOP塗装

軽量鋼製扉新設

人工大理石　厚１２
ライニング天端

人工大理石　厚１２
ライニング天端

人工大理石　厚１２
ライニング天端

ライニング壁
ｼｰｼﾞﾝｸﾞGB　厚12.5貼下地調整の上

ライニング壁
ｼｰｼﾞﾝｸﾞGB　厚12.5貼下地調整の上

壁：下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
　厚３貼(M工法)（一般色）新設

壁：下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板

巾木：床材巻上げ巾木H=100新設

鏡新設（機械設備）

壁：下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
　厚３貼(M工法)（一般色）新設

メラミン化粧合板　厚３貼（柄）新設 メラミン化粧合板　厚３貼（一般色）新設 巾木：床材巻上げ巾木H=100新設

　厚３貼(M工法)（柄）新設
既設鋼製扉

下地調整の上SOP塗装トイレブース新設

壁：下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
　厚３貼(M工法)（柄）新設 鏡新設（機械設備）

既設木額縁:塗装改修 トイレブース新設
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下がり天井見切:塩ビ製新設

CH:2400
天井:ＧＢ 厚９．５捨貼、

岩綿吸音板 厚１２

吹抜

女子便所(1-5)

D3棟廊下(2F)

人間関係実習室4(D3-304)

1
8
0
4
0

2
0

1020

5
6
5

男子便所(1-6)

ＣＤ間
渡り廊下
（３Ｆ）

岩綿吸音板 厚１２

CH:2400
天井:ＧＢ 厚９．５捨貼、

床：下地調整の上超防汚性ビニル床シート厚２.０新設

床：下地調整の上超防汚性ビニル床シート厚２.０新設

既設枠:下地調整の上SOP塗装

工事名称 図面No.

図面名称 設計日
滋賀県立大学財務課

S = 1/50 2025年3月D3　3階便所展開図・天井伏図（改修後）

総合設備コンサルタント会社
株式令和7年　3月　日

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事 A-24

D3　3階便所天井伏図（改修後）

XD1 XD1

2
0
0

新設範囲を示す

天井点検口　アルミ製４５０角（開口補強共）を示す

電気設備用天井開口φ１５０（開口補強共）を示す

機械設備用天井開口（開口補強共）を示す

（寸法は図示）

Sha**　 既設遮音仕様壁を示す（**は壁厚）
　［ - 30*60*10*2.3　グラスウール厚50充填

XD0 XD0



ｱﾙﾐ製建具(縦軸回転窓）

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ化粧打放し､防水材壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ化粧打放し､防水材

色ﾓﾙﾀﾙ､豆砂利洗出し

壁：ﾓﾙﾀﾙVP

地下ﾋﾟｯﾄ

C棟廊下(2F)

撤去
巾木：ｽﾃﾝﾚｽPL-1.5 H60

巾木：ｽﾃﾝﾚｽPL-1.5 H60

廻り縁：
木 OSCL 40x40
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人造大理石 撤去

ｶｳﾝﾀｰ：人造大理石
撤去
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大型化粧鏡:ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽt5

　　　下地共撤去
天井：ｹｲｶﾙ板 厚6VP（LGS下地）

　　　下地共撤去
天井：ｹｲｶﾙ板 厚6VP（LGS下地）

廻り縁：塩ビ製
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演習室(大)

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ厚30打込み

ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ張
床：

ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押え
撤去

天井：ｹｲｶﾙ板 厚6VP（LGS下地）
　　　下地共撤去
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壁：ﾓﾙﾀﾙVP

便所(1-1)
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0 研究室(C-7)
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床下点検口 600角

巾木：ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸ厚20
撤去

ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ張
床：

撤去
ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ：
ﾒﾗﾐﾝ化粧合板

天井：ｹｲｶﾙ板 厚6VP（LGS下地）
　　　下地共撤去

撤去

天井：ｹｲｶﾙ板 厚6VP（LGS下地）
　　　下地共撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ：
ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
撤去

2
,
4
0
0

鋼製建具

額縁：木H25 OP

1
,
1
2
5

1
,
4
5
5

壁：ﾊﾟｰﾗｲﾄﾓﾙﾀﾙVP

軒天：木 厚8 OSCL本実張ﾌﾟﾚｰﾅｰ加工
LGS下地(裏桟：木25x60）

面台：ﾃﾗｿﾞｰﾌﾞﾛｯｸt30　撤去

ﾗｲﾆﾝｸﾞ　撤去

ｶｳﾝﾀｰ：人造大理石 H700　撤去

大型化粧鏡:ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽt5 ｽﾃﾝﾚｽ上下枠　撤去

20

2
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0
0

2
,
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8
5

2
,
4
0
0

3
,
1
1
0

吹抜

5

10

天井：ｹｲｶﾙ板 厚6VP（LGS下地）
　　　下地共撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ：
ﾒﾗﾐﾝ化粧合板 撤去

壁：ﾓﾙﾀﾙVP

壁：ｹｲｶﾙ板厚8 VP

撤去撤去

壁：ﾊﾟｰﾗｲﾄﾓﾙﾀﾙVP

30

395

提出

巾木：ｽﾃﾝﾚｽPL-1.5 H60

　　　　面台ｽﾃﾝﾚｽPL-1.0 撤去
ﾗｲﾆﾝｸﾞ：腰壁ﾓﾙﾀﾙVP　CB下地共 撤去

ﾗｲﾆﾝｸﾞ：ﾓﾙﾀﾙVP

壁：ﾓﾙﾀﾙVP

　　　　下地CB共撤去

　　　　　 ｽﾃﾝﾚｽ上下枠
　　　　　 撤去
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滋賀県立大学財務課

2025年3月

令和7年　3月　日

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事

総合設備コンサルタント会社
株式

D3　矩計図（改修前・改修後） 1/50

改修前　矩計図　　　S=1/50 改修後　矩計図　　　S=1/50
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男子便所(1-2)女子便所(1-1)

女子便所(1-5) 男子便所(1-6)
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1
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D3棟廊下(2)

C棟廊下(2F)

1
5
0

1
5
0

1
5
0

鋼製扉

ｽﾃﾝﾚｽ枠　存置

一部撤去(天井下地共)

一部撤去

一部撤去

ライニング天端人工大理石　厚１２

24

24

150 男子便所(1-3)

34

34

巾木：床材巻上げH=100新設

2
,
4
0
0

1
5
0

D3棟廊下(2) 演習室(大)

2
,
4
0
0

34

150150

壁：下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
厚３貼(M工法)（一般色）新設

床：下地調整の上超防汚性
ビニル床シート厚２.０新設

　厚３貼(M工法)（一般色）新設

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ厚30打込み
一部新設

一部新設
木 OSCL 40x40

廻り縁：

天井：ＬＧＳ下地ＧＢ厚９.５捨貼
　岩綿吸音板厚１２新設

巾木：床材巻上げH=100新設

ビニル床シート厚２.０新設
床：下地調整の上超防汚性

下地調整の上SOP塗装
既設鋼製扉

既設鋼製扉
下地調整の上SOP塗装

壁：下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
　厚３貼(M工法)（一般色）新設

厚３貼(M工法)（一般色）新設
壁：下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

天井：ＬＧＳ下地ＧＢ厚９.５捨貼
　岩綿吸音板厚１２新設

天井：ＬＧＳ下地ＧＢ厚９.５捨貼
　岩綿吸音板厚１２新設

天井：ＬＧＳ下地ＧＢ厚９.５捨貼
　岩綿吸音板厚１２新設

天井：ＬＧＳ下地ＧＢ厚９.５捨貼
　岩綿吸音板厚１２新設

巾木：床材巻上げH=100新設

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設
軽量鋼製扉新設

　岩綿吸音板厚１２新設
天井：ＬＧＳ下地ＧＢ厚９.５捨貼

廻り縁：塩ビ製
新設

壁：下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
廊下側:既設木製建具枠 下地調整の上SOP塗

軽量鋼製扉新設

壁：下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
　厚３貼(M工法)（一般色）新設

床：下地調整の上超防汚性
ビニル床シート厚２.０新設

軒天：木 厚8 OSCL本実張ﾌﾟﾚｰﾅｰ加工
LGS下地(裏桟：木25x60）
一部新設(天井下地共)

ｱﾙﾐ製建具(縦軸回転窓）

既設木額縁:塗装改修

壁：下地調整の上ﾒﾗﾐﾝ化粧合板
厚３貼(M工法)（一般色）新設

ｵｰﾙｼﾞｪﾝﾀﾞｰ

ﾄｲﾚ(1-1)

A-25

木製扉撤去
枠:存置

壁：ｹｲｶﾙ板厚8 VP
撤去

既設枠下地調整の上SOP塗装

既設枠下地調整の上SOP塗装

身障者

XD1 XD2 XD1 XD2
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小松ウオール工業 TB-TP 同等品
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改修内容

扉：木製　塩化ビニール貼　撤去
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00
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－

扉：木製　塩化ビニール貼　撤去

既設木製扉 撤去　軽量鋼製扉 新設
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扉：木製　塩化ビニール貼　撤去

２ヶ所

改修内容

ト イレブース

1ヶ所

小口貼り
小口貼り

1276

11
00

60
10

40

40

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6600KN

天井レール・目板

巾木・床レール

小松ウオール工業 TB-TP 同等品

D3TB-1

40

天井レール・中心吊ヒンジ・目板・戸当り

小松ウオール工業 TB-TP 同等品

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6600KN　扉:K-6600KN

１ヶ所

天井レール・中心吊ヒンジ・目板・戸当り

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6600KN　扉:K-6600KN

40

巾木・床レール

小松ウオール工業 TB-TP 同等品

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6600KN　扉:K-6600KN

40

巾木・床レール

小松ウオール工業 TB-TP 同等品

ト イレブース

D0TB-2 １ヶ所 １ヶ所

ト イレブース

40

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6600KN

天井レール・目板

巾木・床レール

小松ウオール工業 TB-TP 同等品

トイレブース

D0TB-1

1ヶ所

40

小松ウオール工業 TB-TP 同等品

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6600KN　扉:K-6600KN

トイレブース

1ヶ所

笠木無

小口貼り
小口貼り
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D3TB-2 D3TB-3

既設木製扉 撤去　軽量鋼製扉 新設既設木製扉 撤去　軽量鋼製扉 新設

建具リスト１

扉：化粧鋼板

既設スチール製建具枠 塗装改修、既設木製額縁 塗装改修 既設スチール製建具枠 塗装改修、既設木製額縁 塗装改修

天井レール・中心吊ヒンジ・目板・戸当り

550

D0TB-3

笠木無

ジョ イント

500

戸当り帽子掛け・巾木・床レール

ジョ イント

60
25

Ｃ
H 

 2
40

0

23
15

1496

化粧鏡取付用
トイレブース下地補強 ジョ イント

トイレブース D3棟 1階女子便所(1-1)

－ －

－ －

－

アルミ製ガラリ

アルミ製ガラリ アルミ製ガラリ

1515

15

アルミ製ガラリ

D0 1階 男子便所(2-3)、1階 女子便所(2-4)

－

１ヶ所D3SD-1

40

－

1020

20
0

スチール製ハンガー戸

１ヶ所

450

45
0

スチール製ＰＳ扉

35

スチール製点検カバー 既設下地調整の上OP塗

枠：スチール製　下地調整の上OP塗

扉：スチール製　下地調整の上OP塗

既設スチール製ハンガー引戸 塗装改修

既設建具枠　塗装改修既設建具枠　塗装改修

既設スチール製ＰＳ扉 塗装改修

丁番、平面ハンドル錠、付属金物一式 既設のまま

扉：スチール製片面フラッシュ戸　下地調整の上OP塗

点検カバー

600

15
0

四方枠：スチール製　下地調整の上OP塗

20
00

アルミ製ガラリ

40
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95
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0

730

20
00

－

13
5

15
95

27
0

730

20
00

40

－

扉：化粧鋼板　枠：溶融亜鉛メッキ鋼板加工 SOP塗扉：木製　塩化ビニール貼　撤去

既設木製扉 撤去　軽量鋼製扉 新設

既設スチール製建具枠 塗装改修、既設木製額縁 塗装改修

２ヶ所

２ヶ所

木製ガラリ

100

D3 1階 女子便所(1-1)、1階 男子便所(1-2)

姿図は2階 男子便所(1-3)、2階女子便所(1-4)は開き方向反転 姿図は2階 男子便所(1-3)、2階女子便所(1-4)は開き方向反転

D3 1階 男子便所(1-2) D3 2階 オールジェンダートイレ(1-1)

姿図は3階 女子便所(1-5)、3階男子便所(1-6)は開き方向反転 姿図は3階 女子便所(1-5)、3階男子便所(1-6)は開き方向反転

スリット

45 100

木製扉撤去　　　軽量鋼製扉新設 木製扉撤去　　　軽量鋼製扉新設 木製扉撤去　　　軽量鋼製扉新設

木製扉撤去　　　軽量鋼製扉新設

D3LSD-1 D3LSD-2

D3LSD-3

38

D0 1階女子便所(2-4) D0 1階男子便所(2-3) D0 1階男子便所(2-3)

782600
120

アルミ製ガラリ

SK外開き

D3 1階女子便所(1-1) D3 1階女子便所(1-1)

天井レール・中心吊ヒンジ・目板・戸当り

戸当り帽子掛け・巾木・床レール

－

90

－

１ヶ所

450

45
0

スチール製ＰＳ扉

35

既設建具枠　塗装改修

既設スチール製ＰＳ扉 塗装改修

丁番、平面ハンドル錠、付属金物一式 既設のまま

扉：スチール製片面フラッシュ戸　下地調整の上OP塗

四方枠：スチール製　下地調整の上OP塗

D3SD-3

D3 3階 男子便所(1-6)

アルミ製ガラリ アルミ製ガラリ

15
95

アルミ製ガラリ

D3SD-2

ハンガーレール、吊車、大型引手、ﾚｰﾙ受座、アルミ製ガラリ、SUS沓摺、付属金物一式　既設のまま

D3 2階 男子便所(1-3)、2階 女子便所(1-4)

D3 3階 女子便所(1-5)、3階 男子便所(1-6)

扉：化粧鋼板　新設

ジョ イント

扉：化粧鋼板

既設スチール製建具枠 塗装改修

枠：スチール製　w95ｔ2.3 アングル付　既設のまま 枠：スチール製 w95ｔ2.3 アングル付 下地調整の上OP塗 枠：スチール製 w95 ｔ2.3 アングル付　既設のまま 枠：スチール製 w95 ｔ2.3 アングル付 下地調整の上OP塗 枠：スチール製 w160 ｔ2.3 アングル付　既設のまま 枠：スチール製 w160 ｔ2.3 アングル付 下地調整の上OP塗

枠：スチール製 W101ｔ2.3　既設のまま 枠：スチール製 w101 ｔ2.3  下地調整の上OP塗

ＳＵＳ沓摺、床付戸当り 　既設のまま ＳＵＳ沓摺 、床付戸当り　既設のまま ＳＵＳ沓摺 、床付戸当り　既設のまま

ドアチェック、丁番（３本吊）、外:押板、内:引手、木製ガラリ　撤去 ドアチェック、丁番（３本吊）、外:押板、内:引手　撤去

ＳＵＳ沓摺 、床付戸当り　既設のまま ＳＵＳ沓摺 、床付戸当り　既設のまま ＳＵＳ沓摺 、床付戸当り　既設のまま

ＳＵＳ沓摺 、床付戸当り　既設のまま ＳＵＳ沓摺 、床付戸当り　既設のまま

ドアチェック、丁番（３本吊）、外:押板、内:引手 　撤去

ドアチェック、丁番（３本吊）、外:押板、内:引手 　撤去

550411

1727

851876

600 396

1000 996

600 120400

ドアチェック、丁番（３本吊）、外:押板、内：引手、アルミ製ガラリ（開口率35％)　新設 ドアチェック、丁番（３本吊）、外:押板、内：引手、アルミ製ガラリ（開口率35％)　新設 ドアチェック、丁番（３本吊）、外:押板、内：引手、アルミ製ガラリ（開口率35％)　新設

ドアチェック、丁番（３本吊）、外:押板、内：引手、アルミ製ガラリ（開口率35％)　新設

150

90
0

150

ジョ イント

150

90
0

150

90
0

90
0

150 150

90
0

ジョ イント ジョ イント ジョ イント
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工事名称 図面No.

図面名称 設計日
滋賀県立大学財務課

S = 1/50 2025年3月

令和7年　3月　日

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事

符　合・数　量

形　　式・使用箇所

見込

材　質・仕　上

ガ　　ラ　　ス

金　　　　　　物

備　　　　　　考

符　合・数　量

形　　式・使用箇所

姿　　　　　　図

姿　　　　　　図

見込

材　質・仕　上

ガ　　ラ　　ス

金　　　　　　物

備　　　　　　考

符　合・数　量

形　　式・使用箇所

見込

材　質・仕　上

ガ　　ラ　　ス

金　　　　　　物

備　　　　　　考

符　合・数　量

形　　式・使用箇所

姿　　　　　　図

見込

材　質・仕　上

ガ　　ラ　　ス

金　　　　　　物

備　　　　　　考

姿　　　　　　図

1ヶ所

小口貼り

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6600KN

トイレブース

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6600KN

40

天井レール・目板

巾木・床レール

小松ウオール工業 TB-TP 同等品

笠木無

小口貼り

11
00

60
10

40
481

40

小松ウオール工業 TB-TP 同等品

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6600KN　扉:K-6600KN

1ヶ所

トイレブース

天井レール・中心吊ヒンジ・目板・戸当り

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6600KN　扉:K-6600KN

トイレブース

40

D3TB-6

D3TB-4 D3TB-5

小松ウオール工業 TB-TP 同等品

巾木・床レール

１ヶ所

天井レール・中心吊ヒンジ・目板・戸当り

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6600KN　扉:K-6600KN

40

巾木・床レール

小松ウオール工業 TB-TP 同等品

１ヶ所

トイレブース

600116

小口貼り

40

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6600KN

天井レール・目板

巾木・床レール

小松ウオール工業 TB-TP 同等品

笠木無

小口貼り

11
00

60
10

40

1006

60

18
40

580

1276

60

1296

40

小松ウオール工業 TB-TP 同等品

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6600KN　扉:K-6600KN

60

18
40

Ｃ
H 

 2
40

0

23
15

25

120 120

13211286

2582

60
25

Ｃ
H 

 2
40

0

23
15

996

1ヶ所

天井レール・中心吊ヒンジ・目板・戸当り

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6600KN　扉:K-6600KN

巾木・床レール

小松ウオール工業 TB-TP 同等品

40

１ヶ所

60

18
40

15

天井レール・中心吊ヒンジ・目板・戸当り

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6600KN　扉:K-6600KN

巾木・床レール

小松ウオール工業 TB-TP 同等品

40

60
25

Ｃ
H 

 2
40

0

23
15

771

25

46
0

25

Ｃ
H 

 2
40

0

23
15

25

１ヶ所

トイレブース

建具リスト２

－ －

－

－ － － － －

天井レール・中心吊ヒンジ・目板・戸当り

巾木・床レール

天井レール・中心吊ヒンジ・目板・戸当り

巾木・床レール

1ヶ所

トイレブース

550616 550 626 550792

トイレブース トイレブース

Ｃ
H 

 2
40

0

Ｃ
H 

 2
40

0

アルミ製ガラリ
アルミ製ガラリ

46
0

23
15

23
15

46
0

1515

60

18
40

Ｃ
H 

 2
40

0

23
15

46
0

25

600651 600 96

1281

60
25

Ｃ
H 

 2
40

0

23
15

1121

60
25

Ｃ
H 

 2
40

0

23
15

341

アルミ製ガラリ

15

1351

2632

D3 1階男子便所(1-2)

D3 2階女子便所(1-4)

D3 3階女子便所(1-5) D3 3階女子便所(1-5) D3 3階女子便所(1-5) D3 3階男子便所(1-6) D3 3階男子便所(1-6)

ト イレブース

小口貼り

40

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6600KN

天井レール・目板

D3TB-7

笠木無

小口貼り

11
00

60
10

40

1006

巾木・床レール

小松ウオール工業 TB-TP 同等品

－

ト イレブース

小口貼り

40

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6600KN

天井レール・目板

巾木・床レール

小松ウオール工業 TB-TP 同等品

－

ト イレブース

40

高圧メラミン樹脂化粧板(下地：MDF2.5T)　パネル:K-6600KN　扉:K-6600KN

60

18
40

Ｃ
H 

 2
40

0

23
15

60
25

Ｃ
H 

 2
40

0

23
15

60
25

Ｃ
H 

 2
40

0

23
15

600276 400

1000996

1496 1496

25

600 185

60
25

Ｃ
H 

 2
40

0

23
15

60
25

Ｃ
H 

 2
40

0

23
15

124

小松ウオール工業 TB-TP 同等品

－

天井レール・中心吊ヒンジ・目板・戸当り

巾木・床レール

D3TB-81ヶ所 1ヶ所

笠木無

小口貼り

11
00

60
10

40

1191
120

D3TB-9

46
0

15

D3 2階男子(1-3) D3 2階女子便所(1-4)

60

Ｃ
H 

 2
40

0

23
15

1161

１ヶ所

D3 2階男子便所(1-3)

120

2927

941

705

211600

60

18
40

15

600 120

25

Ｃ
H 

 2
40

0

アルミ製ガラリ

46
0

23
15

SK外開き

398

1118

D3 1階男子便所(1-2)

60

18
40

15

120600

Ｃ
H 

 2
40

0

25

アルミ製ガラリ

46
0

13
15

1796

1076

26
00

アルミ製ガラリ

296

26
00

D3TB-10 D3TB-11 D0TB-12 D0TB-13 D0TB-14

120

1462

296

アルミ製ガラリ

20
0

20
0

296

外開き

296

90
0

150

150 150

90
0

150

ジョ イント

ジョ イント ジョ イント

90
090
0
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工事名称 図面No.

図面名称 設計日
滋賀県立大学財務課

S = 2025年3月

令和7年　3月　日

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事

総合設備コンサルタント会社
株式

建具詳細図 1/5

8. 8

ガ
ラ

リ
H

ガ
ラ

リ
H

ラ
ン

マ
H

ラ
ン

マ
H

1

25. 4

3.
5

13
.5

50

25 15 10 156. 5

21. 5

25
.4

8.
8

ガラリW (DW+30)

開口 (DW+5)

10

10

Ｆ Ｌ

DH

40

60

CH

ＣＬ

3 DW1 3

ＣＬ

a-a断面巾木調整範囲： 巾木H-10～巾木H+15

PH

天井チリ調整範囲： 20～30

aa

DH

DW WW

Ｆ Ｌ

60

40

CH

25

表面材

芯材

下部小口防水テープ(PP)

焼付塗装

40ｘ 20ｘ 2. 0

アルミ 角パイプ

戸当り帽子掛けHG

焼付塗装

40ｘ 20ｘ 2. 0

アルミ 角パイプ

L15X25

焼付塗装

開口率50%　 アルミ 押出形材

40mm用N製　 40T-G19タイプ

5×10長穴

４－Ｒ５

ステンL型　 1. 5ｔ

床レール

巾木

芯材

表面材

天井レール

天井下地建築工事
天井下地建築工事

戸当り 目　 板

　 パネル詳細　 　 扉詳細　 　 扉詳細　

35 25

25

15

21
.5

6.
5

25

6.
5

15
18

21
.5

8

15
20

50

15
25

25 15

50

20 208

15
25

Ｆ Ｌ

DH

40

60
ラ

ン
マ

H

CH

ＣＬ

3 DW1・ DW2 3

3 3

3 3

a-a断面

40

aa

ラ
ン

マ
H

DH

DW WW

小口； 樹脂テープ貼り

小口； 樹脂テープ貼り

ランマ目地材

ランマ目地用スポンジ

天井レール

下部小口防水テープ(PP)

表面材

芯材

天井レール

エンドカバー

エンドカバー

表面材

芯材

天井下地建築工事

戸当り

目板

天井レール 天井レール

25

35 25
15 15

25

　 スクリ－ン端部　 　 ジョ イント 　

SW

小口貼り

3

壁面マテ゛ BW芯マテ゛

小口； 樹脂テープ貼り

亜鉛めっき鋼板1. 2t

中間レール; 焼付塗装

　 ＳＫ・ 物入れ用内開き扉　　 ＳＫ・ 物入れ用外開き扉　

SW

エンドカバー

　 スクリ－ン端部　

40 40

3 DW2 3

DW

3 DW2 3

DW

取付箇所は展開図参照

笠木レス戸当り

引手HK引手HK

引手HK
中心吊ヒンジ

中心吊ヒンジ

上部マグネット キャッチ 上部マグネット キャッチ

通常 非常解外開

スト ローク15 スト ローク35

CWBWAW

8

EW
40

3 DW1 3

DW

40

3 DW1 3

DW

40 40
8

壁面レール

建築工事

壁面レール取付下地

非常時用表示付スライドロックHK

非常時戸先目板

戸先目板カバー

非常時

中心吊グレビティ ヒンジ

目板 戸当り

カチット システム

エンドカバー

非常時外開き対応ドア 非常時外開き対応ドア

　 内開きト イレ用扉　 　 内開きト イレ用扉　

20

20

20

20

円筒戸当り；ベストRB-4

※　扉は常開タイプです。

便
器
側

80
°

便器側

 

有効開口

DW2

40

ガイドローラー

折戸ヒンジ　アルミ押出形材

折戸目板　アルミ押出形材ナベタッピングねじ φ4×25

ステンレス鏡面 φ25 L=450
折戸用ロック

上部：マグネット戸当り

マグネット戸当り

マグネット受け
マグネット受け座

BEST DM-10

レール止金具；
高耐食溶融亜鉛めっき鋼板2.0t

アルミ押出形材

笠木；

アルミ押出形材
ＴＢ上レール；

ガイドローラー

表面材；高圧メラミン樹脂化粧板

ペーパーコア

グレビティヒンジ中心吊型

DH
=1

77
3

H=
19

00

20

32

47

15

46

40

ＦＬ

60

90

DW1=DW2-31+110 3

7

DW

47

170

100105

30.5

3.5 引残し162.5

目板　アルミ押出形材

戸当り　アルミ押出形材

86

φ20

50

DW
3

64.5

ベスト　NF-17
ベスト　KW-FHI 直線ハンドル

折れ戸　詳細図　1/5

90
0

20CWDWAW

17
73

47

19
00

60
18

20
20

20CWDWAW

※折り戸本体の表面材は合板仕様のみとします。

※最大重量40kg

※ MAX……有効Ｗ1000

※ MIN……有効Ｗ600

トイレブース　詳細図 軽量鋼製ドア　詳細図

A-28

◇仕様表

項　目 部　材 材　料（板厚mm）

枠 一般構造用圧延鋼板　4.5mm　<焼付塗装仕上>枠補強材

扉 パネル表面材 亜鉛めっき鋼板　0.6mm　<焼付塗装仕上>

芯　材 ペーパーコア

切窓・ガラリ

ガラス押え

ロック

アルミ押出形材　<焼付塗装仕上>

ポリ塩化ビニル　対応ガラス厚3～6mm<グレー色>

亜鉛めっき鋼板　1.2mm　<焼付塗装仕上>目　板

戸当り 床付け戸当り

ドアクロ－ザ ニュースター 7000シリーズ、リョービ　1000シリーズ

旗丁番（ステンレス）吊り金物

一覧表　参照

金物取付け用補強

フランス落し RDフランス落し（ステンレス）

一般構造用圧延鋼板　4.5mm　<焼付塗装仕上>

ストライクカバー 亜鉛めっき鋼板　1.6mm、2.3mm　〈焼付塗装仕上〉

ガラリ

切窓

金物

エンドカバー

DW1

DH
9

LH

W

H

ＦＬ

H 

25
15

48 41

3 40 5

6
9

既存枠

扉

DH
  
  

 

8.5 DW 5

W

3
40

5

48
41

4.5

5

ストライクカバーなし

(既存ストライクの利用)

0.
5

44
3.

5

25

5 （2）

ストライクカバーあり

目板枠補強材

防音ゴム　t3

(木枠の場合：クリアバンポン

　　　　　　 スガツネ製　BS-34)

丁番

既存ストライク部

切欠き加工必要

ストライクカバー

MIWA

レバーハンドル

インテグラル錠

握玉

GOAL

MA

HM

LA

電気錠

面付電気錠

LX

UC

AS

AUT/AUR

TK4L

EUT/EUR

JCLM

32
.5

既
存

ス
ト

ラ
イ

ク
H

既
存

ス
ト

ラ
イ

ク
高

さ
　

 

※A=48

ス
ト

ラ
イ

ク
カ

バ
ー

H=
20

0

21・25(固定)

ス
ト

ラ
イ

ク
H

LH
　

枠
下

端
よ

り

※標準25

既存ストライク部

切欠き加工必要

LHとストライク芯のずれ

(ロックによって可変)

ロック芯

u※は可変寸法u

※標準25

32
.5

既
存

ス
ト

ラ
イ

ク
H

既
存

ス
ト

ラ
イ

ク
高

さ
　

 

※
50

ス
ト

ラ
イ

ク
H

LH
  

枠
下

端
よ

り

※
ス

ト
ラ

イ
ク

カ
バ

ー
H=

25
0

21・25(固定)

※
15

0

ロック芯

LHとストライク芯のずれ

(ロックによって可変)

u※は可変寸法u

既存ストライク部

切欠き加工必要

（既存ロック高さと変更する場合）

美和　LA、MA、TK4L

ストライクカバー　納まり詳細図

（既存ロック高さと同じ高さの場合）

美和　LA、MA、TK4L

30

126 71.5

4.
5

枠補強材

DCブラケット用補強

既存枠にブラケットの

ビス位置にバカ穴を施す

DCブラケット用補強

焼付塗装

25

90 2014.5

DCブラケット用補強

焼付塗装
枠補強材

DCブラケット用補強

既存枠にブラケットの

ビス位置にバカ穴を施す

ニュースター 7000シリーズ、リョービ　1000シリーズ ニュースター 7000シリーズ、リョービ　1000シリーズ

※ロック種類

※A=48

ＬＳドア　開き戸　リペアワークドア　

サポート工法　片開き　ドアクローザー補強詳細

ストライクカバー　納まり詳細図

ＤＣブラケット補強　納まり詳細図

（パラレル付け場合）

ＤＣブラケット補強　納まり詳細図

（正規付け場合）

ＬＳドア　開き戸　リペアワークドア　

サポート工法（ｔ４０）片開き（スチール目板）

トイレブース（一般）　詳細図

トイレブース（折れ戸）　詳細図

高圧メラミ ン樹脂化粧板(下地： MDF)

単色・ 木目共　 20色以上

単色・ 木目共　 20色以上

非常時用表示付スライドロックHK

項　 目 部　 材 材　 料（ 板厚mm）

パネル 高圧メラミ ン樹脂化粧板(下地： MDF)パネル表面材

芯　 材 ペーパーコア

付属品

ロック

ヒンジ

天井レール

中心吊グレビティ ヒンジ

目板／戸当り アルミ 押出形材　 <焼付塗装仕上>

その他金物 戸当り帽子掛けHG

壁面レール／エンドカバー アルミ 押出形材　 <焼付塗装仕上>

ステンレス　 0. 8mm　 <ヘアライン仕上>巾木／床レール

亜鉛めっき鋼板　 1. 2mm　 <焼付塗装仕上>

／引手HK

／中心吊ヒンジ／SKヒンジ

カーム パネル表面材(ドアパネル）

芯　 材（ ドアパネル）

引手

ロック 非常解錠付樹脂製サムターン<SLB-20SW>

ステンレス鏡面ハンドルφ25

ペーパーコア

点検カバ－ 冷間圧延鋼板1. 2mm　 <焼付塗装仕上>

ポリ塩化ビニル(PVC)フロント ゴム

亜鉛めっき鋼板2. 3mmベ－ス板

(小松ウオール　サニティＴＢ－ＴＰタイプ又は同等品)◇ト イレブース共通仕様表



■サイン特記仕様
（１）使用材料
　　ａ．木材　　　　：ＶＯＣ商品（ホルムアルデヒド基準Ｆ☆☆☆☆対応）とする。
　　ｂ．アルミ　　　：ＪＩＳ－Ｈ４１００　Ａ－６０６３　Ｓ－Ｔ５（アルミ押出型材）
　　ｃ．アクリル　　：ＪＩＳ－Ｋ－６７１８
　　ｄ．ステンレス　：ＪＩＳ－Ｇ４３０５　ＳＵＳ３０４、ＨＬ仕上
（２）フォント
　　ａ．書体については、丸ゴシックは「スーラＤＢ」、角ゴシックは「新ゴＭ」を基準とする。
　　　※但し、係員より特定の書体の指示があった場合はこの限りではない。

（３）ピクトグラム
　　ａ．図柄については、原稿を作成し係員の承認を受ける事。
（４）カラーユニバーサル
　　ａ．CUDカラー認証取得業者での制作とする。
（５）取付位置・方法
　　ａ．取付位置については、視認性を考慮し係員と協議の上決定する。
　　ｂ．取付方法については、取付位置の下地などを考慮し適切な方法で取付を行う事。
　　ｃ．障害者用サインについては、自治体福祉要綱に基づき、係員と協議の上決定する。

（６）その他
　　ａ．室名札については、部屋の移動・名称変更に対応できるよう脱着式を基本とする。
　　　　又、室名札脱着の際にはスライドロック機構、専用吸盤などを利用し
　　　　商品の損傷等がなくスムーズに脱着できる仕様とする事。
　　ｂ．サイン計画については、当施設の他工事と充分に調整協議をする事。

１ ２ ３

４

縮尺 1:2 縮尺 1:2

縮尺 1:2５

工事名称 図面No.

図面名称 設計日
滋賀県立大学財務課

S = 1/2ピクトサイン詳細図（１）
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4040 70
表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

※スライドロック機構　脱着式

（ABS樹脂成形）

ベース：スライドロック機構

脱着式

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

ベース：スライドロック機構

脱着式

アクリルマット板 t2

アクリルマット板 t2

アクリルマット板 t2

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

※スライドロック機構　脱着式

（ABS樹脂成形）

ベース：スライドロック機構

脱着式

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

ベース：スライドロック機構

脱着式

アクリルマット板 t2

アクリルマット板 t2

アクリルマット板 t2

2025年3月

令和7年　3月　日 総合設備コンサルタント会社
株式
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4040 70
表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

※スライドロック機構　脱着式

（ABS樹脂成形）

ベース：スライドロック機構

脱着式

アクリルマット板 t2

ベース：スライドロック機構

脱着式

アクリルマット板 t2

アクリルマット板 t2

平付型男子トイレサイン 数量　　　４ 平付型女子トイレサイン 数量　　　４

平付型ユーティリティーサイン

掃除道具イラスト

アクリルマット板 t2

アクリルマット板 t2

脱着式

ベース：スライドロック機構

アクリルマット板 t2

脱着式

ベース：スライドロック機構

（ABS樹脂成形）

※スライドロック機構　脱着式

UV印刷

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

表示基板：アクリルマット板 t2
7040 40
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50

2

平付型オールジェンダートイレサイン１ 1:2縮尺

アクリルマット板 t2

アクリルマット板 t2

アクリルマット板 t2

脱着式

ベース：スライドロック機構

UV印刷

表示基板：アクリルマット板 t2

脱着式

ベース：スライドロック機構

（ABS樹脂成形）

※スライドロック機構　脱着式

UV印刷

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

表示基板：アクリルマット板 t2
7040 40

2
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2
3

2

1
4
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146

15
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2

平付型オールジェンダートイレサイン２ 1:2縮尺 縮尺 1:2

2
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2

4040 70
表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

※スライドロック機構　脱着式

（ABS樹脂成形）

ベース：スライドロック機構

脱着式

アクリルマット板 t2

ベース：スライドロック機構

脱着式

アクリルマット板 t2

アクリルマット板 t2

平付型共用トイレサイン6

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事

数量　　　１

数量　　　１ 数量　　　２ 数量　　　１
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ピクトサイン詳細図（２） 1/2S =

滋賀県立大学財務課
2024年3月

設計日図面名称

図面No.工事名称

　　ｂ．サイン計画については、当施設の他工事と充分に調整協議をする事。
商品の損傷等がなくスムーズに脱着できる仕様とする事。
又、室名札脱着の際にはスライドロック機構、専用吸盤などを利用し

ａ．室名札については、部屋の移動・名称変更に対応できるよう脱着式を基本とする。
（６）その他

ｃ．障害者用サインについては、自治体福祉要綱に基づき、係員と協議の上決定する。
ｂ．取付方法については、取付位置の下地などを考慮し適切な方法で取付を行う事。
ａ．取付位置については、視認性を考慮し係員と協議の上決定する。

（５）取付位置・方法
ａ．CUDカラー認証取得業者での制作とする。

（４）カラーユニバーサル
ａ．図柄については、原稿を作成し係員の承認を受ける事。

（３）ピクトグラム

※但し、係員より特定の書体の指示があった場合はこの限りではない。
　　ａ．書体については、丸ゴシックは「スーラＤＢ」、角ゴシックは「新ゴＭ」を基準とする。
（２）フォント
　　ｄ．ステンレス　：ＪＩＳ－Ｇ４３０５　ＳＵＳ３０４、ＨＬ仕上
　　ｃ．アクリル　　：ＪＩＳ－Ｋ－６７１８
　　ｂ．アルミ　　　：ＪＩＳ－Ｈ４１００　Ａ－６０６３　Ｓ－Ｔ５（アルミ押出型材）
　　ａ．木材 ：ＶＯＣ商品（ホルムアルデヒド基準Ｆ☆☆☆☆対応）とする。
（１）使用材料
■サイン特記仕様

突出型男女トイレサイン 1:2縮尺縮尺縮尺縮尺 1:2

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

※スライドロック機構　脱着式

（ABS樹脂成形）

ベース：スライドロック機構

脱着式

アクリルマット板 t2

アクリルマット板 t2

200

2
0
0

2

2 3

3
2

2

7065 65

表示基板：アクリルマット板 t2

UV印刷

ベース：スライドロック機構

脱着式

アクリルマット板 t2
20

0

1
9
6

数量　　　２

200

196

平付型男女トイレ案内サイン 87

滋賀県立大学Ｄ棟トイレ改修前期工事

数量　

200

UV印刷

2
2

5

R5

UV印刷

表示基板：アクリルマット板 t2

アクリルマット板 t5

16
6

2
0
0

4.5Φ-4.5x6

※取付ビス位置

1

24

14

21

1

アクリルマット板 t5

表示基板：アクリルマット板 t2

4.5Φ-4.5x6

フレーム：アルミ型材

フレーム：アルミ型材

スライドレール：アルミ型材

23.5

2
0

21

221

221

200

19
6

20
0

総合設備コンサルタント会社
株式
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令和7年　3月　日
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備 考

電源電圧

形 状

AC100V 50/60Hz

自己消火性樹脂

5ヵ所

据置・壁取付型(JIS1個用スイッチボックス)

通報先登録数

7

1
2
0

70

ＲＥＳＥＴ

復旧

70

1
2
0

24.5

備 考

呼出ボタン

プレート／握り

形 状

JIS C-0920 IPx5（防噴流形）適合

壁埋込形（JIS1個用スイッチボックスカバー付）

LED（赤）

ノンロック式

抗菌樹脂

23
12
0

確認灯

70

よびだし点 字

表示灯カバー：ポリカーボネート

表示灯

新金属プレート／握り

形 状 壁埋込形（JIS1個用スイッチボックスカバー付）

LED（赤）,DC8V

ノンロック式表示灯

プレート

形 状

新金属

壁埋込形（JIS1個用スイッチボックスカバー付）壁埋込形（JIS1個用スイッチボックスカバー付）

JIS C-0920 IPx5（防噴流形）適合

点 字 よびだし

確認灯

抗菌樹脂

ノンロック式

LED（赤）

形 状

プレート／握り

呼出ボタン

備 考

12
0 70

ワイヤレス機器 登録数 最大16個

材 質

形 状 壁埋込型(JIS1個用スイッチボックス)

材 質

防沫形

自己消火性樹脂

備 考 ノンロック式

５０００Ｋ、Ｒａ９５、拡散タイプ

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１５０

反射板（下部）：アルミ（銀色鏡面仕上）

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

器具光束：８４５ｌｍ、消費電力：７Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ

光源遮光角３０度、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、高演色タイプ

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１５０

反射板（下部）：アルミ（銀色鏡面仕上）

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

器具光束：１３７５ｌｍ、消費電力：１１．６Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ

５０００Ｋ、Ｒａ９５、拡散タイプ

光源遮光角３０度、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、高演色タイプ

φ１５０ φ１５０

180 42

消取

外 泊

電源/電池 点検

談相

緊 急

備 考

電源電圧

形 状

AC100V 50/60Hz

自己消火性樹脂

5ヵ所

据置・壁取付型(JIS1個用スイッチボックス)

通報先登録数

7

1
2
0

70

ＲＥＳＥＴ

復旧

70

1
2
0

24.5

備 考

呼出ボタン

プレート／握り

形 状

JIS C-0920 IPx5（防噴流形）適合

壁埋込形（JIS1個用スイッチボックスカバー付）

LED（赤）

ノンロック式

抗菌樹脂

23
12
0

確認灯

70

よびだし点 字

表示灯カバー：ポリカーボネート

表示灯

新金属プレート／握り

形 状 壁埋込形（JIS1個用スイッチボックスカバー付）

LED（赤）,DC8V

ノンロック式表示灯

プレート

形 状

新金属

壁埋込形（JIS1個用スイッチボックスカバー付）壁埋込形（JIS1個用スイッチボックスカバー付）

JIS C-0920 IPx5（防噴流形）適合

点 字 よびだし

確認灯

抗菌樹脂

ノンロック式

LED（赤）

形 状

プレート／握り

呼出ボタン

備 考

12
0 70

ワイヤレス機器 登録数 最大16個

材 質

形 状 壁埋込型(JIS1個用スイッチボックス)

材 質

防沫形

自己消火性樹脂

備 考 ノンロック式

P

５０００Ｋ、Ｒａ９５、拡散タイプ

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１５０

反射板（下部）：アルミ（銀色鏡面仕上）

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

器具光束：８４５ｌｍ、消費電力：７Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ

光源遮光角３０度、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、高演色タイプ

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１５０

反射板（下部）：アルミ（銀色鏡面仕上）

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

器具光束：１３７５ｌｍ、消費電力：１１．６Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ

５０００Ｋ、Ｒａ９５、拡散タイプ

光源遮光角３０度、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、高演色タイプ

φ１５０ φ１５０

E

P

E

180 42

消取

外 泊

電源/電池 点検

談相

緊 急

２

２

２

Ｐ

２

２

２

２

２

／

２

２

２
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Ａ

Ｂ

Ｂ

C

Ａ

保護管

配管配線種別

天井内ころがし配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内隠蔽配管配線工事

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

埋込スイッチ

1P15Ax1埋込スイッチ

名 称

1P15Ax3

特記無き器具類、配管配線は全て撤去する。（打込配管の場合はケーブル類のみ撤去とする。）

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

(PF22)

特 記 事 項

記 号

アウトレットボックス

凡 例

VV-F 2.0-3C x2 (PF22)

VV-F 2.0-2C x2

電 灯 回 路

x2

特記なき配管配線は下記とする。

VV-F 2.0-2C

(PF22)VV-F 2.0-3C

電灯分電盤

露出配管工事

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

天井付熱線センサ付自動スイッチ 親器・8Aタイプ・微動検知形

天井付熱線センサ付自動スイッチ 子機・微動検知形

EM-EEF 2.0-3C(1E)

特 記 事 項凡 例

A

保護管 記 号

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

MM-A・B表記はメタルモールA型・B型を示す。（メタルモールボックス共）

埋込型スイッチ

電灯分電盤（既設）

貫通穴はコンセント共用とする。

名 称

EM-EEF 1.6-3C(1E)

カバープレート取付

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

電 灯 回 路

特記なき配管配線は下記とする。

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

露出配管工事

EM-EEF 1.6-2C

配管配線種別

防火区画及び界壁貫通の場合は、建築設備・施工上の指導指針により施工すること。

天井付熱線センサ付自動スイッチ 子機・換気扇連動用・3系統連動形
C

1P15Ax1 ネーム付

B

アウトレットボックス

(PF22)

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

CP取付

(PF16）

(PF22)

(PF22)埋込型スイッチ 1P15Ax2 ネーム付

プルボックス

プルボックス 200ｘ200ｘ200

取外し再取付を示す

取外し再取付を示す

残置を示す
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保護管

配管配線種別

天井内ころがし配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内隠蔽配管配線工事

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

埋込スイッチ

1P15Ax1埋込スイッチ

名 称

1P15Ax3

特記無き器具類、配管配線は全て撤去する。（打込配管の場合はケーブル類のみ撤去とする。）

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

(PF22)

特 記 事 項

記 号

アウトレットボックス

凡 例

VV-F 2.0-3C x2 (PF22)

VV-F 2.0-2C x2

電 灯 回 路

x2

特記なき配管配線は下記とする。

VV-F 2.0-2C

(PF22)VV-F 2.0-3C

電灯分電盤

露出配管工事

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

天井付熱線センサ付自動スイッチ 親器・8Aタイプ・微動検知形

天井付熱線センサ付自動スイッチ 子機・微動検知形

EM-EEF 2.0-3C(1E)

特 記 事 項凡 例

A

保護管 記 号

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

MM-A・B表記はメタルモールA型・B型を示す。（メタルモールボックス共）

埋込型スイッチ

電灯分電盤（既設）

貫通穴はコンセント共用とする。

名 称

EM-EEF 1.6-3C(1E)

カバープレート取付

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

電 灯 回 路

特記なき配管配線は下記とする。

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

露出配管工事

EM-EEF 1.6-2C

配管配線種別

防火区画及び界壁貫通の場合は、建築設備・施工上の指導指針により施工すること。

天井付熱線センサ付自動スイッチ 子機・換気扇連動用・3系統連動形
C

1P15Ax1 ネーム付

B

アウトレットボックス

(PF22)

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

CP取付

(PF16）

(PF22)

(PF22)埋込型スイッチ 1P15Ax2 ネーム付

プルボックス

プルボックス 200ｘ200ｘ200

取外し再取付を示す

取外し再取付を示す

残置を示す
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ETET ET

保護管
保護管

(PF22）

2P15Ax2

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

露出配管工事

記 号

特記無き器具類、配管配線は全て撤去する。（打込配管の場合はケーブル類のみ撤去とする。）

特記なき配管配線は下記とする。

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

配管配線種別

名 称

防雨形コンセント（抜け止め）

凡 例

差 込 回 路

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

特 記 事 項

2P15Ax1

VVF 2.0-2C E2.0

電灯分電盤

アウトレットボックス

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

(PF22)
ET

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

露出配管工事

記 号

アウトレットボックス

特記なき配管配線は下記とする。

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

配管配線種別

名 称

凡 例

差 込 回 路

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

特 記 事 項

埋込型コンセント（接地端子付） 2P15Ax1

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

EM-EEF 2.0-3C(1E)

電灯分電盤（既設） MM-A・B表記はメタルモールA型・B型を示す。（メタルモールボックス共）

防火区画及び界壁貫通の場合は、建築設備・施工上の指導指針により施工すること。

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

露出コンセント
2

2ET

EET

2P15Ax2

2P15Ax1

露出コンセント（接地極接地端子付）

露出コンセント（接地端子付）

プルボックス
プルボックス 200ｘ200ｘ200

取外し再取付を示す

残置を示す

取外し再取付を示す

カバープレート取付CP取付

(PF22）EM-EEF 2.0-3C

2P15Ax1露出コンセント（接地端子付）
ET



(PF16）

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

弱電端子盤(既設)

記 号

配管配線種別

特記なき配管配線は下記とする。

露出配管工事

名 称

凡 例

天井内隠蔽配管配線工事

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

EM-AE 1.2－2C

トイレ用呼出押しボタン ひも付き

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

呼 出 回 路トイレ用呼出押しボタン

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

防火区画及び界壁貫通の場合は、建築設備・施工上の指導指針により施工すること。

MM-A・B表記はメタルモールA型・B型を示す。（メタルモールボックス共）

通報用ボタン

(PF16）

アウトレットボックス

EM-AE 1.2－3C

廊下灯

復旧ボタン

特 記 事 項

EM-AE 0.9－2C

i

(PF16）

E

P

保護管

取外し再取付を示す

6天井埋込型スピーカー 3W (SC H -3V -M)3

2E
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(PF16）

3天井埋込型スピーカー 3W (SC H -3V -M)16

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

天井埋込型スピーカー 3W

特記無き器具類、配管配線は全て撤去する。（打込配管の場合はケーブル類のみ撤去とする。）

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

露出配管工事

保護管
IV 1.2 ×2

記 号 保護管

天井内ころがし配線工事

呼 出 回 路

アウトレットボックス

IV 1.2 ×3

弱電端子盤

特 記 事 項

復旧ボタン

凡 例

名 称

配管配線種別

特記なき配管配線は下記とする。

床内隠蔽配管配線工事

廊下灯
(PF22)

ET

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

露出配管工事

記 号

アウトレットボックス

特記なき配管配線は下記とする。

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

配管配線種別

名 称

凡 例

差 込 回 路

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

特 記 事 項

埋込型コンセント（接地端子付） 2P15Ax1

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

EM-EEF 2.0-3C(1E)

電灯分電盤（既設）

MM-A・B表記はメタルモールA型・B型を示す。（メタルモールボックス共）

防火区画及び界壁貫通の場合は、建築設備・施工上の指導指針により施工すること。

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

トイレ用呼出押しボタン

天井内隠蔽配管配線工事

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

(PF16）

取外し再取付を示す
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E

E

特記無き器具類、配管配線は全て撤去する。（打込配管の場合はケーブル類のみ撤去とする。）

天井埋込型スピーカー 3W

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

(PF16）

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

(PF16）

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

天井内隠蔽配管配線工事

トイレ用呼出押しボタン

廊下灯

弱電端子盤(既設)

記 号

床内隠蔽配管配線工事

特記なき配管配線は下記とする。

配管配線種別

名 称

凡 例

復旧ボタン

特 記 事 項

配管配線種別

特記なき配管配線は下記とする。

弱電端子盤

AE 1.2 ×3

アウトレットボックス

呼 出 回 路

天井内ころがし配線工事

保護管

AE 1.2 ×2

露出配管工事

記 号

露出配管工事

名 称

凡 例

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

天井内隠蔽配管配線工事

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

EM-AE 1.2－2C

トイレ用呼出押しボタン ひも付き

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

呼 出 回 路トイレ用呼出押しボタン

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

防火区画及び界壁貫通の場合は、建築設備・施工上の指導指針により施工すること。

MM-A・B表記はメタルモールA型・B型を示す。（メタルモールボックス共）

通報用ボタン

(PF16）

アウトレットボックス

EM-AE 1.2－3C

廊下灯

復旧ボタン

特 記 事 項

EM-AE 0.9－2C

i

(PF16）
(PF16）

E

P

保護管

取外し再取付を示す

取外し再取付を示す

6天井埋込型スピーカー 3W (SC H -3V -M)3
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Ｂ

Ｂ

C

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ Ｂ

ＢＢ

保護管

配管配線種別

天井内ころがし配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内隠蔽配管配線工事

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

埋込スイッチ

1P15Ax1埋込スイッチ

名 称

1P15Ax3

特記無き器具類、配管配線は全て撤去する。（打込配管の場合はケーブル類のみ撤去とする。）

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

(PF22)

特 記 事 項

記 号

アウトレットボックス

凡 例

VV-F 2.0-3C x2 (PF22)

VV-F 2.0-2C x2

電 灯 回 路

x2

特記なき配管配線は下記とする。

VV-F 2.0-2C

(PF22)VV-F 2.0-3C

電灯分電盤

露出配管工事

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

天井付熱線センサ付自動スイッチ 親器・8Aタイプ・微動検知形

天井付熱線センサ付自動スイッチ 子機・微動検知形

EM-EEF 2.0-3C(1E)

特 記 事 項凡 例

A

保護管 記 号

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

MM-A・B表記はメタルモールA型・B型を示す。（メタルモールボックス共）

埋込型スイッチ

電灯分電盤（既設）

貫通穴はコンセント共用とする。

名 称

EM-EEF 1.6-3C(1E)

カバープレート取付

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

電 灯 回 路

特記なき配管配線は下記とする。

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

露出配管工事

EM-EEF 1.6-2C

配管配線種別

防火区画及び界壁貫通の場合は、建築設備・施工上の指導指針により施工すること。

天井付熱線センサ付自動スイッチ 子機・換気扇連動用・3系統連動形
C

1P15Ax1 ネーム付

B

アウトレットボックス

(PF22)

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

CP取付

(PF16）

(PF22)

(PF22)埋込型スイッチ 1P15Ax2 ネーム付

プルボックス

プルボックス 200ｘ200ｘ200

取外し再取付を示す

取外し再取付を示す

残置を示す
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保護管

配管配線種別

天井内ころがし配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内隠蔽配管配線工事

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

埋込スイッチ

1P15Ax1埋込スイッチ

名 称

1P15Ax3

特記無き器具類、配管配線は全て撤去する。（打込配管の場合はケーブル類のみ撤去とする。）

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

(PF22)

特 記 事 項

記 号

アウトレットボックス

凡 例

VV-F 2.0-3C x2 (PF22)

VV-F 2.0-2C x2

電 灯 回 路

x2

特記なき配管配線は下記とする。

VV-F 2.0-2C

(PF22)VV-F 2.0-3C

電灯分電盤

露出配管工事

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

天井付熱線センサ付自動スイッチ 親器・8Aタイプ・微動検知形

天井付熱線センサ付自動スイッチ 子機・微動検知形

EM-EEF 2.0-3C(1E)

特 記 事 項凡 例

A

保護管 記 号

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

MM-A・B表記はメタルモールA型・B型を示す。（メタルモールボックス共）

埋込型スイッチ

電灯分電盤（既設）

貫通穴はコンセント共用とする。

名 称

EM-EEF 1.6-3C(1E)

カバープレート取付

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

電 灯 回 路

特記なき配管配線は下記とする。

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

露出配管工事

EM-EEF 1.6-2C

配管配線種別

防火区画及び界壁貫通の場合は、建築設備・施工上の指導指針により施工すること。

天井付熱線センサ付自動スイッチ 子機・換気扇連動用・3系統連動形
C

1P15Ax1 ネーム付

B

アウトレットボックス

(PF22)

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

CP取付

(PF16）

(PF22)

(PF22)埋込型スイッチ 1P15Ax2 ネーム付

プルボックス

プルボックス 200ｘ200ｘ200

取外し再取付を示す

取外し再取付を示す

残置を示す
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保護管

配管配線種別

天井内ころがし配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内隠蔽配管配線工事

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

埋込スイッチ

1P15Ax1埋込スイッチ

名 称

1P15Ax3

特記無き器具類、配管配線は全て撤去する。（打込配管の場合はケーブル類のみ撤去とする。）

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

(PF22)

特 記 事 項

記 号

アウトレットボックス

凡 例

VV-F 2.0-3C x2 (PF22)

VV-F 2.0-2C x2

電 灯 回 路

x2

特記なき配管配線は下記とする。

VV-F 2.0-2C

(PF22)VV-F 2.0-3C

電灯分電盤

露出配管工事

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事 ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

天井付熱線センサ付自動スイッチ 親器・8Aタイプ・微動検知形

天井付熱線センサ付自動スイッチ 子機・微動検知形

EM-EEF 2.0-3C(1E)

特 記 事 項凡 例

A

保護管 記 号

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

MM-A・B表記はメタルモールA型・B型を示す。（メタルモールボックス共）

埋込型スイッチ

電灯分電盤（既設）

貫通穴はコンセント共用とする。

名 称

EM-EEF 1.6-3C(1E)

カバープレート取付

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

電 灯 回 路

特記なき配管配線は下記とする。

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

露出配管工事

EM-EEF 1.6-2C

配管配線種別

防火区画及び界壁貫通の場合は、建築設備・施工上の指導指針により施工すること。

天井付熱線センサ付自動スイッチ 子機・換気扇連動用・3系統連動形
C

1P15Ax1 ネーム付

B

アウトレットボックス

(PF22)

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

CP取付

(PF16）

(PF22)

(PF22)埋込型スイッチ 1P15Ax2 ネーム付

プルボックス

プルボックス 200ｘ200ｘ200

取外し再取付を示す

取外し再取付を示す

残置を示す
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保護管
保護管

(PF22）

2P15Ax2

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

露出配管工事

記 号

特記無き器具類、配管配線は全て撤去する。（打込配管の場合はケーブル類のみ撤去とする。）

特記なき配管配線は下記とする。

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

配管配線種別

名 称

防雨形コンセント（抜け止め）

凡 例

差 込 回 路

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

特 記 事 項

2P15Ax1

VVF 2.0-2C E2.0

電灯分電盤

アウトレットボックス

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

(PF22)
ET

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

露出配管工事

記 号

アウトレットボックス

特記なき配管配線は下記とする。

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

配管配線種別

名 称

凡 例

差 込 回 路

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

特 記 事 項

埋込型コンセント（接地端子付） 2P15Ax1

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

EM-EEF 2.0-3C(1E)

電灯分電盤（既設） MM-A・B表記はメタルモールA型・B型を示す。（メタルモールボックス共）

防火区画及び界壁貫通の場合は、建築設備・施工上の指導指針により施工すること。

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

露出コンセント
2

2ET

EET

2P15Ax2

2P15Ax1

露出コンセント（接地極接地端子付）

露出コンセント（接地端子付）

プルボックス
プルボックス 200ｘ200ｘ200

取外し再取付を示す

残置を示す

取外し再取付を示す

カバープレート取付CP取付

(PF22）EM-EEF 2.0-3C

2P15Ax1露出コンセント（接地端子付）
ET



露出配管工事

露出コンセント（接地極付） 2P15Ax2

(PF16）EM-AE 0.9－2C呼 出 回 路

保護管

(PF22)

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

記 号

アウトレットボックス

特記なき配管配線は下記とする。

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

配管配線種別

名 称

凡 例

差 込 回 路

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

特 記 事 項

埋込型コンセント（接地端子付） 2P15Ax1

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

EM-EEF 2.0-3C(1E)

電灯分電盤（新設）

MM-A・B表記はメタルモールA型・B型を示す。（メタルモールボックス共）

防火区画及び界壁貫通の場合は、建築設備・施工上の指導指針により施工すること。

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

2E

ET

電灯分電盤（既設）

プルボックス 200ｘ200ｘ200

弱電端子盤（既設）

通報用ボタンE

緊急通報装置

取外し再取付を示す

天井埋込型スピーカー 3W

電気室

2E



保護管
保護管

(PF22）

2P15Ax2

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

露出配管工事

記 号

特記無き器具類、配管配線は全て撤去する。（打込配管の場合はケーブル類のみ撤去とする。）

特記なき配管配線は下記とする。

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

配管配線種別

名 称

防雨形コンセント（抜け止め）

凡 例

差 込 回 路

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

特 記 事 項

2P15Ax1

VVF 2.0-2C E2.0

電灯分電盤

アウトレットボックス

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

(PF22)
ET

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

露出配管工事

記 号

アウトレットボックス

特記なき配管配線は下記とする。

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

配管配線種別

名 称

凡 例

差 込 回 路

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

特 記 事 項

埋込型コンセント（接地端子付） 2P15Ax1

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

EM-EEF 2.0-3C(1E)

電灯分電盤（既設） MM-A・B表記はメタルモールA型・B型を示す。（メタルモールボックス共）

防火区画及び界壁貫通の場合は、建築設備・施工上の指導指針により施工すること。

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

露出コンセント
2

2ET

EET

2P15Ax2

2P15Ax1

露出コンセント（接地極接地端子付）

露出コンセント（接地端子付）

プルボックス
プルボックス 200ｘ200ｘ200

取外し再取付を示す

残置を示す

取外し再取付を示す

カバープレート取付CP取付

(PF22）EM-EEF 2.0-3C

2P15Ax1露出コンセント（接地端子付）
ET
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露出配管工事

露出コンセント（接地極付） 2P15Ax2

(PF16）EM-AE 0.9－2C呼 出 回 路

保護管

(PF22)

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

記 号

アウトレットボックス

特記なき配管配線は下記とする。

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

配管配線種別

名 称

凡 例

差 込 回 路

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

特 記 事 項

埋込型コンセント（接地端子付） 2P15Ax1

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

EM-EEF 2.0-3C(1E)

電灯分電盤（新設）

MM-A・B表記はメタルモールA型・B型を示す。（メタルモールボックス共）

防火区画及び界壁貫通の場合は、建築設備・施工上の指導指針により施工すること。

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

2E

ET

電灯分電盤（既設）

プルボックス 200ｘ200ｘ200

弱電端子盤（既設）

通報用ボタンE

緊急通報装置

取外し再取付を示す

天井埋込型スピーカー 3W
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保護管
保護管

(PF22）

2P15Ax2

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

露出配管工事

記 号

特記無き器具類、配管配線は全て撤去する。（打込配管の場合はケーブル類のみ撤去とする。）

特記なき配管配線は下記とする。

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

配管配線種別

名 称

防雨形コンセント（抜け止め）

凡 例

差 込 回 路

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

特 記 事 項

2P15Ax1

VVF 2.0-2C E2.0

電灯分電盤

アウトレットボックス

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

(PF22)
ET

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

露出配管工事

記 号

アウトレットボックス

特記なき配管配線は下記とする。

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

配管配線種別

名 称

凡 例

差 込 回 路

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

特 記 事 項

埋込型コンセント（接地端子付） 2P15Ax1

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

EM-EEF 2.0-3C(1E)

電灯分電盤（既設） MM-A・B表記はメタルモールA型・B型を示す。（メタルモールボックス共）

防火区画及び界壁貫通の場合は、建築設備・施工上の指導指針により施工すること。

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

露出コンセント
2

2ET

EET

2P15Ax2

2P15Ax1

露出コンセント（接地極接地端子付）

露出コンセント（接地端子付）

プルボックス
プルボックス 200ｘ200ｘ200

取外し再取付を示す

残置を示す

取外し再取付を示す

カバープレート取付CP取付

(PF22）EM-EEF 2.0-3C

2P15Ax1露出コンセント（接地端子付）
ET



露出配管工事

露出コンセント（接地極付） 2P15Ax2

(PF16）EM-AE 0.9－2C呼 出 回 路

保護管

(PF22)

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

記 号

アウトレットボックス

特記なき配管配線は下記とする。

天井内隠蔽配管配線工事

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

配管配線種別

名 称

凡 例

差 込 回 路

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

特 記 事 項

埋込型コンセント（接地端子付） 2P15Ax1

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

EM-EEF 2.0-3C(1E)

電灯分電盤（新設）

MM-A・B表記はメタルモールA型・B型を示す。（メタルモールボックス共）

防火区画及び界壁貫通の場合は、建築設備・施工上の指導指針により施工すること。

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

2E

ET

電灯分電盤（既設）

プルボックス 200ｘ200ｘ200

弱電端子盤（既設）

通報用ボタンE

緊急通報装置

取外し再取付を示す

天井埋込型スピーカー 3W

2E
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E

特記無き器具類、配管配線は全て撤去する。（打込配管の場合はケーブル類のみ撤去とする。）

天井埋込型スピーカー 3W

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

(PF16）

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

(PF16）

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

天井内隠蔽配管配線工事

トイレ用呼出押しボタン

廊下灯

弱電端子盤(既設)

記 号

床内隠蔽配管配線工事

特記なき配管配線は下記とする。

配管配線種別

名 称

凡 例

復旧ボタン

特 記 事 項

配管配線種別

特記なき配管配線は下記とする。

弱電端子盤

AE 1.2 ×3

アウトレットボックス

呼 出 回 路

天井内ころがし配線工事

保護管

AE 1.2 ×2

露出配管工事

記 号

露出配管工事

名 称

凡 例

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

天井内隠蔽配管配線工事

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

EM-AE 1.2－2C

トイレ用呼出押しボタン ひも付き

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

呼 出 回 路トイレ用呼出押しボタン

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

防火区画及び界壁貫通の場合は、建築設備・施工上の指導指針により施工すること。

MM-A・B表記はメタルモールA型・B型を示す。（メタルモールボックス共）

通報用ボタン

(PF16）

アウトレットボックス

EM-AE 1.2－3C

廊下灯

復旧ボタン

特 記 事 項

EM-AE 0.9－2C

i

(PF16）
(PF16）

E

P

保護管

取外し再取付を示す

取外し再取付を示す

6天井埋込型スピーカー 3W (SC H -3V -M)3
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特記無き器具類、配管配線は全て撤去する。（打込配管の場合はケーブル類のみ撤去とする。）

天井埋込型スピーカー 3W

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

(PF16）

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

(PF16）

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

天井内隠蔽配管配線工事

トイレ用呼出押しボタン

廊下灯

弱電端子盤(既設)

記 号

床内隠蔽配管配線工事

特記なき配管配線は下記とする。

配管配線種別

名 称

凡 例

復旧ボタン

特 記 事 項

配管配線種別

特記なき配管配線は下記とする。

弱電端子盤

AE 1.2 ×3

アウトレットボックス

呼 出 回 路

天井内ころがし配線工事

保護管

AE 1.2 ×2

露出配管工事

記 号

露出配管工事

名 称

凡 例

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

天井内隠蔽配管配線工事

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

EM-AE 1.2－2C

トイレ用呼出押しボタン ひも付き

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

呼 出 回 路トイレ用呼出押しボタン

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

防火区画及び界壁貫通の場合は、建築設備・施工上の指導指針により施工すること。

MM-A・B表記はメタルモールA型・B型を示す。（メタルモールボックス共）

通報用ボタン

(PF16）

アウトレットボックス

EM-AE 1.2－3C

廊下灯

復旧ボタン

特 記 事 項

EM-AE 0.9－2C

i

(PF16）
(PF16）

E

P

保護管

取外し再取付を示す

取外し再取付を示す

6天井埋込型スピーカー 3W (SC H -3V -M)3
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(PF16）

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ配線工事

弱電端子盤(既設)

記 号

配管配線種別

特記なき配管配線は下記とする。

露出配管工事

名 称

凡 例

天井内隠蔽配管配線工事

壁内配線及び貫通部分はPF電線管にて保護すること。

床内隠蔽配管配線工事

天井内ころがし配線工事

EM-AE 1.2－2C

トイレ用呼出押しボタン ひも付き

二重天井内配線はケーブルころがし配線とする。

呼 出 回 路トイレ用呼出押しボタン

既設コンクリート・床貫通を示す（防火区画貫通処理含む）

防火区画及び界壁貫通の場合は、建築設備・施工上の指導指針により施工すること。

MM-A・B表記はメタルモールA型・B型を示す。（メタルモールボックス共）

通報用ボタン

(PF16）

アウトレットボックス

EM-AE 1.2－3C

廊下灯

復旧ボタン

特 記 事 項

EM-AE 0.9－2C

i

(PF16）

E

P

保護管

取外し再取付を示す

6天井埋込型スピーカー 3W (SC H -3V -M)3




